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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カルテ０　王おう都と、賓ひん客きやく、女おんな闘とう騎き士し？




　その朝……。

　アムリオンの王都は、祭まつりのような賑にぎわいを見せていた。

　女性は老おいも若きもきれいに着き飾かざって踊おどりに興きようじ、男どもは昼間から仕し事ごとを休んで陽よう気きに酔よっぱらっている。

　大通りに面した家々の二階の窓まどには花が飾かざられ、そのベランダでは女の子たちが紙かみ吹雪ふぶきをまく準じゆん備びに忙いそがしい。

　ひとつ銅どう貨か二枚のお面めんをかぶり、紙かみ製せいの笛ふえやおもちゃの剣を手にして裏うら通どおりで駆かけ回っているのは男の子たち。

　中央広ひろ場ばには、旅たび芸げい人にんの天幕テントがいくつも張はられ、目め抜ぬき通りに並ならんだ出で店みせでは、菓か子しや珍めずらしい土産みやげ物ものが売られている。

　見み世せ物もの小ご屋やの呼よび込みの声や、露ろ店てん商しようの威い勢せいのいい掛かけ声が、澄すみ渡った空に響ひびく。

　貧びん乏ぼう楽がく士しや年とし老おいた吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、今が稼かせぎ時とばかりに張り切って裕ゆう福ふくな商人の家を回り、路ろ地じ裏うらでは怪あやしげな占うらない師しが、悩なやみを抱かかえた人々の告こく白はくに耳を傾かたむけていた。

　月に一度の定てい期き市いちでも見られないほどの人ひと出でである。

　もっとも……。

　この騒さわぎにまったく関係のない人間もいた。

　南市し街がい区くの〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていの裏。

〝トリシアの診しん療りよう所じよ〟の住人である。




「だから、これは単なる食べ過すぎ」

　その小こ柄がらな白はく衣いの少女は、ペンを患かん者じやの鼻はな先さきに突つきつけた。

　十代半なかばといったところだろうか。

　大きなリボンで茶色の髪かみをまとめた、医い師しとは思えない可愛かわいらしい少女だ。

「切らなきゃいけないような重い病気じゃないから。気に病やむとよけい悪あつ化かするわよ」

　だが、患者は不安そうな顔色を隠かくせなかった。

　落おち着つかなげに、キョロキョロとあたりを見み渡わたす。

　後ろの本ほん棚だなには、数々の医い学がく書しよ。

　机つくえの上には、診しん断だん記き録ろくと聴ちよう診しん器き。

　患者が人間ならば、ごく普ふ通つうの病院の光こう景けいである。

　だが……。

「チュウ？」

　患者、いや、患かん畜ちくは、前足で鼻の頭を搔かいた。

　今、少女の目の前の椅い子すにチョコンと乗のっているのは、茶色い毛け並なみの家ネズミだったのだ。

「ほらほら、ここに薬やく湯とうが用意してあるから、舐なめたら帰って寝ねてなさい」

　白はく衣いの少女は、患畜を椅子から追い立てる。

「チュチュ」

　ネズミは椅子から机に飛とび移うつると、置いてあった煎せんじ薬ぐすりの平ひら皿ざらに口をつけた。

「……ヂュ～」

「不ま味ずいですって？　胸むね焼やけするほど高級チーズ食べといて、文もん句く言うんじゃないの」

　少女はクルリと椅子を回して、次の患者を呼よぶ。

「次の方、どうぞ」

　診しん察さつ室しつと待まち合あい室しつの間の扉とびらが、勢いきおい良く開かれた。

「やあ、パット！」

「……あのね、レン」

　入ってきた陽よう気きな少年の姿すがたを見て、パットと呼ばれた少女はため息をついた。

「この忙いそがしいのに、患者の振ふりして遊びにこないの」

　少女の指先が、紫むらさき色いろの光を帯おびる。

「それにいくら言ったら分わかるの、わたしはトリシア。馴なれ々なれしくパットって呼ばない！」

「わわわっ、待った！　待ってください、パトリシア先生ーっ！」

　魔ま旋せん律りつの電でん撃げきを食らう前に、レンは両手を上げた。

　口では暴ぼう力りよく反はん対たいを唱となえるトリシアの攻こう撃げき魔ま法ほうは、実はかなり強力である。

　幼おさななじみであるレンは、それを身をもって──何回か──思い知らされていた。

「まさか、こんな時間に診療してるって思わなかったんだって！　ここの診療時間って、午後からのはずじゃないか!?」

「……仕し方かたないでしょ、急きゆう患かんなんだから」

　トリシアは魔旋律を中ちゆう断だんした。

　確たしかに、この〝トリシアの診療所〟が開かれるのは午後と夜。

　患畜に夜や行こう性せいの生き物が多いためである。

　トリシアは、動物と意い志しを交かわすことができるという特とく殊しゆな能のう力りよくを持つ、王おう都とでもただひとりの魔ま法ほう医い。

　ここは人間、動物を問とわず、病やまいや怪け我がで苦しむものがやってくる診療所なのだ。

「で、今日は街まち中じゆう、いったい何のお祭まつり騒さわぎなの？　食べつけないご馳ち走そうにありついた消しよう化か不ふ良りようのネズミたちで、待合室は朝からずっと満まん員いん状じよう態たいなんだけど？」

「まさか……知らないの？」

「勿もつ体たいぶらないでチャッチャと吐はきなさいよ」

　治ち療りよう費ひの取れない患者が続いたせいか、不ふ機き嫌げんそうな声。

　こういう時は逆さからわない方がいいことを、やっぱりレンは知っていた。

「特とく別べつ使し節せつが来るんだよ。それも一度に四つの国から！」

「ねえ、その四つって……？」

「もちろん、このアムリオン以外の、五ご大だい守しゆ護ご国こつ家か全部さ」

　五大守護国家とは、アムリオン、ヴィントール、ゼノウィリア、レミュザン、ティルダニアのこと。

　ヒュオン山さん脈みやくの南側では、最もつとも大きな国々である。

「使節が来るのって、そんなに珍めずらしいことだっけ？」

　あまり関かん心しんがなさそうなトリシア。

「何しろ、四ついっぺんだからね」

　レンは興こう奮ふん気ぎ味みである。

「と、いう訳わけだから見に行こうよ、パット」

「あのね」

　トリシアは、薬やく湯とうをチビチビ舐なめているネズミを目で示しめす。

「分かる？　わたし、仕事中」

「だから、ここはマルテさんに任まかせてさ」

　マルテさんというのは、時々、診療所の手て伝つだいをしてくれている女性である。

「旅たび芸げい人にんの一いち座ざが来てるんだよ。不ふ死し鳥ちようと踊おどる女の子とか、計けい算さんができるアヒルとかがいるんだって」

「計算ができるアヒルはいいわね。ここの会計に雇やとおうかしら？」

　毎月多た額がくの赤あか字じを出している診療所の女じよ医いは、フンと鼻を鳴ならした。

「出店もたくさんあるんだよ。焼きたてのマフィンも売ってたけど？」

「……焼きたて？」

　これにはちょっと心惹ひかれるトリシアである。

「どう？　マフィンとジュースくらいならおごるけど？」

「むむ……」

　義ぎ務むと食しよく欲よくの葛かつ藤とう。

「ほんのちょ～っとなら、付き合って上げてもいいかな？」

　トリシアは食欲に降こう参さんした。

　ペンを診療記き録ろくの横に置いて立ち上がると、白はく衣いを脱ぬごうとボタンに指をかける。

　と、そこに……。

「トリシア！」

　扉とびらをバタンと乱らん暴ぼうに開けて、入ってきたのは年ねん齢れい不ふ詳しようの快かい活かつな美女。

　診療所の大おお家やであり、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていの女主人、セルマである。

「……あらら、お邪じや魔まだったかい？　せっかく二人っきりのところを」

「気にしないでよ、セルマさん」

　トリシアは頭を振ふった。

「わたし、レンとは本っっっ当に何もないんだから」

「進しん展てん、ないもんなあ……」

　ブツブツつぶやくレン。

　以前に一度だけ、二人は奇き妙みような雰ふん囲い気きの中でキスをしたことがある。

　だが、その後は〝親しん友ゆう〟の一線をなかなか越こえられない。

　それどころか、最近のレンはただの〝お友達〟に格かく下さげ気ぎ味みだった。

「ところで、急いでいたみたいだけど、急きゆう患かんなの？」

　トリシアは長身のセルマの顔を見上げた。

「そこんとこ、はっきりしないんだよね」

　セルマは眉まゆをひそめる。

「アンリの呼よび出しなんだよ、至し急きゆうあんたに来てくれって」

「先生の!?　それを先に言ってよ！」

　トリシアは診療カバンを抱かかえ上げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「困こまった……」

　ベルラプトン公こう爵しやくハラルドは、歓かん迎げいの群ぐん衆しゆうを見て憂ゆう鬱うつそうにつぶやいた。

「一番乗のりになってしまった。目め立だつことは避さけたかったが……」

　それでも、馬ば車しやの上から人ひと波なみに向かって笑え顔がおで手を振る。

　王おう都とに到とう着ちやくしたヴィントールの使し節せつ一いつ行こうは、アムリオンの市民による熱ねつ狂きよう的てきな歓迎にあっていた。

　城じよう門もんをくぐるや否いなやの、紙かみ吹雪ふぶきや花はな束たば攻ぜめ。

　その上、街まちの子供たちによるヴィントール国家の斉せい唱しようまであり、馬車は遅ち々ちとして進まない。

　このままでは、王城に入るのは午後になりそうだ。

「口元がぎこちないわよ、ハル」

　横を進む馬上から、槍やりを担かついだ赤あか毛げの少女がささやく。

「しっかりしなさい、新しん大たい使し様さま」

「退たい屈くつな仕事だ。できれば代かわって欲ほしいな」

　ハルは愚ぐ痴ちをこぼした。

　滅めつ多たに本ほん音ねを語らない策さく士しの公爵も、この少女の前では何な故ぜか簡かん単たんに自分を見せてしまうのだ。

「あら、だったらハルがあたしの護ご衛えいをやる？」

　少女の顔がほころんだ。

　輝かがやくような笑顔である。

「喜よろこんで」

　ハルは手を振りながら、小さくウインクした。

　その時……。

　馬車の前ぜん方ぽうで土つち煙けむりが上がった。

　ドドーンという音とともに地面が揺ゆれる。

「何かな？」

　赤毛の少女は、腰こしの剣けんの柄つか頭がしらに手を置いた。

　アムリオンの市民たちも、お祭まつり気分から一いつ転てんして不ふ安あんげな顔になる。

「あれは歓迎のセレモニーには見えないな」

　ハル大使はニヤリとした。

「どうやらこの国、思っていたほど退屈じゃなさそうだ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「これ、どういうこと!?」

　トリシアは診療カバンを持ったまま、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　呼ばれもしないのについてきたレンも同どう様ようである。




　西街がい区くの大通りは、惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　街がい路ろ樹じゆはへし折おれ、大だい理り石せきで美しく舗ほ装そうされていた道には、深い巨大な円えん形けいの穴あながいくつも穿うがたれて、赤土が顔を見せている。

　通りの両側の家々は軒のき並なみ壁かべをえぐられて、建たて物ものの半分以上が無なくなっているところもあった。

　瓦が礫れきの前で崩くずれ落ち、泣いているのはその家の住じゆう人にんだろう。

　街まち中じゆうが特とく使しの到とう着ちやくで沸わいている中、この一いつ画かくだけが半なかば廃はい墟きよと化しているのだ。




「……すまないね、忙いそがしいところを」

　トリシアに声をかけたのは、金きん髪ぱつに紫むらさきの瞳ひとみを持った青年。

〝星ほし見みの塔とう〟と呼ばれる魔ま法ほう学校の教きよう師しで、王おう室しつ付き魔ま道どう士しのアンリである。

「何が起きたんですか、先生!?」

「う～ん」

　トリシアに問い詰つめられると、アンリは困こまったように美しい眉まゆをひそめた。

「説せつ明めいは……この人からの方がいいと思う」

　アンリに促うながされ、身みなりのいい中年男が怖おず怖ずとトリシアの前に出てくる。

「そ、その節せつはどうも……」

　男は気まずそうに頭を搔かいた。

「ヴェルナー卿きよう？」

　トリシアは顔をしかめる。

　ヴェルナー卿は以前、密ひそかに飼かっていた鷲頭獅子グリフインを逃にがし、大おお騒さわぎを起こした貴き族ぞくである。

　トリシアはその時、彼の子供を助けていたのだ。

「この惨さん状じようって、まさか？」

「ははは」

　ヴェルナー卿の笑いは虚うつろだった。

「また、逃げてね、うちのペットが」

　ガゴッ！

　トリシアは思わず貴族を張はり倒たおしていた。

「あんたって人はっ！」

「ぐぐぐ、ぐるじい～っ」

「……まあまあ」

　ヴェルナーの首を締しめ上げようとするトリシアの手を、アンリがつかむ。

「先生！　止めないでください！　こ、この男は懲こりもせずにっ！」

「別に止める気はないが……あっちの方を先にしてくれないか？」

　アンリは、大通りの遥はるか前ぜん方ぽうを指さした。

　かすかに見える、小山のような影かげ。

　それがゆっくりと、東に向かって進んでいた。

　時おり、土つち煙けむりが上がり、ズシン、ズシンという振しん動どうがここまで伝つたわってくる。

「ヴェルナー卿の屋や敷しきを出て、すでにあそこまで達している。通った後はこの有あり様さまだ」

「何を逃がしたの、ヴェルナー卿!?」

　トリシアは貴族をにらんだ。

「ビ、ビヒモスの子供なんだが」

　竦すくみ上がったヴェルナーは白はく状じようする。

「一昨日おととい、知り合いの商人から手に入れて、昨さく夜やこっそりと運うん河がを使って屋敷に……」

「ビヒモスですって!?」

　トリシアは呆あきれて口がふさがらなかった。

　ビヒモスとは、動きの鈍にぶい雑ざつ食しよく性せいの巨大生せい物ぶつ。

　牛と猪いのししを足たして二で割わったような姿すがただが、その大きさが半はん端ぱではない。

　生まれたてでも、牛の倍ばい。

　成せい長ちようすると、竜りゆうさえひと吞のみにできるほどになる生き物なのだ。

「どうしてあなたはそんな迷めい惑わくなものばかり飼かうのよ！」

　トリシアはヴェルナーの襟えり首くびをつかんでガクガクと揺ゆさ振ぶった。

「と、友達に自じ慢まんしたかっただけなんだ！」

「……やれやれ」

　アンリはため息をついた。

「まあ、この被ひ害がいの補ほ償しようはきっちりとしてもらいますよ、ヴェルナー卿」

「す、すまんね」

　ヴェルナーは、お金で解かい決けつできることなら決して反はん省せいしない類たぐいの男だった。

「それで、どうするんです、先生？」

　レンがアンリに尋たずねる。

　実じつはこのレン、こう見えても〝星見の塔〟の研けん究きゆう生せい。

　魔法使いの卵たまごなのだ。

「そこなんだ。ビヒモスはただ歩いているだけで、悪あく意いはないからね」

　アンリは考え込むように手をアゴに当てる。

「僕ぼくとしては、穏おん便びんな解決法を、と考えているんだが？」

「ええ」

　トリシアは同どう意いした。

「ともかく、ビヒモスの姿が確かく認にんできるところまで行きましょ」




　ビヒモスの歩みは遅おそかった。

　馬車四台が並ならんで進める大通りいっぱいの幅はばがあるくせに、足の踏ふみ出しはやたらと緩かん慢まんなのである。

　徒と歩ほのトリシアたちでも、十じゆう分ぶんに追いつけるほどである。

　ただ、その進んだ後の被ひ害がいは甚じん大だいだった。

　ビヒモスの桁けた外はずれの体たい重じゆうに、アムリオンの目め抜ぬき通りはまったく耐たえられなかったのだ。

　大だい理り石せきの敷しき石いしは粉こな々ごなに砕くだけ、直ちよつ径けいがトリシアの身長の二倍もある足が、ズブズブと土にめり込んでゆく。

　左右に体が揺れる度たびに、周しゆう囲いの家にぶつかって、その壁かべを削けずり取るように破は壊かいする。

　無む論ろん、ビヒモスの厚あつい皮には傷きずひとつつかない。

　さらに始し末まつの悪いことに、気が向くとビヒモスは、その巨大な口で近くの家や街がい路ろ樹じゆを手て当あたり次し第だいに嚙かじるのだ。

　ビヒモスの進しん行こうを食い止めようと、市し街がい警けい備びの兵士たちが剣や弓ゆみを手に立ちふさがったが、その強きよう靱じんさの前には為なす術すべもなかった。




「……あれを……わたしに止めろって？」

　馬ば鹿かげたくらいに巨大なビヒモスの後ろ姿を目にしたトリシアは、一気に自じ信しんを失うしなった。

「説せつ得とくする前に、こっちに気づいてくれないんじゃ……」

「その可か能のう性せいは……ないとは言えない」

　歯は切ぎれが悪いアンリ。

「だが、他ほかに手はない。幸さいわい、まだ死し者しやは出てないが、このままではビヒモスは中央広ひろ場ばに行き着つく。そうなれば……」

「とんでもないことになりますよ！」

　と、レン。

　広場は祭まつりの時のような混こん雑ざつなのだ。

　それを避ひ難なんさせるにしても、大だい混こん乱らんが起きるだろう。

　下へ手たをすれば死者さえ出しかねない。

「特とく使しが街まちに来てるのに、国の威い信しんにも関かかわるわね」

　そう言いながらトリシアたちのところにやってきたのは、アムリオンの第二王女、キャスリーンだった。

「キャット、また用もないのに……」

　トリシアは顔をしかめた。

　友人ながら、このキャスリーンが出てくるとロクなことにならないことを、トリシアは経けい験けんから学まなんでいたのだ。

「失しつ礼れいね」

　銀ぎん髪ぱつの美しい王女は、腰こしに手を当ててトリシアをにらむ。

「この場の指し揮き権けんは、私にあるのよ」

「……えっ？」

　通つう常じよう、王都の市し街がいで問題が起こると、総指揮に当たるのは第一王女のアムレディアのはずだ。

「てことは？」

「特使の接せつ待たいの準じゆん備びで、アム姉ねえ様さまは城じよう内ないに足止め。母かあ様さまによる、事じ実じつ上じようの拘こう禁きん状じよう態たいね」

「なんてことだ」

　眉み間けんに指を当てるアンリ。

　こういう時に、一番頼たよりになる人物がいないのは辛つらい。

「キャットかあ……」

　トリシアもレンも、がっかりした様よう子すを隠かくせなかった。

「あんたたち、国こく宝ほう級きゆうの失礼だわ」

　キャスリーンは鼻はなの頭にシワを寄よせた。

「ともかく」

　アンリが咳せき払ばらいする。

「僕ぼくとトリシアはビヒモスの前に出よう。キャット、レン、君きみたちはここでトリシアの支し援えんに回ってくれ」

「支援って？」

　と、目を輝かがやかせて尋たずねるキャット。

「邪じや魔まになるから引っ込んでろってことだよ」

　レンはこの場でやるべきことを心こころ得えていた。

　キャットの首くび根ねっ子こをつかむと、ズルズルと引ひっ張ぱって下がらせる。

「ち、ちょっと、レン！　あんたね、仮かりにも王族に向かって！」

「……先生、パット、頑がん張ばって」

　レンは、師し匠しようと幼おさななじみに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる。

「うん、やれるだけやってみる」

　トリシアは小さくうなずいた。




「とは言ったものの……」

　脇わき道みちを駆かけ抜ぬけてビヒモスの前に出たアンリとトリシアは、改あらためてその大きさに圧あつ倒とうされた。

　荷に馬ば車しやをひと吞のみできそうな口。

　貴き族ぞくの豪ごう邸ていの窓まどほどもある目。

　生なま暖あたたかい鼻はな息いきは、かなりの距きよ離りを取ったトリシアたちのところまで達たつする。

　これでもまだ生せい後ご数か月の子供だというのだから、呆あきれ果はてる他ほかない。

「……雑ざつ食しよく性せいってことですけど、あれ、消しよう化かできるんですか？」

　自分の頭ほどもある歯はでビヒモスが家の壁かべを嚙かじり取るのを見て、トリシアはアンリに尋ねる。

「さあ？　僕も本物を見るのは初めてだからね」

　アンリは腰こしに帯おびた魔ま剣けんヒリール・ショーヴに手をかける。

「これだけ見み事ごとな生き物だ、できれば傷きずつけたくないな」

「ええ」

　トリシアは、こちらに向かって進んでくる巨大生せい物ぶつの心に呼よびかけた。

（ビヒモス……ビヒモス……）

　だが、もともと緩かん慢まんなその歩あゆみは止まらない。

　ガラガラと崩くずれ落ちるまわりの家々。

（ビヒモス……ビヒモスったら！）

　重い四つの足は、ズボズボと道を抉えぐってゆく。

「……先生、気がついてくれませ～ん」

　トリシアは、瞳ひとみを潤うるませてアンリを振り返った。

「仕し方かたないな。あの目には、僕らは蠅はえ程てい度どにしか見えていないんだろう」

　アンリはヒリール・ショーヴを抜ぬき放はなつと、トリシアの前に走り出て、地面にその刃やいばを突つき立てた。

　あとほんの数歩で、ビヒモスの足が達する位い置ちである。

「先生！」

「君は諦あきらめないで呼びかけて！　僕は何とか足止めしてみる！」

　アンリは魔ま旋せん律りつを唱となえた。

　ヒリール・ショーヴの刃が〝呪じゆ波は〟を増ぞう幅ふくし、緑みどりの波は動どうが扇おうぎ形がたに広がって障しよう壁へきを形けい成せいした。

　ドンッ！

　ビヒモスはその障壁に触ふれると、その場で足あし踏ぶみした。

　これ以上、先に進めないのである。

（ビヒモス、お願ねがい、こっちを見て！）

　トリシアは呼びかけ続ける。

　しかし、ビヒモスは進もうとするのに一いつ生しよう懸けん命めいで、反はん応のうはない。

　ただ押おしていても駄だ目めなことに気づいたのか、今度はいったん下がって障壁に体当たりをかける。

　ズシンッ！

　衝しよう撃げきに大だい地ちが震ふるえる。

　ビヒモスには、向きを変えたり、回り道をするという発はつ想そうはないらしい。

「……長く持ちそうにはないな」

〝呪波〟を練ねり続けながら、アンリはつぶやいた。

　ズシーンッ！

　突とつ進しんを受けとめる度たびに、障壁は歪ゆがんで薄うす紅べに色いろの光を帯おびる。

　赤は、障壁の限げん界かいが近いことを示しめす色だ。

　さらに歪めば、障壁は一いつ層そうの赤みを帯び、やがては砕くだけ散ちるだろう。

「それまでに止めないと！」

　トリシアは焦あせるが、ビヒモスはまったく耳を貸かそうとはしない。

（頼たのむからわたしの声を聞いてよ、ビヒモス！）

　その時……。

　もう一度、突進をかけようと数歩下がったビヒモスの前に、六歳さいぐらいの幼よう女じよが現われた。

　瓦が礫れきの間に、母親と一いつ緒しよに隠かくれていたらしい。

　だが、じっとしていることに飽あきた幼女は、母親の手から逃のがれて通りに飛び出してしまったのだ。

　母親の甲かん高だかい悲ひ鳴めい。

　その悲鳴に振ふり返った幼女は、ビヒモスの巨体が自分の方に迫せまってくるのを見て、恐きよう怖ふに足をすくませる。

「まずい！」

　魔旋律を解とくアンリ。

（このままじゃ踏ふみ殺ころされちゃう！　ビヒモス、止まって！）

　トリシアとアンリは、同時に幼女に向かって駆かけ出した。

　しかし、とうてい間まに合う距きよ離りではない。

　その時……。

　トリシアの斜ななめ後こう方ほうから、稲いな妻ずまを思わせる速はやさで何かが走り出た。

（馬？）

　それは、白はく馬ばにまたがった赤毛の少女だった。

　あっという間にビヒモスの正しよう面めんに出ると、赤毛の少女は幼女を拾ひろい上げた。

　ビヒモスの足が白馬をかすめ、たった今まで幼女のいた場所に深い大おお穴あなを開ける。

「へえ、この国にはこんな生き物がいるんだ」

　まるで場ば違ちがいな緊きん張ちよう感かんの無ない声。

「大きいねえ～」

　赤毛の少女は、白馬を止めてビヒモスを振り返った。

「危あぶないから下がって！」

　トリシアは怒ど鳴なる。

　赤毛の少女はニッと笑うと、白馬の首くび筋すじを軽く叩たたいた。

　白馬は荒あれ果はてた大通りを跳はねるようにして、アンリたちのところまで戻もどってくる。

「ほら、魔法使いさん、障しよう壁へきを張るんでしょ！」

「ああ！」

　アンリは迫せまってくるビヒモスに対し、もう一度障壁を形成した。

　ズシーンッ！

　再さい度ど、行く手を阻はばまれるビヒモス。

「トリシア！」

　アンリは〝呪じゆ波は〟を魔ま剣けんに送りながら言った。

「ただ呼よびかけるだけじゃ駄だ目めだ！　あいつの、あいつの心の声を聞くんだ！」

　トリシアはハッとした。

　相手の訴うつたえる苦しみにまず、耳を傾かたむける。

　それは医者としてごく普ふ通つうのこと、基き本ほんだったはずだ。

　トリシアが医者を志こころざしたのは、自分の痛いたみや苦しみを訴える術すべを持たない、か弱い命を救すくうためではなかったのか？

「……先生、わたし」

（それを忘れてた。今だけじゃない、診療所でも忙しいことを理り由ゆうに、治ち療りようをただの流れ作さ業ぎようにしていたんだ……）

　トリシアは深しん呼こ吸きゆうをすると、体当たりを続けるビヒモスに向かって歩き始めた。

（ごめんね、ビヒモス……）

　目を閉とじ、恐きよう怖ふを捨すてて、ビヒモスに対して静かに心を開く。

（あなたは……何を求めているの？）

「…………」

　アンリは障壁を解といた。

　トリシアはビヒモスの前に無む防ぼう備びで立つことになる。

「おやまあ……」

　馬ば上じようでつぶやく赤毛の少女。

（見せて……あなたの心を）

　トリシアはもう一度語りかけた。

　すると……。

（カエリ……タイ）

　弱々しい〝声〟が返ってきた。

（カエリタイ）

（どこに、あなたは帰りたいの？）

　トシリアは尋たずねる。

（ウマレタ……トコロ）

　突とつ然ぜん、頭に流れ込む風ふう景けい。

　遥はるかに望のぞむ山々に、静かに流れる大たい河が。

　澄すみ渡る空と、優やさしい風。

　広こう大だいな草そう原げんには、草を食はむ他のビヒモスの姿すがたも見える。

　どこか、アムリオンから遠く離はなれた地の光こう景けいだ。

（素す敵てきなところね）

　トリシアは偽いつわりなしにそう思った。

（……？）

　ビヒモスは足を止めた。

　びっくりしたような目で、足元に立つトリシアを見る。

　どうやら、この小さな生き物の存そん在ざいに初めて気がついたようだ。

（ダレ？）

（わたしは……お医者さんよ。まだ腕うでは未み熟じゆくだけどね）

（オイシャ？）

（あなたを助けて上げたいの。このまま真まっすぐ進んだら、たくさんの人が迷めい惑わくするのよ。誰だれか死しんじゃうかも）

（シヌ？）

　死は、幼おさないビヒモスには理り解かい不ふ可か能のうな概がい念ねんだった。

（ともかく、今は止まって。絶ぜつ対たいにあなたを帰らせて上げるから）

（……ウン）

　ズシン！

　ビヒモスは膝ひざを折おり、その場に座すわり込んだ。

「……さて」

　トリシアもその前に座り込む。

「後は本当に、どうやってこの子を帰すかだわ」

「ヴェルナー卿きようは、運うん河がを使って運び込んだって言っていたからね」

　アンリはヒリール・ショーヴを大地から引き抜ぬき、鞘さやに戻もどした。

「回れ右してもらって、ヴェルナー邸ていから船に乗せるさ」

「でも、この被ひ害がい」

　トリシアはビヒモスが通った後の惨さん状じようにため息をつく。

「この修しゆう繕ぜん費ひ、払はらえるんですか、ヴェルナー卿に？」

「いい薬くすりだよ、あの人には」

　アンリは苦く笑しようした。

　そこに……。

「到とう着ちやく早そう々そう、面おも白しろいもの見せてもらったわ」

　幼女を抱だいた赤毛の少女がやってきた。

「さっきの人？」

「ありがとう、助かったよ」

「どういたしまして」

　赤毛の少女は、幼女を下おろした。

　母親が駆かけ寄ってきて幼女を抱き締しめ、何度も頭を下げてから去っていった。

「あの、あなたは……？」

　トリシアは今さらと思いつつも赤毛の少女に尋たずねる。

「あたし？　あたしはビアトリス。ここでの仕事は、ヴィントールの新しん任にん大たい使しの護ご衛えい隊たい長ちよう」

「ということはハルの？」

　アンリは片かた眉まゆをわずかに上げた。

「ハルを知っているの？」

　ビアトリスは意い外がいそうに魔ま道どう士しを見る。

「四年ほど前にね。そうか、彼が手紙に書いてきた、赤毛の問もん題だい児じというのは……」

　アンリの顔に笑えみが浮うかんだ。

「……なるほど、ハルがまいるのも分わかるな」

「あいつ、どうせロクでもないこと……」

　ビアトリスは唇くちびるをちょっと嚙かんだ。

「そんなことないよ、ベタ誉ぼめだ。ところで、僕はステインアドラーのアンリ。こちらは医い師しのトリシア」

「ど、どうも～」

　師し匠しようであるアンリに医師などと紹しよう介かいされると、かなり面おも映はゆい。

　とりわけ、初しよ心しんを忘れていたことを猛もう反はん省せいした後である。

「あなたがここにいるということは、ヴィントールの使し節せつ団だんはもう到とう着ちやくしたんだね」

　アンリは尋ねる。

「今、城しろに向かっているところ。あたしはこっちで何が起きているのか見にきたの。まあ、あいつは多た少しよう放ほったらかしておいても平へい気きな奴やつだし」

　と、ビアトリスが肩かたをすくめて見せた時。

「お～い！」

「ちょっと、どうなったの！」

　ようやくレンとキャットが現われた。

「誰、この人？」

　ビアトリスを見るキャット。

　アンリが説せつ明めいすると、王女は飛び上がった。

「ええっ、あのビアトリス！」

「その通り」

　アンリはうなずく。

「何、有ゆう名めい人じんなの？」

　トリシアは、友人と先生の顔を見み比くらべた。

「メレ・ルージュの闘とう騎き士しよ！　それも去きよ年ねんの優ゆう勝しよう騎士団のバナレット！」

　情じよう報ほう通つうのキャットは、焦じれったそうに説明する。

「えっ！　本当に！」

　レンまでもが驚おどろきの声を上げた。

　どうやら知らないのはトリシアだけのようだ。

「メレ・ルージュってのはね」

　ビアトリスは言った。

「一いつ種しゆの見み世せ物ものよ。闘とう技ぎ場じようで行なわれる、女奴ど隷れいの闘騎士団による対たい抗こう戦せん。バナレットって言うのは、闘騎士団の団長みたいなものね」

「奴隷？」

「そっか、この国には奴隷はいないんだったよね」

　ビアトリスは、ちょっと困こまったように頭を搔かく。

「まあ、喋しやべる家か畜ちくみたいなものかな、ヴィントールでは。商品として取とり引ひきされ、報ほう酬しゆうなしに働はたらかされ、殺されようが酷ひどい仕し打うちを受けようが文もん句くの言えない存そん在ざいのこと」

「家畜……？」

　同じ人間をそんなふうに扱あつかう国があるとは、トリシアには信じられなかった。

　アムリオンにも、貧ひん富ぷの差はあり、貴族と一いつ般ぱん市し民みんでは権けん利りや義ぎ務むも違ちがう。

　それでも、貴族が簡かん単たんに市民の命を奪うばうことは許ゆるされてはいない。

「どうして……あなたとわたし、どこも違わないのに？　そんなこと、あっていい訳わけないじゃない！」

「……怒おこってくれるんだ」

　ビアトリスは屈かがんで、トリシアの茶色の髪かみを撫なでた。

「本当にいい国だね、ここは」

「この国にも悲ひ惨さんな時代はあった。みんなが力を合わせて、それを克こく服ふくしたんだ」

　アンリが手を差し出した。

「ともかく、アムリオンへようこそ、ビアトリス」

「しばらくこの街まちに厄やつ介かいになるわ」

　ビアトリスはアンリの手を握にぎった。

　トリシアはその上に、自分の手を重かさねる。

「こっちもよろしくね」

「ええ、可愛かわいいお医者さん」

　ビアトリスとトリシアは顔を見合わせて微笑ほほえんだ。










　カルテ１　幽ゆう霊れい、変へん人じん、王女の決けつ意い




「あんたも、城しろでの生活が合わない質たちみたいだね」

　カウンターに突つっ伏ぷす赤毛の少女を見て、セルマは笑った。

「まっ、ひとのことは言えないけど」

「……息いきつまりそう」

　ビアトリスは、カウンターのひんやりとした感かん触しよくを楽しみながら愚ぐ痴ちをこぼす。

　ビヒモスの事じ件けんの後、トリシアたちと意い気き投とう合ごうした彼女は、その翌よく日じつから〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていに入いり浸びたっていた。

「儀ぎ礼れい、儀礼って、一日中緊きん張ちようしてなきゃいけないんだもん」

　ビアトリスは肉につ桂けいで香かおりづけした葡ぶ萄どう酒しゆを、チビチビと口に運ぶ。

「まだ三日でしょ？」

　と、白い目を向けたのは、隣となりの席でホット・ミルクを飲のんでいるトリシアである。

「だらしないわね、十八にもなって」

「あのね～、こっちは斬きった張はったが専せん門もんなの」

　ヴィントール大使ハルの護ご衛えい隊たい長ちようを務つとめるビアトリスは、本ほん職しよくが闘とう騎き士し。

　闘とう技ぎ場じようで馬を駆かり、剣けんや槍やりを手にして戦たたかうことでは、誰だれにも引けは取らない。

　しかし、作さ法ほうとなると話は別。

　今だにナイフとフォークさえ、うまく使えないのだ。

「ったく、ハルの奴やつ、あたしが気き取どった食事が苦にが手てだってこと知ってるくせに、晩ばん餐さん会かいなんかに出しゆつ席せきさせるから……」

「いいじゃない、美お味いしいもの食べられて」

　ちょっと羨うらやましいトリシア。

「せっかくのご馳ち走そうも、どこに入ったか分わからないよ」

　ビアトリスは唇くちびるを尖とがらせる。

「あ～、胃いが痛いたい。トリシア、何か薬くすりない？」

「贅ぜい沢たくな暮くらしをしている女に、やる薬なんかないもんね～」

　トリシアは舌したを出した。

「おやおや、貧まずしい女の僻ひがみかい？」

　皿さらを拭ふきながらセルマが笑う。

　そこに……。

「た、た、た、た、大変よ！　みんな！」

　キャスリーンが、息を切らしながら〝三本足の洗い熊〟亭に飛び込んできた。

「また、あんたの大変かい？」

　肩かたをすくめるセルマ。

　前回、大変だと大おお騒さわぎしながら飛び込んできたのは、人じん生せい相そう談だんをする鮭さけの噂うわさを聞き付けてきた時。

　その前は、四本足で走るガチョウの噂だった。

　キャットの〝大変〟の信しん憑ぴよう性せいは、無ないに等ひとしい。

　だが……。

「今日は本当に大変なんだってばっ！」

　キャットはカウンターをドンと叩たたいた。

「アム姉ねえ様さまが結けつ婚こんするのよ！」

「……はあ？」

　一いつ瞬しゆん、トリシアはキャットの言っていることが理り解かいできなかった。

　アムこと、王おう位い継けい承しよう権けん第一位のアムレディア王女は、かつてアンリやセルマとともにアムリオンの国を救すくった功こう労ろう者しやのひとり。

　聡そう明めいかつ優ゆう雅がで、自分には厳きびしく、その漆しつ黒こくの髪かみと緑みどりの瞳ひとみが、会う者すべてを魅み了りようする美しい女性である。

　そして、トリシアの師しであるアンリにとっては最さい愛あいのひと。

　トリシアにとっては、憧あこがれと嫉しつ妬との対たい象しようだ。

「聞いてる、トリシア！　アム姉様が結婚させられるんだってば！」

「ちょっと待って！　その言い方だと、相あい手てはアンリじゃないんだね！」

　セルマがカウンターから身みを乗り出した。

「馬ば鹿かな！　アムがそんなことに同どう意いする訳わけないじゃないか！」

「でもないのよ～！」

　キャットがグズグズと泣きだした。

「今日もこれから、園えん遊ゆう会かいで婚こん約やく者しや候こう補ほに会うことになっているの！　私、もう何が何だか分からない！」

「アンリは!?　アンリはどう言ってるんだい!?」

「アンリ先生は父とう様さまの命めい令れいで、フェリノールと一いつ緒しよにアールヴの森に出で掛かけてるのよ！」

　フェリノールというのは背が高く美しい妖よう精せいであるアールヴの長おさファランの息子むすこで、アンリの友人である。

　二人は早そう朝ちよう、ショーン王に呼よび出され、親しん書しよをファランに届とどけるように命ぜられたのだ。

「……考えたね、ショーン陛へい下か。食えない爺じいさんだ」

　セルマは唸うなった。

　アムレディアの心がアンリにあることは、国王も知っている。

　そのアンリをわざわざ遠えん方ぽうに派は遣けんしておいて、ショーン王は園遊会を開いたのだ。

「……わたし、直ちよく接せつアムに聞いてくる！」

　トリシアは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「無む理りよ！　父様、私でさえ園遊会から締しめ出したんだもの！」

　キャットの声はトリシアの耳には入らない。

　矢のように〝三本足の洗い熊〟亭から飛び出してゆく。

「追った方がいいね。あの子、何をしでかすか」

　セルマはカウンターを飛び越こえた。

「行こう」

　ビアトリスも、杯さかずきに残った葡萄酒を飲み干ほすと、キャットとともにセルマに続いた。




　ところが……。

「どうしてよ！　まさか私の顔、忘わすれた訳わけじゃないでしょう！」

「も、もちろんです、キャスリーン殿でん下か！」

　衛えい兵へいの表情は、苦しげだった。

「ただ、招しよう待たい名めい簿ぼにない者はたとえ王族でも通してはならぬ、という陛下直じき々じきの命令でして……」

　トリシアは、勇いさんで王おう城じようにやってきたが、王城中なか庭にわへの入口で衛兵に道を阻はばまれた。

　通す、通さないと言い合っているうちにキャットたちが追いついたが、衛兵は第二王女のキャットでさえ、園遊会の会場である中庭には通そうとはしなかった。

「こりゃ、最初はなっからあんたを外はずす気だね」

　セルマは同どう情じようの目でキャットを見た。

　キャットは、こめかみの血けつ管かんを千ち切ぎれそうなくらいにピクピクさせている。

「いいから通すの！　でなきゃ、首をはねるわよ！」

「お願ねがい！　アムに、王女にほんの少し会わせて！」

　トリシアも詰つめ寄よる。

「実じつ力りよく行こう使し、という手もあるんだよ」

　セルマは手にした細ほそ身みの短たん剣けんをちらつかせた。

　元もと傭よう兵へいの台詞せりふだけに、迫はく力りよくが違ちがう。

「そ、そうおっしゃられましても」

　困こまり果はてる衛兵。

　そこに……。

「あたし、通れるよね？　ヴィントールの大たい使し護ご衛えい隊たい長ちようのビアトリスだけど？」

　赤毛の少女が前に出た。

「はっ？　ちょっとお待ちを」

　衛兵は急いで名簿に目を通す。

「……はい、名簿に記しるされております。どうぞ、お通りを」

　衛兵は道を開けた。

「じゃあ、行こうか」

　ビアトリスはトリシアたちを振ふり返った。

「ち、ち、ち、ちょっと待ってください！」

　衛兵はビアトリスの袖そでにすがりつく。

「この方たちは駄だ目めですよ！」

「どうして？　みんなあたしの部ぶ下かの護衛兵よ？」

「そんなあ、どう見ても王女様たちじゃないですか～！」

「護衛隊長のあたしが保ほ証しようしているのに？」

「勘かん弁べんしてくださいよ！」

「ねえ～、あなたは何も見なかったことにすればいいのよ」

　キャットが身を擦すり寄せてウインクする。

「悪いようにはしないから～」

「色いろ気けのない子供に迫せまられても……」

　それは、言ってはいけない一ひと言ことだった。

　ゴガッ！

　衛兵は、王女の鉄てつ拳けんをアゴに食らって引ひっ繰くり返った。

「無ぶ礼れいな奴やつ！」

　キャットはパンパンと手を叩たたいて埃ほこりを払はらった。

「なんだかなあ、この子……」

　ビアトリスは額ひたいに手を当てた。

「本当に王女なの？」

「う、うん……まあ」

　トリシアの答えも歯は切ぎれが悪い。

「さあ、行くわよ！」

　憤ふん懣まんやる方かたない表情のキャットは、気き絶ぜつした衛兵を踏ふんづけて中庭に向かった。




　トリシアたちは中庭に入り込むと、灌かん木ぼくの陰かげから王女と婚こん約やく者しや候こう補ほたちを探さがした。

「……随ずい分ぶんと淋さびしい園えん遊ゆう会かいじゃない」

　ビアトリスがつぶやく。

　どうやら、ここに招まねかれているのは、アムリオン国内の主おもな貴き族ぞくと特とく別べつ使し節せつ団だんの関かん係けい者しやだけのようだ。

　通つう常じようの園遊会に比くらべて、三分の一以下の人数である。

　ただ、長いテーブルに並ならべられた料りよう理りは、一いち流りゆうの料理人の手によるもの。

　楽がく士しも、夜の舞ぶ踏とう会かい並なみの人数が揃そろえられている。

　そんな中……。

「あ、あそこ」

　セルマが指さした。
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　アムレディア王女は噴ふん水すいの近くに座すわり、四人の男に囲かこまれていた。

　漆しつ黒こくの長い髪かみと、無む駄だのない均きん整せいの取れた肢し体たいは、遠くからでもよく分わかる。

　トリシアの想そう像ぞうを裏うら切ぎって、談だん笑しようする王女は随ずい分ぶんと楽しそうだ。

「あの四人が婚約者候補よ」

　キャットがささやく。

「表おもて向むきは各国からの特別使節、なんてことになってるけどね」

「ちょっと待って！　あの中にハルがいる！」

　ビアトリスは眉まゆをひそめた。

「なに言ってるのよ、ハラルド大使は最さい有ゆう力りよく候補よ。父様のいち押しなんだから」

「ど、どういうこと！」

　ビアトリスはキャットの胸むなぐらをつかんだ。

「初めて聞くわよ、そんなこと！」

「だって、そうなんだもの！」

　キャットは手足をバタバタさせる。

「……ねえ、誰だれが誰なの？」

　トリシアは、宙ちゆう吊づり状じよう態たいのキャットに尋たずねた。

　一応、どの男がどこの国の特使なのか、気になるところだ。

「と、今言われたって！」

「あっ、ごめん」

　ビアトリスは手を放はなした。

　第二王女は、ドスンとお尻しりから土の上に落ちる。

「もう、乱らん暴ぼうなんだから！……ええっと」

　キャットはビアトリスに膨ふくれっ面つらを向けた後、アムを囲かこむ四人のうち、派は手でな帽ぼう子しをかぶった猫ねこ背ぜの男を指さし示しめした。

「まず、あれがトレバス」

　手には乗じよう馬ば用ようの鞭むち。

　そばに控ひかえている従じゆう者しやたちを脅おどすように、時おり、その鞭をビュンと振ふって見せる。

　態たい度ども顔つきも、どことなく横おう柄へいだが、裕ゆう福ふくそうではある。

「話のつまらない凡ぼん庸ような男だけど、レミュザンの第一王おう子じ。あいつと結けつ婚こんすれば、レミュザンとアムリオンはひとつになるかも」

「あっちの優やさ男おとこは？」

　セルマは、アムレディアに微笑ほほえみかけている色いろ白じろの青年に視し線せんを向けた。

「ちょいと好このみなんだけど？」

　こちらは服ふくの趣しゆ味みも悪くなく、物もの腰ごしも優ゆう雅がで知ち的てきだ。

「ああ、ゼノウィリアのレグナー特とく使しね。彼、顔もいいし話わ題だいも豊ほう富ふだけど、何を考えているのか分からないところがあるわ」

　キャットは腕うでを組んで考え込んだ。

「噂うわさだと、本国ではヴァリアン王子の懐ふところ刀がたなで、かなりのやり手みたい。ハル大たい使しの対たい抗こう馬ばといったところかな」

「じゃあ、あいつは？」

　セルマは次に、先ほどからアムの視し線せんを避さけるようにうつむいている、長身の若者を指さした。

　アムレディアが話しかけても、まともに顔を見て答えようとはせず、給きゆう仕じに何度もアルコールの入っていない飲のみ物を注ちゆう文もんしている。

「ティルダニアのクラヴァン。見るからに落おち着つきのない坊ぼうやって感じでしょ？　けど、顔も悪くないし、ご機き嫌げんさえ取ってやれば、結けつ構こう扱あつかいやすい奴やつかもね。で、最後に残ったあの金きん髪ぱつの格かつ好こいいのが……」

　と、キャットは快かい活かつそうな長身の青年を見た。

　先ほどから、アムと最もつとも熱ねつ心しんに話し込んでいるのが彼である。

「うちのハル……、ヴィントールのハラルド大使よ」

　ビアトリスは不ふ機き嫌げんそうに言葉を接ついだ。

「ハルは……口は悪いし、性せい格かくも最さい悪あく。いいところなんか全ぜんっ然ぜん思いつかないわ。きっと真まっ先さきに王女に振ふられるわね」

「それ、かなり個こ人じん的てきな感かん情じようが入ってないかい？」

「……放ほっといてよ」

　セルマに言われ、ビアトリスはプイと横を向く。

　その時。

「ねえ」

　トリシアの腕うでを誰かがつかんだ。

「ひっ！」

　と、飛び上がりかけたトリシアは、思わず魔ま旋せん律りつを唱となえる。

　相あい手てを黒くろ焦こげにする電でん撃げき系けいの攻こう撃げき呪じゆ文もんだ。

「わわわっ！　待った！　僕ぼくだよっ！」

　慌あわてた声。

「トリシア、お止やめ！」

　振ふり返ったセルマが制せい止しする。

「ほら、レンだよ」

「レン？」

　確たしかに、その場に腰こしを抜ぬかしているのはレンだった。

「どうしてここにいるのよ、あなたが！」

　危あやうくドカンとやりそうになったトリシアは、少年に突つっかかる。

「みんなと同じだよ、決まってるだろ？」

　セルマに手を引かれて、レンは起おき上がった。

「噂うわさを聞いて、本当かどうか確かめたくて潜もぐり込んだんだ」

　聞けば、〝星ほし見みの塔とう〟の抜け道を使ったらしい。

「まったく、人ひと騒さわがせなんだから！」

　トリシアは腰に手を当てて、レンをにらむ。

「……そんなことより、王女様とヴィントール大使が二人だけで人ひと気けのない方に行っちゃったけど、いいのかい？」

　レンは噴ふん水すいの方を指さした。

　さっきまでそこにいた、王女とハル大使の姿すがたがない。

「よくないわよ！」

　ビアトリスとトリシアは声を揃そろえた。




　その頃ころ、中なか庭にわの奥おくにある林の小こ道みちでは……。

「どうして私と話をする気に？」

　ハル大使は、アムレディアの腕うでを取って歩きながら尋たずねた。

「あなたが一番、この求きゆう婚こん騒そう動どうに乗り気じゃないから」

　アムレディアは答える。

「見みえ透すいたお世せ辞じや自じ慢まん話ばなしはうんざり」

「まいったな」

　ハルは笑う。

「でも、あなたの見る目は正しい。私は単たんなる大使としてこの国に赴ふ任にんしたつもりでしたから。自分があなたの婚こん約やく者しやに立りつ候こう補ほしたことを知ったのは、昨日きのう、セルンウィン二に世せい陛へい下かの親しん書しよを紋もん章しよう官かんが読み上げた時ですよ」

「嵌はめられたわけね」

「まんまと」

　二人はしばらく散さん策さくを続けると、木こ陰かげの静かなベンチに腰を下おろした。

「やれやれ、なかなか二人っきりにはしてもらえないようですね、殿でん下か……」

　ハルはそう言いながら背はい後ごの茂しげみの中に手を突つっ込こむと、グイと引ひっ張ぱった。

「……ったあ！」

　転ころがり出てきたのはビアトリスである。

「何をやってる？」

　呆あきれ顔のハル。

「そっちこそ！」

　打うったお尻しりを擦さすりながら、ビアトリスは立ち上がった。

「こ、このスケベ大使！」

「はあっ？」

「しらばっくれないでよ！　あなたも王女の婚約者候補なんでしょ！」

「確たしかに、そういうことになっているな」

　ハルは吹ふき出しそうになりながら認みとめた。

「だが、その件については、今、殿下と話していたところだ。これが、私の与あずかり知らぬところで決められたことであることを」

「噓うそっ！」

「噓じゃない。そんなにわたしが信しん用ようできないか？」

　ハルはまっすぐにビアトリスの瞳ひとみをみつめる。

「どうなんだ、ベッツ!?」

「……と、あの」

　昔むかしの徒あだ名なで呼よばれたビアトリスは、頰ほほを髪かみと同じくらいに赤くして頭を搔かいた。

「……ごめん」

「まあ、結けつ果か的てきに黙だまっていたことになったのは済すまなかったが」

「そ、そんなことないよ！」

　ビアトリスはブルブルと頭を振ふった。

「ただ、王女様ってとってもきれいだから……、その、心しん配ぱいになって……」

「……他ほかのみんなも出てきたら？」

　アムレディアは、厳きびしい表情で茂みに向かって呼よびかけた。

「どうも～」

「ご、ごめんなさい」

　気まずそうにゾロゾロと現われるトリシアたち。

「……まあ、理り由ゆうは聞かなくても分わかるけど」

　アムレディアはため息をつく。

「聞きたいのはこっちの方ですよ」

　と、レンは息いき巻まいた。

　トリシアも珍めずらしく同どう意い見けんである。

「キャスリーンから、おおよそのことは聞いているでしょう？」

　アムレディアは眉まゆをひそめる。

「この園遊会は、私の婚約者を決めるためのものなの」

「そんなの駄だ目めです！」

　トリシアは声を荒あらげた。

「アムだって知ってるくせに！　アンリ先生が、自分のことをどう思っているのか！」

「それは……」

　いつもはハッキリとした物もの言いいをするアムレディアが、言葉を濁にごす。

　と、そこに。

「おやおや、ハル大使？　抜ぬけ駆がけですか？」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなレミュザンのトレバスが、従じゆう者しやを引き連つれてやってきた。

「王女も罪つみなお方だ。他の男どもを待たせておいて」

　トレバスは、平へい服ふくのセルマやトリシアの姿すがたを見ると、不ふ快かいなものを目にしたように顔をしかめる。

「……その者たちは？」

「私の友人です」

　王女は答えた。

「少し、退たい屈くつしたので来てもらいました」

「おやおや、我われ々われの相手はそれほど退屈ですか？　平へい民みんはともかく、奴ど隷れいまで呼よび寄よせるとはねえ」

　トレバスはビアトリスにチラリと視し線せんをやり、大おお袈げ裟さに嘆なげく様よう子すを見せる。

「おおっと、失しつ礼れい。その奴隷はハラルド大使の持ち物でしたな？」

　晩ばん餐さん会かいにハルが同席させた時に、トレバスは手の甲こうの印いんからビアトリスが奴隷だと見み抜ぬいていた。

　ハルに対する明らかな挑ちよう発はつである。

　大使と特とく使しの間の空くう気きがピンと張はり詰つめる。

　だが、その時……。

「退屈させてしまったのなら、まずお詫わびするのは私ですね」

　そう言いながら姿を見せたのは、ゼノウィリアのレグナーだった。

　トリシアたちを最初から無む視ししてかかったトレバスとは違ちがい、レグナーはセルマの手を取って口づけする。

「光こう栄えいです、セルマ。噂うわさに聞くよりも、あなたはずっと麗うるわしい」

「この国に来るまでに、かなり下した調しらべをしたようだね」

　そう言いつつも、まんざらではない表情のセルマ。

　レグナーは、トリシアたちにも礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつをすると、王女を振ふり返った。

「私も堅かた苦くるしい貴き族ぞくばかりの園えん遊ゆう会かいより、ここでこのまま皆みなさんと楽しい一ひと時ときを過すごしていたいのですが、クラヴァン特使をひとりにしておく訳わけにもいかないでしょう。セルマさんたちとは、また別の席を設もうけてもらうとして、今はあちらへ戻もどりませんか？」

「ええ、すぐに」

　王女はニッコリとレグナーに笑いかけた。

「賛さん成せいだよ、レグナー」

　ハルはビアトリスに向かって目め配くばせする。

「では、我われ々われも行こうか、護ご衛えい隊たい長ちよう？」

「えっ？　はい」

　ビアトリスはトリシアたちに向かって、ゴメン、というような顔をすると、ハルについていった。

「セルマ」

　婚約者たちが噴ふん水すいの方に消えると、アムレディアは古い友人に声をかけた。

「……少し、外はずしてくれないかしら？　トリシアと話をしたいの」

「いいよ」

　セルマはうなずき、キャットたちを振り返る。

「ほらほら！　みんな、いったん〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに戻もどるよ」

「え～、私も？」

　と、キャット。

「当とう然ぜん、あんたも」

　セルマはレンと二人でキャットを引きずって中なか庭にわを出てゆく。

「……どうして、わたしとだけ？」

　二人きりになると、トリシアは尋たずねた。

「あなたがアンリの……大たい切せつな生せい徒とだからかな？」

　アムレディアはトリシアを隣となりに座すわらせる。

「私も……同じ気持ちよ」

　王女は澄すみ切った空を見上げた。

「……？」

「さっきの話よ。アンリが私のことをどう思っているかって」

「そ、そうです！」

　トリシアは膝ひざを王女の方に向ける。

「親の言うとおりに婚約者を決めるなんて、アムは自分の気持ちも、先生の気持ちも裏うら切ぎってます！」

「だけど、私はアムリオンの第一王女として生うまれついた。この身の幸こう福ふくよりも、この国の将しよう来らいのことを考えなくてはいけない」

「そんなのって……！」

　なおも反はん論ろんしようとするトリシアの手を、アムレディアは握にぎった。

「今の平和を手に入れるために、たくさんの人々が命を落とした。その中には、私やアンリが知っている人たちも、大好きだった人たちもいたわ。私が、自分の気持ちだけで、このかけがえのない平和を壊こわしていいと思う？」

「でも！」

「安心して。自分を安売りしたりはしない」

　アムレディアは微笑ほほえんだ。

「アムリオンのために、一番いい人を伴はん侶りよに選えらぶから」

「…………」

　トリシアは唇くちびるを嚙かみ、うつむいた。

　涙なみだがとめどもなく、頰ほほを流れ落ちる。

　今回の一件で、一番苦しんでいるのは誰だれなのか、それがやっと分かったのだ。

「ごめんなさい、アム！　わたし、あなたに何もして上げられない」

「私は大だい丈じよう夫ぶよ。もっと辛つらい目にだって何度もあっているもの」

　王女はトリシアの頭を撫なでた。

「でも、あなたの辛そうな顔を見ると心が痛いたむ。だから、笑っていて……ねっ？」

「はい」

　トリシアは、アムの胸むねに顔を埋うずめたままうなずいた。
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　園えん遊ゆう会かいが終わって数日が経けい過かしたが、トリシアの心は晴はれなかった。

　患かん者じやや患かん畜ちくの前では元気を装よそおえても、セルマやレンの前ではため息ばかりが漏もれる。

　しかもセルマやレンまでが意い気き消しよう沈ちんしているのだから、救すくいがない。

　こんな時には、快かい活かつなビアトリスの顔が見たいところだが、彼女はハルから外がい出しゆつ禁きん止しを食らって〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていには姿すがたを見せられなかった。




　その夜……。

「ごめん！」

　診しん療りよう時間が終わり、最後の患畜である眼がん病びようのフクロウが出ていった後のこと。

「ごめん！」

　ドンドンドンッ！

　ようやくトリシアが寝しん台だいに向かおうとした時に、扉とびらは叩たたかれた。

「当とう代だい随ずい一いちの名めい医いがおるという診療所はここかの!?」

　馬ば鹿かでかい、嗄しやがれ声。

　近所迷めい惑わくもいいところである。

「ここは確たしかに診療所だけど、名医なんていませんよ」

　欠伸あくびをかみ殺しながら、扉越ごしにトリシアは答える。

「よろしい！　自分で名医だと名な乗のるような奴やつは信しん用ようできん！」

　バタンッ！

　鍵かぎを掛かけたはずの扉が開かれた。

「あ、あの？」

　そこに立っていたのは、目付きのよくない小こ柄がらな老人。

　老人は、無ぶ遠えん慮りよな視し線せんでトリシアを上から下まで眺ながめると、ズカズカと待まち合あい室しつに入り込んできた。

「往おう診しんを頼たのみたい、時間は空あいておるか？」

「あのですね、お爺じいさん」

　時間が空いているかどうかは、入ってくる前に聞いて欲ほしいものだ。

「おお、そうか！　空いておるなら、これから出発じゃ！」

　老人はまったく聞く耳を持たない。

「さあ、診療カバンの用意をせい！」

　本当に急きゆう患かんなら、放ほうっておくことはできない。

　トリシアはカバンに消しよう毒どく済ずみのメスや鉗かん子しを入れる。

「王おう都とからちいと離はなれるが、よいかの？」

　街まちを出るのは、いい気分転てん換かんになるかも知れない。

　このままずっと、王女のことで沈しずんではいられないのだから。

「……ええ」

　トリシアはうなずいた。




　その屋や敷しきは、王都を東に望のぞむ小高い丘きゆう陵りようの上にあった。

　馬で行けばそう遠くはない。

　よく言えば古びた、正しよう直じきに言うと崩ほう壊かい寸すん前ぜんの邸てい宅たくだ。

　老人はノックもなしに門を押し開け、玄げん関かんの扉を開いて中へと入る。

　埃ほこりっぽい、蜘く蛛もの巣すが張はった廊ろう下かをギシギシ鳴ならしながら、二人は奥へと進む。

「本当にここなんですか？」

　とは、診療カバンを持った不ふ審しんげな表情のトリシア。

　そもそも、この老人、名前さえ名な乗のっていない。

（まさかわたしをさらって……）

「なんじゃその顔は？　わしを信用せい。……うおっ！」

　言っているそばから、老人は腐くさった床ゆかを踏ふみ抜ぬいた。

　トリシアに引ひっ張ぱってもらって、ようやく脚あしを引き上げる。

「ともかく、その部へ屋やで待つとしようかの？」

　老人は腰こしを擦さすりながら、一番近くの部屋を指さした。




　それからしばらく……。

　壁かべの燭しよく台だいに明かりを灯ともし、机つくえと椅い子すの埃を払はらってトリシアと老人は待った。

「これが冗じよう談だんなら、例たとえお年とし寄よりでも、わたし、怒おこりますからね！」

　と言うトリシアは、すでに怒っている。

「まあまあ」

　老人は窓まどの外の星に目をやる。

「もう、そろそろ現われる頃ころじゃ」

「現われるって？」

　と、その時。

　トリシアは、湿しめった冷れい気きが頰ほほを撫なでるのを感じた。

　突とつ然ぜん、部屋中の蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺ゆれて、ふっと消える。

「な、な、な、何？……きゃっ！」

　暗くら闇やみの中で、周しゆう囲いを見み渡わたそうとしたトリシアは跳とび退すさった。

　ぼおっと白い光を帯おびた人ひと影かげが、唐とう突とつに扉とびらのそばに出しゆつ現げんしたのだ。

（女の子？）

　一いつ瞬しゆん、トリシアは思う。

　白い部へ屋や着ぎをまとった、金きん髪ぱつの娘むすめ。

　歳としはトリシアと同じぐらいだろう。

　だが、それが普ふ通つうの人間ではないことに気がつくまで、そう時間はかからなかった。

「おお、来たか。ほれ、これが先生じゃ」

　老人は少女の姿すがたを見ると、招まねき寄せる。

　少女はうなずくと、こちらにやって来た。

「いいっ!?」

　トリシアは戦せん慄りつした。

　少女は、足を一歩も動かさなかった。

　絨じゆう毯たんの上を、すうっと滑すべるようにして進んだのだ。

　金髪の少女はトリシアの前に立つと、ペコリと頭を下げた。

　その光を帯びた身体からだを通して、背はい後ごの扉や壁かべがぼんやりと見える。

　そして、苦く悶もんに歪ゆがんだ蒼そう白はくの口元からは、一ひと筋すじの血……。

「……か、患かん者じやって、もしかして？」

　トリシアは、震ふるえる指を目の前に立つ少女に向けた。

　老人はうなずく。

「この半分透とう明めいで、血をたらしてる？」

　またもやうなずく老人。

「どう見ても、大おお昔むかしに死んでる？」

「そうじゃよ」

「わたし、帰るっ！」

　トリシアは踵きびすを返して駆かけ出した。

　その腕うでをがっしりと老人がつかむ。

「これ、病人を見み捨すてる気か！」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよ！　幽ゆう霊れいなんか、治なおせるわけないでしょ！」

　どんなに大たい量りようの出しゆつ血けつや、腐ふ乱らんした臓ぞう器きの摘てき出しゆつにも動じないトリシアに、苦にが手てなものがあるとすれば、それは幽霊だった。

「まあ、やってもみんで決めつけるな」

「世の中にはやらなくても分わかることがあるの！」

　もうトリシアの顔は蒼白を通り越こして、幽霊とほとんど同じ色になっている。

「お願ねがい～っ、帰らせてっ！」

「駄だ目めじゃよ～」

　心なしか、老人は楽しそうだ。

「……ほれ、この娘むすめもそう言っとる」

　少女の幽霊はトリシアの腕に触ふれ、うなずく。

　冷ひえきった、青白い手。

　ゾクゾクッと、背せ筋すじを悪お寒かんが走る。

「……もう、駄目」

　トリシアは気を失うしなった。
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「……う、うう～ん」

　トリシアが目を覚さますと、二つの顔が自分を覗のぞき込んでいた。

　ひとつは老人のもの。

　もうひとつは、透すき通った少女のものだ。

　本ほん来らいは美しいはずなのだが、その苦く悶もんの表情は壮そう絶ぜつである。

「ひいいいっ！」

　トリシアは飛び上がった。

「うるさい娘じゃの」

　老人は耳をふさいだ。

　幽霊の少女は、トリシアと老人の顔を交こう互ごに見る。

「大だい丈じよう夫ぶ、この先生は優やさしいからの」

「いい加か減げんにしてよ！　この子、死んでるんでしょ!?　死んでるものは救たすけられないわよ！　救けたってしょうがないじゃない！」

　トリシアは叫さけんだ。

「……そうかの」

　老人は目を細ほそめた。

「おぬし、明あ日す死し刑けいになると分かっている囚しゆう人じんが怪け我がをしたとしたら、手当てをしてやらんか？　寿じゆ命みようの短い小さな生き物が診しん療りよう所じよを訪おとずれた時、どうせすぐに死ぬのだからと追い返すか？」

「……！」

「それに、命は永えい遠えんなんじゃよ。例たとえ、肉体は朽くち果はてようとな」

　トリシアは老人の瞳ひとみの奥にある、限かぎりない優しさに気がついた。

　そして、見た目ほど単たん純じゆんな人間でもないことに。

「……あなたは……誰だれなんです？」

「わしか？」

　老人はアゴに手をやった。

「サイモニデス、という名前をつかうことが多いかのう」

「……サイモニデス！」

　それは、数多くの史し書しよに登とう場じようする名だった。

　時を越こえて放ほう浪ろうする、徴しるしを使う魔ま法ほう使つかい。

　トリシアの持っている魔ま道どう書しよの中にも、彼の手になるものが何冊さつもある。

「まあ、わしのことはいい」

　老人は手を振った。

「それより、診みてやってはくれんか、先生？」

　トリシアはうなずき、少女の方を見た。

　幽ゆう霊れいの少女は安あん堵どしたのか、泣なき笑いのような表情になる。

　しかし……。

　トリシアは恐おそる恐る少女に手を伸のばしたが、その手は少女の半はん透とう明めいの身体からだを通り抜ぬけた。

「触さわれ……ない？」

　触ることができなければ、治ち療りようができる訳わけがない。

　せめて遺い体たいが残っていればいいが、服ふく装そうから見ると少女の生きていた時代は二百年以上も昔むかしだ。

　トリシアは途と方ほうに暮くれて、老人を見る。

　だが、サイモニデスは何も言おうとはしない。

（……そう、医者はわたし。サイモニデスさんじゃない）

　トリシアは深しん呼こ吸きゆうをした。

（落おち着ついて。とにかく意い思しを通かよわせることができれば……）

　そう自分に言い聞かせると、静かに目を閉じて心を開く。

　少女の心の輝かがやきは淡あわく、捉とらえるのは難むずかしかったが、やがて、少女の方からトリシアの心に近づいてきた。

　二つの心はためらいながら、そっと触ふれ、そして強く結むすびつく。

　すると……。

　トリシアの心に、少女の記き憶おくがどっと流れ込んできた。




　家族との短い、幸こう福ふくな時。

　やがて、訪おとずれる戦せん乱らんの時じ代だい。

　異い国こくへ赴おもむき、帰ってこなかった父や兄あにたち。

　心しん労ろうで病やまいに倒たおれる母。

　その母を看かん病びようするのは少女ひとり。

　困こん窮きゆうから、この家で働いていた人々が次々と去ってゆく。

　二人だけがポツンと残った、淋さびしい屋や敷しき。

　その頃ころから、少女の内ない臓ぞうを病びよう魔まが蝕むしばみ始める。

　辛つらく、苦しいのを笑え顔がおの下に隠かくして、少女は寝ねたきりの母に尽つくす。

　数日に一、二度から、日に数回と、喀かつ血けつの回数は増ふえてゆく。

　消しよう化か器き官かんも弱り、食たべ物ものを胃いが受けつけなくなる。

　母の部へ屋や以外の掃そう除じをする気き力りよくも、体力も失うしなわれた。

　廊ろう下かや自分の寝しん室しつは、血の跡あとがそのままになっているのだ。

　そして、母の死。

　少女の献けん身しんの結果、母は安やすらかな表情で逝いった。

　残ったのは、ひとりぼっちの家。

　誰の手も借かりず、屋敷の裏うらの納のう骨こつ堂どうに母の埋まい葬そうを済すませると、少女は倒たおれる。

　苦しい……。

　淋さびしい……。

　だが、その訴うつたえを聞いてくれる者はいない。

　自分の部屋の前の廊下で倒れると、少女はもう立ち上がることはできない。

　それでも病魔は、簡かん単たんには少女の命を奪うばわない。

　苦しませ、苦しませ抜ぬいても、まだ解かい放ほうしようとはしないのだ。

　動けない少女は、耐たえられぬ痛みに加えて、喉のどに焼やきつくような感かん覚かくと飢き餓が感かんを覚おぼえ始める。

　この場に倒れて、数日が経けい過かしていた。

　輝かがやくように美しかったその顔も、今は目が落ちくぼみ、肌はだはカサカサに乾かわき、頰ほほも肉が落ちて見る影かげもない。

　これが自分の一生？

　こうして死ぬために、生まれ、生きてきたの？

　少女の目から涙なみだがこぼれる。

　それでも救すくいはない。

　苦しみは、そのか弱い心しん臓ぞうが鼓こ動どうを停てい止しする瞬しゆん間かんまで続いた。

　しかし……。

　死さえ、安らぎではなかった。

　肉体が白はつ骨こつと化し、屋敷の新たな住じゆう人にんとなったネズミがその骨ほねをバラバラにして胃に収おさめた後も、少女は亡ぼう霊れいと化して屋敷に残った。

　比ひ類るいのない深い絶ぜつ望ぼうが、少女の魂たましいを屋敷に焼きつけてしまったのである。




「それから……何百年もあなたはここで、たったひとりで苦しんできたんだね」

　トリシアは少女を抱だき締しめようとしたが、その手は虚むなしく宙ちゆうをつかんだ。

（この子を救たすけてあげたい！）
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　トリシアの心は震ふるえた。

　それができないのなら、医者になった意い味みがない。

（でも、どうすれば……？）

　魔ま旋せん律りつだけで治なおせる病やまいも多いが、少女の全身を蝕むしばんだ病びよう巣そうすべての摘てき出しゆつには、どうしても外げ科か的てきな手しゆ術じゆつが必ひつ要ようである。

　だが、手術刀とうが通り抜ぬけてしまう身体に、何ができると言うのだろう。

（治ち癒ゆ魔法も効こう果かがまったくない訳わけではないけれど、どうしても切らなくちゃいけないところが幾いくつかある。考えるのよ……）

　トリシアは自分の手を見る。

（どうしてこの手じゃ触さわれないの？　〝呪じゆ波は〟はどうして効きくの？　幽ゆう霊れいが〝呪波〟と同じ精せい神しん波はだから？……〝呪波〟と同じ!?）

　トリシアは顔を上げて、少女の幽霊に言った。

（……あなたの苦しみを止めてあげる。そこの寝しん台だいに横になって）

　少女はうなずき、言われた通りにする。

「サイモニデスさん、手て伝だってくれますか？」

「是ぜ非ひもないわい」

　老人は空中に徴しるしを指で描えがき、部へ屋やを明るく照てらす。

　トリシアは診しん療りようカバンから、鉗かん子しや手術刀を取り出した。

　消しよう毒どくはすべて、魔旋律による浄じよう化かで行なう。

（いい？　わたしを信じて）

　横たわった少女が信しん頼らいの色をたたえた目を閉とじて眠ねむると、白い部へ屋や着ぎが脱ぬがされる。

（〝呪波〟を……手に重かさね……いえ、まとわせるの、手て袋ぶくろのように……）

　トリシアは〝呪波〟を制せい御ぎよし、自分の手と、握にぎった手術刀の上にごく薄うすく帯おびさせた。

　その手と手術刀が、ほんのりと緑みどりの光を発し始める。

（いける！）

　トリシアは手術刀を少女の肌の上に持ってくる。

（触ふれた！　感かん触しよくがあるわ！）

〝呪波〟を媒ばい介かいとして、伝わってくる肌はだの弾だん力りよく。

「これから手術を開かい始しします」

　トリシアは宣せん言げんした。




　無む論ろん、その手術は簡かん単たんではなかった。

　夜明けには消える幽霊の性せい格かくから、東の空が明るくなる前にいったん中ちゆう断だん。

　昼間は十じゆう分ぶんに休きゆう息そくを取って、日が落ちるとすぐに再さい開かいである。

〝呪波〟の手術刀は、見み事ごとな手て際ぎわで病びよう巣そうを切り取っていった。

　それはまるで、トリシアと病魔との一いつ騎き打うちのようだった。

（わたしの武器は手術刀と鉗子、針はりと糸……）

　トリシアは思う。

（そして、病気に決して負けないという決けつ意い！）

　額ひたいを流れ落ちる汗あせを、サイモニデスがそっと拭ふき取る。

（この子だって……生きているうちにやりたいことがあったはず！　きっと夢ゆめがあったはずよ！　それを奪うばう権けん利りが、病気なんかにあるもんか！）

「…………」

　カラン。

　トリシアは手術刀を置いた。

「終わった……成功よ」

　疲つかれた目を押さえると、そのまま大きく息をついて後ろの椅い子すにへたり込む。

（トリシア先生……）

　静かに横たわった幽霊の声が、トリシアの心に聞こえてきた。

（わたし……どうしてこんな運うん命めいなのって、死んでからもずっと思ってきていた。でも、あなたと会って、楽しかったこと、嬉うれしかったこともたくさん思い出した。部へ屋やから見えた朝日のきれいだったことや、近くの森の小鳥たちの声。春はる風かぜや夏の雨、紅葉もみじに雪。それに、家族みんなで過すごした小さい頃ころのことや、お母かあさんを安やすらかに送って上げられたこと。死んでからは、あなたに会えたことかな？　この世に生まれてきたことって、それほど悪いことじゃなかったよ。今はそう思える……）

　少女の顔に、もう苦く悶もんの色はない。

（もう、行くのね？）

（ええ、やっと……）

　少女の身体からだが、白い光に包つつまれ始めた。

　光は次し第だいに強くなり、やがて正せい視しできないくらいになる。

（さよなら、トリシア先生）

（……さよなら）

　少女の霊れいは、光の粒つぶとなって消えていった。

　部屋は再ふたたび、静かな闇やみに包つつまれる。

　しばらくして……。

「やるのう、若いの」

　サイモニデスは、ポンとトリシアの肩かたを叩たたいた。

「あの娘むすめ、数百年ぶりに安らかに眠ねむれそうじゃの。初めてあの子に会ったのは百五十年も前だが、おぬしのお陰かげでようやく肩の荷にが下おりたわい」

「うん」

　トリシアは少女の消えた寝しん台だいの上を見つめたまま微笑ほほえんだ。

「ありがとうって言ってたよ」




　その晩ばん、サイモニデスは夜遅おそくまでトリシアに色々な話を聞かせてくれた。

　神々に戦たたかいを挑いどんだ竜りゆうの物もの語がたり。

　人々がまだエレネイの地に留とどまりし頃ころに起きた、月げつ蝕しよくの戦争。

　エレネイの小さな森を出て、全世界に広がっていった流る浪ろうの民たみの歴れき史し。

　北ほつ方ぽう帝てい国こくの皇おう子じとアールヴの娘の悲ひ恋れん。

　奇き妙みようなことに、サイモニデスは〝英えい雄ゆう〟や〝勇ゆう者しや〟といった言葉を使うことを好このまなかった。

「あんなものは人殺しの称しよう号ごうじゃ」

　老人は言い切った。

「月蝕の戦士フレオリックやザモーラ王でさえ、今こん日にち、自分がそう呼よばれていると知ったらいい気持ちはせんだろう。お前さんの友人だという、王女や魔ま道どう士しはどうじゃな？」

「そう言えば、アムも先生も……」

　二人だけではない。

　フェリノールやセルマ、四年前の戦いで命をかけてアムリオンを救すくったみんなは、決して自分たちが成なし遂とげたことを誇ほこらなかった。

　セルマなど、広こう大だいな領りよう地ちを授さずかって当とう然ぜんの身なのに、小さな宿やど屋や兼けん酒さか場ばの女主人をしているのだ。

「本当に素す晴ばらしい連れん中ちゆうというのは、そういうものなのじゃよ」

　サイモニデスは微笑んだ。




　翌よく朝ちよう……。

　いつの間まにか焚たき火びは消え、トリシアは寝ね込こんでいた。

　目を覚さますと、あたりに老人の姿すがたはなかった。

「……あれ、サイモニデスさん？」

　そばには、朽くちかけた廃はい屋おくがたたずむのみ。

　丘きゆう陵りようの斜しや面めんを吹ふき上げてくる風が、少女の頰を撫なでる。

　不ふ思し議ぎと気分は晴はれやかだ。

（わたしはわたしで、毎日精せいいっぱいできることをやる。それでいいんだよね、アム）

　トリシアは立ち上がって背せ伸のびした。

「さあて、レンも寂さびしがってるだろうし、街まちに帰るかな！」










　カルテ２　踊おどり子、火の鳥、最後の舞まい




「ねえ、パット、あれ」

　その外がい套とうの男に、目め敏ざとく気がついたのはレンだった。

「クラヴァン特とく使しじゃない？」

「まさか、こんな場ば末すえの見み世せ物もの小ご屋やに」

　一いつ笑しように付ふそうとしたトリシアは、レンの示しめした方向を見て表情を変えた。

「あれま？」

　あの幽ゆう霊れいの手しゆ術じゆつから三日。

　ようやく時間を作ったトリシアは、念ねん願がんの焼きたてマフィンと石榴ざくろジュースを味わうため、旅たび芸げい人にん一いち座ざの天幕テントが乱らん立りつする中央広ひろ場ばにやってきていた。

　無む論ろん、このところ落おち込んでいるトリシアを慰なぐさめようと考えたレンの誘さそいだ。

　全ぜん部ぶおごりだから、と言われれば、トリシアも重い腰こしを上げざるを得えない。

　午ご前ぜん中ちゆういっぱい出で店みせを回り、あれこれと買い食いにも飽あきた二人は、ちょうど見世物の天幕テントのひとつにやってきたところ。

　いざ入場料を払はらおうという時になって、レンが天幕の裏うらで揉もみ合っている男女を見つけたのだ。

　男の方は間ま違ちがいなく、この前、王おう城じようの園えん遊ゆう会かいで見かけたティルダニアの神経質そうなクラヴァン特別大使。

　アムレディアへの求きゆう婚こん者しやのひとりである。




「……そんな言い方はないだろう、エリエット！」

「放はなしてよ！」

　クラヴァンの手から逃のがれようとしている女は、やや浅あさ黒ぐろい肌はだをした、目め鼻はな立だちのはっきりした若い娘むすめだ。

　年は二十歳はたちぐらい。

　露ろ出しゆつ度どの高い派は手でな服ふく装そうを見ると、どうやら旅芸人のひとりのようだ。

「せっかくティルダニアを出て、あんたと別れられると思ったのに！」

「どうして黙だまって消えた!?　あれから探さがし回ったんだぞ！」

「へえ、そんなお方が、王女へ求婚しにアムリオンにいらしてるのはどういう訳わけ！」

「そ、それは！」

　クラヴァンは口くち籠ごもった。




「……これってもしかして？」

「修しゆ羅ら場ばってやつ？」

　陰かげから見ていたトリシアとレンは、顔を見合わせた。




「いい加か減げんその手を放はなしてよ！　これから出で番ばんなんだから！」

「駄だ目めだ！」

　クラヴァンは、なおも女を引き止めようとする。

「もう絶ぜつ対たいに、どこにも行かせない」

「嫌いやだって言ってるのに、分わからないの！」

「分からないさ！」




「……許ゆるせない」

　ここまで黙だまって見ていたトリシアがつぶやいた。

「パット？」

　不ふ吉きつな予よ感かんにレンは後あと退ずさりする。

「嫌がる女を、力ずくで引き止めようなんて！　その上、あいつ、アムと二ふた股またかける気なのよ！　そんなこと、絶ぜつ対たいに許さないんだから！」

　トリシアはクラヴァンたちの前に飛とび出していた。

「待ちなさいよ！」

「き、君きみは？」

「!?」

　振ふり返るクラヴァンと女。

「明るいうちから、何やってるのよ！」

　トリシアは魔ま旋せん律りつを唱となえた。

「パット、それはちょっと……」

　レンは一応、制せい止ししようとしてみた。

　もちろん、トリシアは無む視しである。

「この、痴ち漢かん特使ーっ！」

　トリシアの手から紫むらさきの稲いな妻ずまが発はつせられ、クラヴァンを直ちよく撃げきした。
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「グハッ！」

　ティルダニアの特使は、白しろ目めを剝むいて仰あお向むけに倒たおれる。

「……あれ、効きくんだよな」

　思わず顔を覆おおうレン。

　と……。

「きゃああああ！」

　旅芸人らしい女の口から、悲ひ鳴めいが上がった。

「クラヴァン、しっかりして！　お願ねがい、死なないで！」

　女は必ひつ死しの表情でクラヴァンを抱だき上げ、頰ほほを擦すり寄よせる。

「……あれ？」

　トリシアは首を傾かしげた。

「どういうこと？」
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「……ごめんなさい、わたし、勘かん違ちがいしちゃったみたいで」

　クラヴァンを女の天幕に運び込んで寝しん台だいに寝ねかせると、トリシアは平ひら謝あやまりに謝った。

「いいのよ、揉もめていたのは事実なんだし」

　気き絶ぜつしたクラヴァンの額ひたいに濡ぬれた布を当ててやりながら、女は笑えみを見せた。

「命に別べつ状じよう、無ないんでしょ？」

「ま、まあ」

「何度か食くらった経けい験けんから言うと、後こう遺い症しようはたぶん……って！」

　トリシアはレンの脇わき腹ばらを小こ突づいて黙だまらせると、自じ己こ紹しよう介かいをした。

　女の方も、エリエットと名な乗のる。

「ふふ」

　エリエットはカールのかかった黒くろ髪かみを搔かき上げた。

「よろしくね、トリシア先生に、レン君」

　狭せまい天幕テントの中は、所ところ狭しと衣い裳しようが並ならべられ、甘あま酸ずっぱい匂においが漂ただよっている。

　テーブルの上には、飲みかけの葡ぶ萄どう酒しゆや火ひ酒ざけの瓶びん。

　雑ざつ然ぜんとした感じだが、不ふ思し議ぎと不ふ潔けつさは感じない。

「何だか大人おとなの女の部へ屋やって感じ……」

　レンは珍めずらしそうにあたりを見回す。

　寝台の傍かたわらには、下した着ぎが無む造ぞう作さに脱ぬぎ捨すててあったりして、レンぐらいの年とし頃ごろの男の子には目の毒どくである。

「キョロキョロするんじゃないの、恥はずかしいわね！」

　トリシアは少年の耳を引ひっ張ぱった。

　と、その時。

「キュウ？」

　衣裳籠かごの中から、一羽わの鳥が頭を出した。

　大きさは白はく鳥ちようぐらいだろうか。

　赤と金色が波を描えがいた、美しい羽は根ね模も様ようの鳥である。

「そんなところに隠かくれてたの？」

　エリエットは鳥を抱だき上げた。

「さあ、ご挨あい拶さつなさい」

　促うながされた鳥は、レンとトリシアの方を見て、円つぶらな瞳ひとみをパチクリさせる。

「可かっ愛わいい！　なんて鳥ですか？」

　鳥の頭を撫なでながらトリシアは尋たずねた。

「この子、火の鳥よ」

　エリエットはさり気げなく答える。

「アルって名前。わたしが四つの時からの相あい棒ぼう」

「ええっ！」

　トリシアは改あらためてその鳥をよく見た。

「これが、あの伝でん説せつの？」

「でも、燃もえてないよ。火の鳥って、こう、ゴォーッと燃えてるんだと思ってた」

　と、手で炎ほのおを表ひよう現げんしてみせるレン。

「馬ば鹿かね」

　トリシアは説せつ明めいした。

　別べつ名めい不ふ死し鳥ちようとも呼よばれる火の鳥は、正せい確かくには不死でもなければ、炎をまとっている訳わけでもない。

　百年に一度、その老おいた身を炎に投とうじて生まれ変わるために、そう呼ばれているに過すぎないのだ。

　転てん生せいを繰くり返すことと、その輝かがやくような美しい羽根を除のぞけば、他の鳥と何ら変わるところはない。

「じゃあ、火の鳥と一いつ緒しよに舞まう踊おどり子って、もしかしてエリエットさんのこと？　今、街まち中じゆうで評ひよう判ばんの？」

「評判かどうかは知らないけど、わたし、この子と舞ぶ台たいに立ってるのよ」

　エリエットはうなずいた。

「そうだ！　ちょうどこれから舞台なんだ、見ていかない？」

「うん！　もともとそのつもりだったんだよ！」

　ためらいも遠えん慮りよもないレン。

「ったく、あんたは」

　トリシアはこめかみを押さえる。

「もちろん、ただでいいわ」

「見ます！」

　ただ、という言葉の魔ま力りよくにトリシアは弱かった。
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　リュートとギターが奏かなでる軽けい快かいな旋せん律りつと手て拍びよう子しで、その舞台は幕まくを開けた。

　エリエットは長いスカートをたくし上げ、美しい脚あしを見せながら躍やく動どうする全身でリズムを刻きざむ。

　火の鳥のアルはエリエットの隣となりで同じステップを踏ふんだり、螺ら旋せんを描えがくように周しゆう囲いを飛んだりして見せ、観かん客きやくの熱ねつ心しんな拍はく手しゆを浴あびる。

「すっごい」

　トリシアの隣に座すわったレンも、舞台から目が離はなせない。

「本当にもう……」

　トリシアもエリエットの舞まいは素す晴ばらしいとは思うが、レンがこうも夢む中ちゆうになるとあまり面おも白しろくはない。

（だいたい、わたしを元気づけてくれるために誘さそったんじゃなかったの！）

　トリシアがレンの足を踏ふんづけようとした時。

「美しいだろう？」

　後ろから声がした。

　いつの間まに目を覚さましたのか、そこにはクラヴァンの姿すがたがあった。

　舞台に向けられたクラヴァンの目からは、先ほどのような必ひつ死しさは消え、ただ、愛いとしい者を静かに見つめる優やさしさがあった。

「……ようやくまた会えたんだ。今度は絶対に離はなさない」

　その決けつ意いに満ちた堂どう々どうとした表情には、園えん遊ゆう会かいでの落おち着つきのない神しん経けい質しつそうな印いん象しようは微み塵じんもない。

（なぜ、この人がアムの求きゆう婚こん者しやに？）

　トリシアは疑ぎ問もんを覚おぼえずにはいられない。

　やがて、割われんばかりの拍手の中、エリエットとアルが舞台の袖そでに消えた。

　幕まくが下おりて終しゆう演えんが告つげられると、観かん客きやくも席を立って出口へと向かう。

　その中にポツンと残ったトリシアたち。

　クラヴァンはようやく、二人の方を振ふり返った。

「……何か、言いたげだね」

「エリエットさんが好きなら、どうしてアムレディア王女に求婚したんです？」

　そう単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねたのはレンである。

「エリエットと初めて会ったのは、三年前の降こう星せい祭さいの夜だった」

　クラヴァンは語りだした。

「公こう爵しやく家けの次じ男なん坊ぼうなんていてもいなくてもいい存そん在ざいだ。あの頃ころ、暇ひまをもてあましていた僕ぼくは、酔よった挙あげ句くに仲なか間まと見み世せ物もの小ご屋やに乗り込んで、観客を脅おどかして大おお騒さわぎをした。愚おろかな若わか造ぞうでも、貴き族ぞくは貴族。誰だれも僕らを止められなかった。だが、そこに彼女がいた。エリエットは僕の頰ほほを張はると、頭から水をぶっかけたんだ」

「あの人なら……やるかも」

　つぶやくレン。

「それから、彼女は客を呼よび戻もどし、アルと一いつ緒しよに踊おどり始めた。今見たように、生せい命めい力りよくと躍やく動どう感かんにあふれた美しい踊りだった。だが、あの時の僕は、その場から逃にげ出したんだ。その踊りの眩まぶしさが、世を拗すねて退たい廃はいと倦けん怠たいに逃げた、ちっぽけな僕を非ひ難なんしているように見えたから」

　クラヴァンは自じ嘲ちようした。

「でも、その後、僕は毎晩、エリエットの出ていた見世物小屋に通かよった。そして、こっそりと柱はしらの陰かげから、彼女の踊りを見続けたんだ。今思うと、僕は少しずつ、エリエットから生きる元気をもらっていたんだろう」

「なるほど」

　うなずくトリシア。

　確たしかに、エリエットの火の鳥の舞まいは、見る者を元気にする。

「僕は悪い仲間と切れ、周しゆう囲いの目にもはっきりと分かる形で生活を改あらためた。そして、エリエットに自分の気持ちを伝つたえに行った。無む論ろん、最初、エリエットは全ぜん然ぜん相手にしてくれなかった」

「でしょうね」

　そもそも第一印いん象しようが悪過すぎる。

「それでも、通いつめるうちに次し第だいに認みとめてくれるようになり、やがては愛し合うようになったんだ。……いや、僕がそう思っていただけかも」

　クラヴァンはうつむき、こぶしをアゴに当てた。

「僕がエリエットのことを父に話そうと思っていた矢や先さき、彼女は消えた。それから一年、僕は手を尽つくしたが、彼女の居い所どころは知れなかった。……だけど、今日、たまたま訪おとずれたこの広ひろ場ばで、エリエットの出ている天幕テントを見つけたんだ」

「……迷めい惑わくな話」

　背はい後ごで声。

　振り返ると、着き替がえを終えたエリエットがそこに立っていた。

　気を失うしなったクラヴァンの介かい抱ほうをしていた時とは、別べつ人じんのような冷たい声である。

「あなたとはとっくに終わったはずでしょ？　見苦しいわよ」

「エリエット？」

　クラヴァンは立ち上がった。

「ここはね、特とく使し様の来るような場所じゃないの、出ていって！」

「……もう駄だ目めなのか？」

「あなたみたいな坊ぼうや、一いつ緒しよにいても面おも白しろくないのよ。こっちだって新しい相手がいるんだから、別の娘こに当たったら？」

「……分かった」

　クラヴァンは強こわばった顔でうなずいた。

「すまなかった。二度と来ない」

「そうして」

　エリエットは背を向ける。

「あっ、ちょっと！」

　立ち去るクラヴァンの後を追うレン。

　だが、トリシアはその場に残った。

「話があるんだけど……」

　トリシアが言うと、エリエットはうなずいた。

「天幕テントに来て」
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「ねえ、さっきの踊りを見て思ったんだけど……」

　天幕に入ると、トリシアは切り出した。

「あなたの胸むねって」

「……分かっちゃった？　やっぱりお医い者しやさんね」

　エリエットは寝しん台だいに座すわり込むと、大きく息をついた。

　アルがやってきて、脚あしにくちばしを擦すりつける。

「かなり苦しいんじゃない？」

「段だん々だんひどくなってるわ」

　エリエットはぎこちなく笑った。

「診みてもらったの？」

「ティルダニアの医者の話だと、もう手て遅おくれだって。……きゃあ！」

　トリシアはエリエットの胸に耳を当ててみる。

「深しん呼こ吸きゆうして」

「こ、こうかな？」

「……そう……そう」

　嫌いやな雑ざつ音おんが聞こえる。

　肺はいがやられているのは、まず間ま違ちがいない。

「これからうちの診しん療りよう所じよに来て。望のぞみはあるかもしれないわ」




「分わっからないなあ」

　クラヴァンの後をついて歩きながら、レンは首を傾かしげた。

「そんなにエリエットさんが好きだったら、どうして王女様に求きゆう婚こんなんかしたのさ？」

「もう、どうでもいいことだ」

　クラヴァンは頭を振る。

「レンといったか、少年？　ついてくるな」

「と、言われても」

　レンは頭の後ろで腕うでを組んだ。

「気になることに答えてくれたら、帰るよ」

「お節せつ介かいめ！」

　クラヴァンは安やす酒さか場ばに入ると、薄うす暗ぐらいテーブル席に着つき、蜂はち蜜みつ酒しゆを注ちゆう文もんした。

　レンはその正しよう面めんに座すわる。

「何を飲む？」

「おごってくれるの？」

「いや」

「……じゃあ、水」

　トリシアにいい格かつ好こうをしようと散さん財ざいしたため、今のレンはほとんど破は産さん状じよう態たいだった。

　厚あつ化げ粧しようの酒場女が、色いろ気けを振ふりまきながら水と蜂蜜酒をテーブルに置おくと、クラヴァンは口を開いた。

「ティルダニア国内で婚こん約やく者しや候こう補ほに僕の名前が挙あがったのは、兄である公こう爵しやくの差さし金がねだ。もし僕がアムリオン王家と縁えん戚せきになれば、ティルダニア王家の中でも自分の発はつ言げん権けんを高めることができるからだ」

「そんなもんなの？」

　と、首を振るレンには、政せい治じ上じようの駆かけ引きはさっぱり分からない。

「らしいな。ともかく、僕に拒きよ否ひする力はなかった。それでも、アムレディア王女には事じ情じようを話して、候補から外はずしてもらうつもりだった」

　クラヴァンはグイッと蜂蜜酒の杯さかずきをあおる。

「もっとも、アムレディア王女は、最初から僕など眼がん中ちゆうにないようだった。ほっとしたよ」

「だろうね」

　レンは水を舐なめるように飲む。

「でも、そのことをエリエットさんに言った？」

「言う前に追い出されたの、見ていたじゃないか……ヒック！」

　たった一いつ杯ぱいで、すでに顔は真まっ赤かだ。

「聞いてくれないんだ……どうしようもないさ」

　クラヴァンは杯を振ふってお代かわりを頼たのむと、そのままテーブルに突つっ伏ぷして寝ね息いきを立て始めた。

　それを見て、まわりの客や酒場女がゲラゲラと笑う。

　クラヴァンが飲んだのは、口当たりはいいものの、この店で最もつとも強い酒のひとつ。

　宮きゆう廷ていの晩ばん餐さんに供きようされるような、上じよう品ひんな酒ではないのだ。

「弱いんなら、飲まなきゃいいのにさ」

　レンは時おり、大人おとなってものは子供の半分も賢かしこくないんじゃないかと思う。

「……ティルダニアって国、こんな人を特使にしてて、大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「エリエット……」

　レンの心しん配ぱいをよそに、クラヴァンは楽しそうな夢ゆめを見ていた。
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「……どう？」

　触しよく診しんと〝呪じゆ波は〟による検けん査さが終わった頃ころには、夜になっていた。

　エリエットは上じよう衣いの紐ひもを結むすびながら、診しん断だん記き録ろくをにらむトリシアに尋たずねた。

「正しよう直じきに言うけど、想そう像ぞうしていたよりも重いわ。手しゆ術じゆつが必ひつ要ようね」

　エリエットの肺はいは悪あく性せいの病びよう巣そうのため、かなり機き能のうが落ちていた。

　肺以外にも転てん移いが見られる。

「手術をしなかったら……どのくらい保もつ？」

「二か月……かな？」

　トリシアはためらいながらも、最もつとも楽らつ観かん的てきな答えを告つげる。

　実じつ際さいは、数すう週しゆう間かんというところだろうか……。

「でも、病巣を摘てき出しゆつすれば、かなりの確かく率りつで助かるから」

　実際に手術となれば、片肺とその周しゆう囲いをかなり切らねばならない。

　難むずかしい点もいくつかあるが、それでもトリシアには成せい功こうさせる自じ信しんがあった。

　しかし……。

「切らないよ」

　エリエットは頭を振った。

「えっ!?」

「切らないって言ってるの。先生には悪いけど」

「どうして！」

「この身体からだ……」

　エリエットは立ち上がり、クルリとターンをして見せた。

「この完かん壁ぺきな身体に、傷きずをつけろって言うの？」

「手術の跡あとは、時間が経たてばほとんど消えるわよ！　魔ま旋せん律りつで回かい復ふくを促うながすし！」

「この身体を保たもつため、どれだけ努ど力りよくしているかあなたに分かる!?」

「命の方が大たい切せつでしょ！」

「命より大切なものだってあるのよ！」

　二人はにらみ合ったが、エリエットの方が先に目をそらした。

「あなたには……分からないわ」

「ええ。分からない」

　トリシアは診断記録を机つくえに置いた。

「わたしは命を救うのが仕事だもの。自分の命を捨てようとするのは認みとめられない」

「わたしの命よ」

「治る可か能のう性せいがあるうちは、誰にも死ぬ権けん利りなんてないわ！」

「なら、わたしは二度と先生の前には姿を見せない」

「……なぜ、死にたいの？」

「死にたくはないわよ。でも、肺を切ったとして、また踊おどれるようになる？」

「それは……」

　トリシアは口くち籠ごもった。

　肺がひとつになるのだ。

　呼こ吸きゆう能のう力りよくも半はん減げん。

　激はげしい運動は、まず無む理りである。

「わたしにとっては踊おどりがすべて。美しいまま、舞ぶ台たいで死ねるなら本ほん望もうだわ。病気と闘たたかって、ボロボロになってまで生き延のびるのは耐たえられない」

　エリエットの目に涙なみだが浮うかぶ。

「お願ねがい、燃もえ尽つきるまで踊らせて」

「もしかして、クラヴァンと別れたのは……？」

「彼には何も言わないで。苦しめたくないから」

（この人……、ひとりで戦たたかおうとしているんだ）

　トリシアは愕がく然ぜんとなった。

　今まで、手術や治ち療りようを拒こばむ人間は、病気と闘うだけの勇ゆう気きのない人間だと思っていた。

　しかし、エリエットは違ちがった。

　かけがえのないものを守るために、命を、そして愛する人を捨すててまで闘い抜ぬこうとしているのだ。

「わたし……もう何が正しいことなのか分からないよ」

「たぶん、あなたが正しいのよ、可愛かわいい先生」

　エリエットは、赤くなった目を擦こすって笑えみを作る。

「あなたには、わたしのことを最後まで見守って欲ほしいけど……わがままかな？」

「ううん」

　トリシアは踊り子の手を取った。

「その代かわり、毎日空あいている時間にここに来て。魔ま旋せん律りつと薬くすりで、できるだけ痛いたみと呼吸困こん難なんを抑おさえるから」

「ええ。よろしくね、先生」

　エリエットはトリシアの頰ほほに口づけした。
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「ねえ、会わせてやろうよ～」

　レンはトリシアの白はく衣いの袖そでを引ひっ張ぱった。

「しつこいわね！　駄だ目めったら、駄目！」

　トリシアは少年の腕うでを振り解ほどいた。

「だいたい、あんたいつからあの坊ぼっちゃん貴き族ぞくの味み方かたになったのよ!?」

「だってさあ、見てたらあまりにも哀あわれで」

「……レンに同どう情じようされることの方が哀れだね」

〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていのカウンターの向こうでセルマがつぶやく。

「あっ、ひどいな、セルマさん！」

　レンはカウンターに突つっ伏ぷす。

「……でもさ、何でトリシアが反対するのか分からないよ。会って事じ情じようを説明すれば、エリエットさんも分かってくれると思うんだけど」

「そんな場合じゃないの！」

「だから何で？」

「そ、それは……」

　トリシアは言葉に詰つまる。

「とにかく、この話わ題だいは二度と持ち出さない！　でないと、診しん療りよう所じよへの出入り、禁きん止しにするからね！」

「お～、恐こわ」

　セルマが皿さらを拭ふきながら小さく肩かたをすくめた。
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「ふう……」

　診療所に戻もどると、トリシアは緊きん張ちようを解といた。

「お風ふ呂ろ、入りたい」

　丸まる椅い子すに座すわってリボンを解き、髪かみの匂においをくんくんと嗅かぎながらつぶやく。

　ここ、数日は忙いそがしく、セルマのところにお風呂に入りにいく暇ひまがなかったのだ。

「……ううっ！　レンに気づかれたかな？」

　思わず、表情が歪ゆがむ。

　まあ、先生じゃないからいいか、と思い直し、トリシアは机つくえの上に置かれたエリエットの診しん断だん記き録ろくを手に取る。

　目を通すと、漏もれるため息。

　楽らつ観かんできる要よう素そは何ひとつなかった。




　今け朝さも、約やく束そく通りエリエットはやってきて、魔ま旋せん律りつによる苦く痛つう軽けい減げん処しよ置りを受けた。

　ただ、強い薬くすりの服ふく用ようには、エリエットは難なん色しよくを示しめした。

　感かん覚かくを鋭えい敏びんにしておきたいというのだ。

「でも、これを飲のんでおくとかなり楽になるのよ」

「駄だ目め。頭が鈍にぶれば、身体からだの切れも悪くなるから」

「……そうだったわね」

　トリシアはそれ以上の説せつ得とくは止やめて、薬をしまった。

　エリエットには、言い争あらそっている時間はないのだ。




「今日も……始まる」

　トリシアは白はく衣いを脱ぬいだ。

　そろそろ、広ひろ場ばの天幕テントに行かなくてはならない。

　今日最初のエリエットの舞ぶ台たいが幕まくを開けるのだ。

　一日三回の公こう演えんは、かなりの体力を消しよう耗もうする。

　トリシアはなるべく舞台のそばにいて、万一の場合に備そなえるのである。
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「さあ、アル。お前ももう少しだけ、あたしに付き合って」

　着き替がえと化け粧しようを終えたエリエットは、火の鳥の頭を人差し指で撫なでた。

　トリシアの魔旋律が効きいてはいるが、呼こ吸きゆうはかなり辛つらい。

　それを、心しん配ぱいそうに見上げる火の鳥の円つぶらな瞳ひとみ。

「あと舞台に立てるのも……数えられるほどだよね」

　エリエットは鏡かがみを見て、そこに映うつった顔に語りかける。

「みんなに満まん足ぞくしてもらえる踊り、できてるのかな？」

　鏡の中の顔は不ふ安あんそうだ。

　日に日に、衰すい弱じやくを隠かくすための化粧が濃こくなってゆく。

　毎回、これが最後と覚かく悟ごを決めて、舞台に向かうのだ。

「エリエット、出で番ばんだよ！」

　一いち座ざの座長から声がかかる。

「行こうか」

　エリエットは肩にアルを留とまらせると、舞台に向けて足を踏ふみ出した。
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「お客さんの反はん応のうは……どうだった？」

　エリエットはゆっくりと寝しん台だいに横になると、呼吸を整ととのえた。

　三度の舞台をこなし、ようやく天幕テントに戻もどってきたところなのだ。

「上じよう々じよう……いえ、最高だったわ」

　トリシアは答えながら、呼吸器き官かんに緊きん張ちようを和やわらげる魔旋律をかける。

「今夜もまた、生き延のびちゃったね」

　踊り子は弱々しく笑い、咳せき込む。

「……もう、ボロボロでしょ？」

「よくなってるとは、言えないわね」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを注そそぎ込んだ激はげしい舞まいが、エリエットを急きゆう速そくに衰おとろえさせていた。

　トリシアは、自分の見み込こみが甘あまかったことを後こう悔かいする。

　初めてこの天幕テントを訪おとずれた時に、気づくべきだったのだ。

　空からになった、何本もの酒さか瓶びん。

　あれは痛いたみを誤ご魔ま化かすためのものだったのだ。

　酒を浴あびるほど飲み、酔よい潰つぶれた状じよう態たいにでもならなければ、苦く痛つうで眠ねむることさえできなかったのだろう。

　こんな生活が、おそらく、クラヴァンと別れた頃ころから続いていたのだ。

「このところ、よく眠れるわ。先生のお陰かげだね」

「止やめて」

　陽よう気きに振る舞い、声をかけてくるエリエットに対し、トリシアは笑え顔がおを返せない。

　孤こ独どくな戦たたかいを続けるエリエット。

　その傍ぼう観かん者しやでしかない自分には、笑顔を見せられないのだ。

「ねえ……」

　エリエットはトリシアの肩を抱だいた。

「先生は無む力りよくじゃないよ」

「……えっ」

　まるで自分の心を読んだかのような一ひと言ことに、トリシアは驚おどろく。

「先生がいてくれたから、こうやって満まん足ぞくして死んでいけるんだもの。本当に感かん謝しやしているの」

「でも……」

　トリシアは唇くちびるをギュッと嚙かんだ。

　それでも、込こみ上げてくる嗚お咽えつを堪こらえることができない。

「ごめんね、先生も辛つらいの、分わかってる」

　エリエットは、震ふるえる小さな女医の背せ中なかを撫なでた。

「もう少しだから……あと、もう少し……」

　蠟ろう燭そくの揺ゆれる灯あかりが、天幕テントに二人の影かげを映うつしだす。

　夜は静かに過ぎていった。




　翌よく日じつ。

　トリシアは診しん療りよう所じよを休きゆう診しんにした。

　いつもよりも早く広ひろ場ばに行くと、雑ざつ然ぜんとしていたエリエットの天幕の中はきれいに片かた付づけられ、荷物はまとめられていた。

　すでに舞ぶ台たい衣い裳しように着き替がえ、化け粧しようも終えている。

　エリエット本人も、トリシアと同じ予よ感かんを抱いだいていたのだ。

「ククウ～」

　火の鳥のアルが、ピッタリとエリエットの足元にくっついている。

「しっかり見ていてね」

　エリエットは言った。

「心に焼きつけるから」

　トリシアはうなずく。

「……それと、黙だまって悪いとは思ったけど、ひとりお客を連つれてきちゃった」

　トリシアは天幕の外に顔を出して、入ってくるように合あい図ずした。

「クラ……ヴァン？」

　レンに押されてやってきたのは、クラヴァンだった。

「何も知らずに、君きみを恨うらんでいた自分が恥はずかしい」

　クラヴァンは顔を上げられなかった。

　今け朝さ、すべてをレンから聞かされたのだ。

「こっちこそ」

　エリエットは頭を振る。

「ティルダニアを出る時に、きちんと話しておくべきだったのよ。……そうすれば、あなたを苦しめることもなかった」

「力になれなくて、すまない」

　クラヴァンはエリエットの手を取った。

「最高の舞ぶ台たいを期き待たいしているよ」

「ふふっ、止めないのね」

「止めて聞く君じゃないだろう。そんな君が僕ぼくは好きなんだ」

「相あい変かわらず、馬ば鹿かみたいなこと言って」

　エリエットは手のひらで目め尻じりを拭ふくと、トリシアとレンを振り返った。

「さあ、これでもう心残りはないわ。みんな客席に急いで。でないと、いい席なくなっちゃうわよ！」




　大天幕は、エリエットの舞まいを楽しみに集まった観かん客きやくであふれ返っていた。

　トリシアたちは騒ざわつく人々の間を泳およぐようにして、ビアトリスが確かく保ほしておいてくれた席に座すわる。

「今日はありがと」

　トリシアが言うと、ビアトリスはひらひらと手を振った。

「気にしない、気にしない。こっちだって楽しみにしてたんだから」




「みなさま！」

　座長が舞台の袖そでに立ち、いつもの前まえ口こう上じようが始まる。

　エリエットの舞をジリジリと待つ客席からは、引っ込め、の声。

　座長は額ひたいの汗あせを拭くと、早そう々そうに舞台から消えた。

　いよいよエリエットとアルの舞の番である。

　静まり返る観客席。

　低い太たい鼓この連れん打だから前ぜん奏そうが始まり、幕まくが開いてゆく。

　逆ぎやつ光こうで浮うき上がる、彫ちよう像ぞうのようなエリエットの影かげ。

　演えん奏そうに笛ふえの音ねが加わるが、まだ彼女は踊りださない。

　そして……。

　パッ！

　左右からの明かりが、エリエットを照てらし出した。

　同時に軽けい快かいなリュートとギターラが演奏に参さん加かし、火の鳥が舞台の奥から翼つばさを大きく広げて飛んでくる。

　エリエットは踊りだした。

　最初から、今までよりも遥はるかに激はげしい足あし捌さばき。

　床ゆかに打ちつける踵かかとが刻きざむリズム。

　情じよう熱ねつ的てきに躍やく動どうする身体からだ。

　それに合わせるアルの動きも、華か麗れいで切れがある。

　観客たちは知らないうちに、手と足で拍ひよう子しを取り始める。

　鞭むちのようにしなる、エリエットの長い四し肢し。

　キラキラと輝かがやく、アルの羽は根ね。

（これが……本当に最後の舞）

　トリシアは、その動きの一つ一つをしっかりと心に刻きざんだ。

　そして……。

　エリエットは右足を前に滑すべらせると、天に向かって両手を差し出し、弓ゆみのように背をそらした姿し勢せいで動きを止めた。

　その隣となりに、寄より添そうように着ちやく地ちするアル。

　それに合わせて、曲もピタリと終わる。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　続いて……。

　観客はみな、椅い子すから立ち上がった。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆは、いつまでも鳴なり続けた。
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　葬そう儀ぎは早そう朝ちよう、郊こう外がいの小高い丘おかの上で行なわれた。

　列れつ席せきしたのは、一座の関係者の他ほかに、トリシア、レン、クラヴァン。

　それに、ビアトリスとハルの姿すがたもあった。

「火か葬そう、なのか？」

　ハルはトリシアに尋たずねた。

　ヴィントールでは、優すぐれた戦士を燃もえる船で海に送り出す習しゆう慣かんがあるが、アムリオンでは土ど葬そうが普ふ通つうのはずだ。

「ええ。エリエット、土の中で朽くち果はてるのは嫌いやだって言ってたんです」

「覚かく悟ごはできていたんだな」

　ハルはうなずいた。

「でも、アルが淋さびしそう」

　トリシアは残された火の鳥の方を見る。

　クラヴァンに抱だかれたアルは、先ほどからずっとくちばしを羽根の中に埋うずめたままだ。

「この子は僕が引き取る。エリエットの子供みたいなものだからね」

　そう言ったクラヴァンの目は優やさしかった。




　組まれた丸まる太たの上に、エリエットは横たえられた。

　舞ぶ台たいの衣い裳しようをまとった姿。

　最後の化け粧しようを施ほどこしたのは、トリシアだ。

　一同が見守る中、クラヴァンが松たい明まつの火を丸太に移うつす。

　丸太はしばらく燻くすぶっていたが、やがて炎ほのおが全体を包つつみ込んだ。

　エリエットの姿も、火の中に消えてゆく。

　誰だれもが口を開こうとはせず、じっとその炎を見つめていた。

　その時……。

「クゥーッ！」

「どうした!?　あっ！」

　アルが突とつ然ぜん、もがきだしてクラヴァンの腕うでから逃のがれた。

　そして、金と赤の羽根を広げて羽は撃ばたくと、炎に向かって真まっすぐに飛ひ翔しようしたのだ。

「駄だ目め！」

　止めようとするトリシア。

　だが、まだ幼おさない火の鳥の翼つばさは、少女の手を擦すり抜けて炎の中に飛び込んでゆく。

「どうして!?　まだ再さい生せいの時じゃないはず!?」

　火の鳥が炎に飛び込んで自みずから身を焼くのは百年に一度。

　アルが転てん生せいを必ひつ要ようとするには、まだ九十年はあるはずだった。

　啞あ然ぜんとする一同。

　しかし……。

　突然、炎は勢いきおいを増まし、光る渦うずとなって空に伸のびていった。

　それは天てん頂ちようで輝きの翼となり、青い空を覆おおい尽つくす。

　まるで、巨大な火の鳥が現われたかのように。

「アル……」

　トリシアたちは、魅みせられたように金色の空を見上げた。

　だが、それは時間としては、ほんの一いつ瞬しゆんのこと。

　出しゆつ現げんした時と同じく、唐とう突とつに輝きの翼は消えた。

　空は、普ふ段だんの青さを取り戻もどす。

　そして……。

　燃え尽つきた灰はいの中に、ひとつの人ひと影かげがあった。

　美しいその姿は、紛まぎれもなく、失うしなったと思われていたもの。

　それが生せいを受けて、みんなの前に立っていた。

　前と違ちがっているのは、髪かみが火の鳥の羽根の色──金と赤の混まじった色──に変わっていることだけだ。

「エリエットさん！」

　レンは喜よろこびの声を上げた。

　ひと呼こ吸きゆう遅おくれて、歓かん声せいを上げる一座の仲なか間ま。

「これは……現げん実じつなのか？」

　ハルは眉まゆをひそめた。

　クラヴァンに至いたっては、言葉もない。

「……わたし、どうしたのかな？」
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　エリエットは自分の姿を見る。

「真っ暗な中で眠ねむっていたら……アルの声がして……」

　エリエットの記き憶おくは朧おぼろ気げだった。

「アルが……アルがさよならって」

「奇き跡せきね……」

　トリシアの声は震ふるえていた。

「火の鳥が……、アルが命をくれたのかな？」

　レンもぐすっと鼻はなをすする。

「ええ。転生の鎖くさりを断たって、大たい切せつな人にすべてを与あたえたのよ」

「わたし、あの子なしじゃ……ひとりきりじゃ」

　エリエットは灰の前で膝ひざをつき、嗚お咽えつした。

「……アルは君の中にいる。君はアルとひとつになったんだよ」

　衝しよう撃げきから立ち直ったクラヴァンが、背中からその肩を抱だく。

「それに、アルの代かわりにはなれないけれど、これからは僕がそばにいる。ティルダニア王おう家けや兄あにの公こう爵しやくには、もう何も言わせない。僕の人生は僕が決める」

「わたし、踊おどりは……やめないわよ。アルのためにも」

「当とう然ぜんだ。前にも言ったが、僕は踊っている君が好きなんだ」

　二人は抱き合った。

「なんか、いいよね、こういうのって」

　ビアトリスも涙なみだぐみ、ハルの腕うでを取ろうとする。

　ハルはちょっと意い地じ悪わるく微笑ほほえむと、さっと身をかわした。

「さあ、街まちに戻もどるぞ。祝しゆく宴えんだ」

　しかし、その時。

「ほう、これはこれは」

　従じゆう者しやを連つれたレミュザンの特とく使しがビュンビュンと鞭むちを振ふりながら、街に戻ろうとするトリシアたちの前に立ちふさがった。

「退たい屈くつしのぎに下か層そう階かい級きゆうの生活を覗のぞきにきたのだが、面おも白しろいものを見せてもらったよ」

「つけていたのか？」

「四人の候こう補ほのうち二人が揃そろって街を出れば、気にならない訳わけがないだろう」

「……あいつ、最悪」

　トリシアは、園えん遊ゆう会かいで感じた第一印いん象しようが間ま違ちがっていなかったことを確かく信しんした。

「私にとっては嬉うれしい話だよ。これで候補者がひとり消える訳だ」

　トレバスは、腐くさった性しよう根ねがにじみ出た笑え顔がおを見せる。

「しかし、愚おろかなことだ。下げ賤せんな女に溺おぼれ、高こう貴きなるアムレディア王女を手に入れる機き会かいを捨すてるとは」

「下賤な……女だと？」

　クラヴァンの表情が強こわばった。

「身み持もちの悪いあばずれ、と言い直した方がいいかね？」

　トレバスは口にするのも汚けがらわしい、といった様よう子すで肩をすくめる。

「まあいい。私はこれから、このことをショーン陛へい下かへ報ほう告こくに……グハッ！」

　クラヴァンのこぶしが、トレバスの口元を捉とらえた。

　前まえ歯ばをへし折おられたトレバスは、不ぶ様ざまに引っくり返る。

「クラヴァン！」

　エリエットは恋こい人びとの腕をつかむ。

「気にするな。前からあいつの減へらない口を殴なぐってやりたかったんだ」

　クラヴァンはエリエットを抱き締しめた。

「すっきりしたよ」

「お、おまふぇ！　こんぬわことをしゅて、どうなふかわかっへいふのか!?　がいほうもんふぁいにしゅてやふう～！」

　トレバスは口を押さえて喚わめく。

「なんて言ってるの？」

　こっそりとレンに尋たずねるトリシア。

「外がい交こう問もん題だいにしてやるってさ」

「おや、構かまわないのですかな、トレバス殿でん下か？」

　起き上がろうとするトレバスに手を貸かしながら、ハルがささやく。

「レミュザンの王おう子じともあろうお方が、衆しゆう人じん環かん視しのなか、こうも情なさけなく、惨みじめに、だらしなく、格かつ好こう悪く、その上、最低の卑ひ怯きよう、卑ひ劣れつな人間として叩たたきのめされたこと、公おおやけにすると王家の名めい誉よに関かかわるのでは？」

　ハルの言葉は、クラヴァンのこぶしよりも強きよう烈れつだった。

　エリエットの一座の仲なか間まがうなずく。

「彼らは世界中を旅する連れん中ちゆうですから、噂うわさが広がるのも早いでしょうね」

「うっ！」

「そうなれば、お父ちち上うえのフリトレーヴ王も、殿下をお許ゆるしにはなりますまい。下へ手たをすると継けい承しよう権けんの剝はく脱だつも……」

「お、覚おぼえておれ！」

　トレバスは、従じゆう者しやに鞭むちを当てながら退たい散さんした。

「さすが、ハル！」

　拍はく手しゆするビアトリス。

「煽おだてるな」

　と、ハルはビアトリスの額ひたいを指で突ついた。

「祝しゆく宴えんに水を差されたくなかっただけの話だ」




　その夜。

〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていは、トリシアの仲間と旅たび芸げい人にんたち、それにクラヴァンやハルで大いに賑にぎわった。

「クラヴァン、どう？」

　ビアトリスは葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを振ふって見せた。

「いいや」

　エリエットと踊おどる貴き族ぞくの青年は頭を振った。

「酒は止やめたんだ」

「しょ、しょれがいいよ～」

　と、言ったのは、すでに蜂はち蜜みつ酒しゆでベロベロになったレン。

「……うう、気持ち悪い。トリシア、薬くすり～」

「こいつ、最さいっ低てい！」

　トリシアはフンッと横を向いた。










　カルテ３　仔こ犬いぬ、狼おおかみ、女の子!?




　アンリとフェリノールがアールヴの森から戻もどってきたのは、園えん遊ゆう会かいの十五日後。

〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていでの、エリエットを囲かこんだ大だい宴えん会かいの翌よく日じつのことだった。

　その日の夕ゆう刻こく。

　フェリノールは診しん療りよう時じ間かんの合あい間まに、トリシアの診療所に顔を見せた。

「元気そうだな」

　トリシアが迎むかえ入れると、アールヴは端たん正せいな顔を隠かくしているフードを取った。

「お帰りなさい、フェリ」

　トリシアは、屈かがみ込んだフェリノールの頰ほほにキスをする。

「アムレディアの話は、セルマから聞いた」

　アールヴは、憂うれいの色を浮うかべた。

「責せき任にん感かんの強い女性だからな。王国のためだと言われれば、拒きよ否ひできまい」

「あの……、先生はどうしてます？」

　トリシアはハーブ・ティーを入れ、マルテ特とく製せいのハーミット・クッキーを出す。

「アンリか……」

　フェリノールは、カモミールの香かおりが立ち上のぼるカップに口をつけた。

　どこへ行っても注ちゆう目もくされるアールヴの長おさの息子むすこが、こうしてくつろげる場所は少ない。

　トリシアの診療所以外には、〝三本足の洗い熊〟亭ぐらいのものだ。

「〝星ほし見みの塔とう〟にいる。まだ、アムレディアとは会っていない」

「会わないの、それとも、会わせてもらえないの？」

「前ぜん者しやだ。もっとも、アンリが会いたいと言っても、ショーン王は何かと理り由ゆうをつけて会わせてはくれないだろうが」

　フェリノールは皮ひ肉にくげに口元を歪ゆがめる。

「見くびってくれたものだ、アンリという男を」

「……どこぞのボンクラ貴き族ぞくとくっつけるより、アンリとの仲を認みとめてやった方が、よっぽどこの国のためだってのにね」

　そう言いながら、入ってきたのはセルマだった。

　まだ昨日きのうの酒が抜ぬけ切っていない表情だ。

「アンリもアンリだよ。アムをひっさらって逃にげるぐらいのことやりゃいいのさ」

　セルマはフェリノールの隣となりに座すわると、彼のカップを奪うばって飲み干ほした。

「……やれやれ」

　フェリノールはわずかに眉まゆを上げたが、怒おこるだけ無む駄だだと諦あきらめた。

「もうひとつ入れるわ」

　トリシアはクスリと笑って席を立つ。

「ああ、お願ねがい」

　と、セルマ。

「フェリノールさんの分です！」

　トリシアは舌したを出した。

　その時。

　裏うら口ぐちをノックする音がした。

「誰だれか来たようだぞ」

　と、フェリノール。

「患かん者じやじゃないよね？　診療時間外だし、おまけに裏口」

　セルマは、クッキーをポイポイと口に放ほうり込む。

「レン……は、あんな行ぎよう儀ぎのいいノックはしないわね」
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　トリシアは大型動どう物ぶつ用ようの診しん察さつ室しつを抜ぬけ、裏口に出る。

「あら？」

　扉とびらを開けると、そこにいたのは一頭の角つのを持った白はく馬ば。

　以前、トリシアが治ち療りようしたことのある一角獣ユニコーンだった。

　どうやらノックは、その角でしたようだ。

（どうしたの、久ひさしぶり！）

　トリシアは一角獣ユニコーンの首に飛びついた。

（健けん康こうな時に、来るところじゃないからな）

　一角獣は鼻はなを鳴ならした。

　愛あい想そうのないところは相あい変かわらずである。

（それで、どうしたの？　角の具ぐ合あいは大だい丈じよう夫ぶ？）

　女じよ医いは尋たずねた。

（そちらは問題ない。問題はないのだが……）

　一角獣ユニコーンは珍めずらしく、言葉を濁にごす。

（ともかく、背せ中なかを見てくれ）

「……？」

　トリシアはひょいと首を伸のばして、一角獣ユニコーンの背を見た。

　すると、そこには……。

「ウウウッ！」

　七つぐらいの女の子が、一角獣ユニコーンのたてがみをしっかりと握にぎって腰こし掛かけていた。

　黒い髪かみの毛は、一週間お風ふ呂ろに入ってない時のトリシアのようにボサボサ。

　日ひ焼やけだか汚よごれだか分わからない、浅あさ黒ぐろい肌はだ。

　目つきは鋭するどく、トリシアに向かって八や重え歯ばを剝むき出しにして唸うなっている。

　服ふくは、ボロボロの布切れを申もうし訳わけ程てい度どにまとっているだけだ。

（な、何なのこの子！　あなたの隠かくし子？）

（そんな訳わけがないだろう！）

　焦あせる一角獣ユニコーン。

（冗じよう談だんよ）

　トリシアはさらりと流すと、女の子を抱だき降おろそうと手を伸ばす。

　だが……。

「ガウッ！」

　少女は、その手をバシッと払はらい除のけた。

　長く鋭い爪つめが、トリシアの手の甲こうに赤い跡あとを残す。

「怯おびえて……るの？」

（だろうと思う）

　答える一角獣ユニコーン。

（国こつ境きよう近くの山やま小ご屋やで見つけた。山さん賊ぞくの襲しゆう撃げきにあったらしく、両親らしい二人は殺されていた）

（どうして山賊はこの子だけ見み逃のがしたのかしら？）

（よくは分からないが、暖だん炉ろの中に隠かくれていたからではないかな……）

（なによ、さっきからずいぶん歯は切ぎれが悪いわね）

（まあ、見てくれ）

　一角獣ユニコーンは、背中から降りるように女の子に促うながした。

　会話を交かわせるトリシアほどではないが、その少女は一角獣ユニコーンの言いたいことが何となく分かるらしく、ピョンと背中から飛び降おりた。

　だが、トリシアが触ふれようとすると、四つんばいになって後あと退ずさり、唸り声を上げる。

「……言葉、喋しやべれないの？」

「話せる！」

　少女が言ったので、トリシアはほっとする。

「名前は？」

「……カナル」

　依い然ぜん、その瞳ひとみからは警けい戒かいの色が抜ぬけない。

「カナル」

　トリシアはしゃがんだ。

「お姉ねえちゃんと友達になろうか？」

「来るな！」

　カナルはジリジリと後あと退ずさった。

「来るなーっ！」

　そして、その背中が壁かべとくっつきそうになった時……。

「……えっ？」

　少女に向けていたトリシアの笑え顔がおが凍こおった。

　カナルの瞳が、突とつ然ぜん、金色に変わったのだ。

　見る見るうちに、その全身が灰はい色いろの体たい毛もうに覆おおわれ、手のひらが細長く伸のびて、獣けものの前まえ脚あしへと変へん化かする。

　鼻はな先さきも伸のび、耳は尖とがり、八や重え歯ばが鋭するどく牙きばへと形を変えてゆく。

　少女の身体からだがすっかり変化を遂とげるまで、そう時間はかからなかった。

「……何だい、これ？」

「魔ま法ほうか？」

　トリシアが遅おそいのを心しん配ぱいして見にきたセルマたちも、目を見み張はった。

　そこにいたのは、牙を剝むく仔こ狼おおかみだったのだ。

「……こんな病気、本で見たことがある」

　トリシアは小動物用の診しん療りよう室しつに戻もどり、本ほん棚だなから魔法医い学がく大たい全ぜんの最さい終しゆう巻かんを引き抜いた。

　大全で取り上げられている病名が、すべて載のっている索さく引いんの巻だ。

「この本、症しよう状じよう別べつになってないから引き難にくいんだけど……これかな？」

　ページを繰くりながらつぶやくと、次に別の巻を引っ張ぱりだしてドンと机つくえに置く。

　そこに、フェリノールやセルマ、そしてカナルを背に乗のせた一角獣ユニコーンがやってくる。

「千三百……二十……八ページ……。あった！」

　トリシアは該がい当とうする箇か所しよを指でたどった。

「これよ！　ライカントロピー、別名〝狼憑つき〟」

「ええと、致ち死し率りつの高い伝でん染せん病びようのひとつ。主おもに保ほ菌きん者しやの唾だ液えきが血けつ中ちゆうに入ることにより感かん染せんし、数日で発はつ病びよう。狂きよう犬けん病びように似にた、発はつ熱ねつ、悪お寒かん、痙けい攣れん、意い識しきの混こん濁だく、妄もう想そう、全身の激げき痛つうなどの症状を示しめし、八割は死に至いたるものの、この時じ期きを過すぎれば、容よう体だいは安あん定ていする。ただし、その後、月げつ齢れいと周しゆう期きを同じくして、その形けい態たいが狼に酷こく似じしたものへと劇げき的てきに変化するようになる。この変身は可か逆ぎやく的てきであり……」

「もとに戻もどれるってことだね」

　と、セルマ。

「ええ」

　トリシアはうなずいて、続きを読み上げる。

「まれに遺い伝でんすることがある。変身における生せい化か学がく的てきな過程については症しよう例れいが少ないため不ふ明めいな点が多く、いったん感染すると治ち療りようは不ふ可か能のうである……だって」

「おやまあ」

　セルマは、仔狼を哀あわれみの目で見る。

「その本では、ライカントロピーは月齢によって身体が変化するとあったが……」

　と、フェリノール。

「この子の場合は特別みたい。たぶん、感情によって、変身するのね」

「じゃあ、感情の起き伏ふくさえ抑おさえられれば、普ふ通つうに生活できるんだね」

「と、思うけど」

　トリシアも自じ信しんはない。

（そこで、ものは相そう談だんなんだが……）

　一角獣ユニコーンは切り出した。

（この子をお前のところで預あずかってくれ）

（なんですって！）

（放ほうり出す訳わけにもいかんだろう。私には育てられないし）

（駄だ目めよ！　だって、わたしのこと、警けい戒かいして全ぜん然ぜん懐なついてくれないし！）

（そう言うな）

　一角獣ユニコーンは、背中の仔狼に何か言い聞かせる。

　すると、カナルは一角獣ユニコーンの背から飛び降り、トリシアの足に身をすり寄せてきた。

　唸うなってばかりいたさっきとは全然様よう子すが違ちがう。

（なんて説せつ得とくしたの？）

　トリシアは感かん心しんして一角獣ユニコーンに尋たずねる。

（今日から、お前がこの子のお姉ねえさんだ、とな）

（な、な、な、なっ！）

（では、そういうことで！）

　一角獣ユニコーンはクルリと回れ右をすると、蹄ひづめの音も軽く出ていった。

（ちょっと、待ちなさいよ！　あんた、それでよく聖せい獣じゆうだなんて名な乗のってられるわね！　こら、戻もどれえええっ！）

　一角獣ユニコーンの姿すがたはすでに見えない。

「お姉ちゃん」

　カナルは嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふった。




　その夜。

　トリシアは仕し方かたなく、自分の寝しん台だいにカナルを寝ねかしつけた。

「お姉ちゃん」

　人間の姿に戻ったカナルは、キラキラと光る瞳ひとみでトリシアを見つめ、なかなか眠ねむろうとはしない。

「カナルは、狼の格かつ好こうのままでも喋しやべれるんだ」

「うん」

　カナルはトリシアの胸むねに顔をすり寄せる。

「でも、他ほかの人間の前では狼のまま喋っちゃ駄だ目めだって」

　それはそうだろう。

　珍めずらしがられて、見み世せ物もの小ご屋やに売られるかもしれない。

「いつから狼になれるようになったの？」

「赤ちゃんの時。そうお父とうさんに聞いた。森の、一番大きな狼にさらわれたんだって」

「じゃあ、その時に咬かまれたんだ」

「村のみんなが、カナルのこと、殺せって言ったって。カナル、悪いことしてないのに」

　ライカントロピーの致ち死し率りつは八割。

　村の人々がライカントロピーの保ほ菌きん者しやは危き険けんだと思っても、無む理りもない面めんはある。

「それで、お父さんとお母かあさんは、カナルを連つれて山に住むことにしたんだって。……でも、お父さんもお母さんも……他の人間に……」

　カナルはグズグズと涙なみだを流し始める。

「……人間は嫌きらいだ」

　トリシアは、カナルが泣き止やむまで、黙だまって抱だき締しめてやった。




「へえ、これが狼？」

　三日後、診しん療りよう所じよを訪おとずれたレンは、狼形けい態たいのカナルを指さして笑った。

「どう見ても犬だよね？」

　犬と呼ばれたカナルは、レンに反はん感かんを覚おぼえたらしく、牙きばを剝むき出す。

「……レン、そういうこと言わないの」

　トリシアは、机つくえにベッタリと頰ほっぺたをくっつけたまま顔をしかめた。

　昨さく晩ばん、はしゃいで患かん畜ちくを追い回そうとするカナルを制せい止しするのに気力を使い果たし、まだ疲つかれが取れないのだ。

　トリシアは、なんとか普ふ通つうの生活を覚えさせようと努ど力りよくするのだが、なかなか思うようにはいかない。

　手づかみで物を食べてはいけない、と言えば、顔を皿に突つっ込こむ。

　裸はだかで走り回るな、と言えば、仔狼に変身した時も服を着きようとする。

　結けつ局きよく、この三日で覚えさせたことは、診療所を訪れる患畜は食たべ物ものではない、ということだけだ。

　ずっと独どく身しんのセルマは、子育てには役やく立たたず。

　フェリノールは、我われ関かんせず。

　アンリには、ちょっと相そう談だんできない。

　頼たよりになるのはマルテさんだけだ。

　子育てをしながら、ここに働きにくるマルテさんのことを、改あらためて偉えらいと思うトリシアだった。

「お願ねがい、レン。この子を連れて服を買ってきて……。わたし、その間、セルマさんのところでほんのちょ～っとだけ休むから」

　トリシアが、お願い、などとレンに言うのは、よっぽどのことである。

「分わかった、任まかせとけって」

　レンは胸むねを叩たたいて安やす請うけ合いした。

　もっとも、心しん底そこそれを後こう悔かいするまで、そう時間はかからなかった。

　しばらくして……。

「……パット」

　カナルを連れて戻もどってきたレンは、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていの床ゆかに倒たおれ込んだ。

「おやおや」

「どうしたのよ？」

　お茶を飲んでいたセルマとトリシアは、驚おどろいて振ふり返る。

　新しい服を買いにいったはずなのに、カナルは前と同じボロ布ぬのをまとっただけの姿すがただ。

「僕ぼくは、パットが炎ほのおの中に飛び込めと言えば飛び込むし、王おう城じようの塔とうから飛び降おりろと言われれば飛び降りる。死ねと言えば、ちょっと嫌いやだけど、死んでもいい。だけど……」

　レンは震ふるえる指をカナルに向けた。

「このバカ犬を僕のそばに近寄らせるのは、絶ぜっっっっ対たいに止やめてくれ！」




　レンから詳くわしく話を聞いてみると、トリシアはため息をついた。

　人間形けい態たいのカナルは、服屋に入るまではまあまあ大人おとなしかった。

　だが、色とりどりのたくさんの服を見た途と端たん、カナルは興こう奮ふんして変身し、ところ構かまわず走り回ってそこいら中の服を咬かみ破やぶったのだ。

　どうやら、それで寝ね床どこを作ろうとしたらしい。




「こいつ、絶対にバカだ！」

　服代の弁べん償しようで破は産さんしたレンは怒ど鳴なった。

「バカ犬、バカ犬、バカ犬～っ！」

「ガルルルルゥ！」

　カナルは唸うなった。

「寄るな、このボロ雑ぞう巾きん！」

　しっしと手を振って追い払はらおうとするレン。

「ボロ雑巾じゃない！」

　ガブッ！

「ってええっ！」

　カナルはレンのお尻しりに咬かみついた。

　それも、人間の格かつ好こうのままだ。

「バ、バ、バ、バ、バカ！　放はなせーっ！」

　走り回るレンのお尻に牙きばを食い込ませたカナルは、絶対に放すものかという顔である。

「ここの番犬には……いいかねえ？」

　セルマは吹ふき出しそうになるのを必ひつ死しで堪こらえる。

「カナル、お止やめ」

　仕し方かたなしにトリシアは言った。

「咬みついちゃ駄だ目めって、教えたでしょ？」

　検けん査さしてみて分かったことだが、幸さいわい、カナルの唾だ液えきには、ライカントロピーの病びよう原げん菌きんは含ふくまれていなかった。

　菌が突とつ然ぜん変へん異いで無む力りよく化かしたのだろう。

　カナルからの二に次じ感かん染せんはない。

　でなければ、例たとえ相手がレンでも、トリシアは慌あわてているところだ。

「だって、レンの奴やつが……」

　カナルは口を尖とがらす。

「あれでも一いち応おう年上なんだから、呼よび捨すてにしない」

「うん……分かった」

　カナルは不ふ服ふくげだったが、うなずいた。

「トリシア……薬くすり塗ぬって……」

　四つんばいになったまま、レンが呻うめく。

「今、ここでパンツ下おろしてお尻見せたら、殺すからね」

　医者とは思えない、トリシアの不ふ穏おん当とうな発はつ言げん。

「……やめます」

　レンはベルトに伸のばしかけた手を引っ込めた。

「カナル」

　トリシアは改あらためて振り返った。

「もう絶ぜつ対たいに人を咬かんじゃ駄目。これは約やく束そくよ。約束を破やぶったら、もうここでは暮くらせなくなるからね」

「……はい」

　一いつ緒しよに暮らせなくなると聞いて、カナルは泣きながら約束した。

　これでひと安心。

　トリシアは、ほっと息をついた。




　しかし、ことはそう簡かん単たんにはいかなかった。

「大たい変へんだよ！」

　セルマが息急せき切って飛び込んできたのは、数日後。

　午後の診しん療りよう時間の真まっ最さい中ちゆうだった。

「どうしたのよ、セルマさんまで、キャットの〝大変〟病がうつったの？」

　子供のハリネズミに目薬を差してやりながら、トリシアは眉まゆをひそめた。

「それどころじゃないよ！」

　セルマはゼイゼイ言いながら、トリシアの腕うでを引ひっ張ぱった。

「カナルが……カナルが人を襲おそったんだよ！」

「場所は!?」

「東の海うみ燕つばめ通りの質しち屋やの前だよ！　あ、ちょっと！」

　トリシアは診療所を飛び出していた。




「あれ、あなたのところの子だって？」

　キャットは困こまり切った顔をトリシアに向けた。

「カナルはどこ？」

　トリシアは詰つめ寄よる。

「あの店の中。怪け我が人にんと一いつ緒しよに」

　キャットは衛えい兵へいたちが取り囲かこむ質屋を指さした。

　この場の指し揮きに当たるキャットの話では、質屋で交こう渉しようしていた二人の男に突とつ然ぜん、少女が襲いかかったということ。

　質屋の主人は逃にげ出したが、カナルは二人の男とともに質屋に立てこもっていた。

「ねえ、あの子、狼おおかみ憑つきなんでしょ？　今、狼の姿すがたで中をうろついているわよ」

「でも、狂きよう暴ぼうじゃないわ。人を咬まないって約束したもの」

「実じつ際さいはそれで怪我人が出てるのよ」

　キャットは言った。

「いくらトリシアが保ほ護ご者しやだって、傷しよう害がい犯はんは裁さばきの場に出さない訳わけにはいかない。分かってる？」

「分かってるわよ！」

　トリシアは衛兵の包ほう囲いを搔かき分けて質屋の前に出る。

「カナル！」

　店の中に向かってトリシアは怒ど鳴なった。

「出てきなさい！」

　仔狼が、窓まどから顔を出した。

「お姉ねえちゃん？」

「どうして約束破やぶったの!?」

「だって！」

「だっても何もない！　約束は約束でしょ！」

「聞いてよ、お姉ちゃん！」

　カナルは何かを訴うつたえようとしているが、頭に血が昇のぼったトリシアの耳には入らない。

（あの子、あんなに何度も約束したのに！）

　込こみ上げてくる怒いかり。

（あんなに約束したのに！）

「だったら、まず二人を放はなして出てらっしゃい！　約束を破ったらどうなるか、何度も聞かせたわよね！」

「……もう、一いつ緒しよに暮くらしてくれないの？」

　カナルの声が震ふるえる。

「当たり前でしょ！　約束を破ったのはそっちなんだからね！　泣きたいのはこっちよ！」

　トリシアは叫さけんでいた。

「二人を放しなさい！」

「……いやだ」

　仔狼は窓から首を引っ込めた。

「人間なんか大だい嫌きらいだ！」

　悲ひ痛つうな叫びとともに、男たちの悲ひ鳴めい。

　騒さわぎを聞きつけて集まっていた野や次じ馬うまたちも騒そう然ぜんとなる。

「カナル……？」

　自分が少女を追い詰つめてしまったことに気づき、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくすトリシア。

「一いつ刻こくの猶ゆう予よもないわね」

　キャットは衛兵に突とつ入にゆうの準じゆん備びを命めいじた。

「トリシア、下がって！　残ざん念ねんだけど、中の二人を見殺しにはできない」

　衛兵たちは弓ゆみを構かまえ、配はい置ちにつく。

　トリシアは突つき飛ばされ、後方に押しやられた。

　完全に、部ぶ外がい者しや扱あつかいである。

　と、そこに……。

「パット、セルマがこれ」

　診しん療りようカバンを持ったレンがやってきた。

「カナルは？」

「知らないわよ！」

　トリシアは背を向けてうつむいた。

「……どうしよう、あの子……殺される」

「へっ？」

「カナルが、殺されちゃうのよ！」

　トリシアは振り返り、レンの腕うでをギュッとつかんだ。

「どうしよう、わたしのせいなの！　わたしがキツいこと言ったから！」

「トリシア？」

　レンは戸と惑まどう。

「弓隊、前へ！」

　キャットの声。

　衛兵たちは一いつ斉せいにこれに従したがう。

「……これ、持ってて」

　レンは、診療カバンをトリシアに渡した。

「……？」

「身の軽いのが身しん上じようだからね」

　と、言うなり、レンは質しち屋やに向かって走りだす。

「おっ？」

「誰だれだ？」

　という野次馬たち。

　レンは周まわりが反はん応のうできないうちに、衛兵たちの隙すき間まを簡かん単たんにスルリと通り抜ぬけた。

「何やってるのよ、あいつ！」

　引き絞しぼられた弓の前を横よこ切ぎるレンに、キャットは慌あわてる。

「みんな、射うつの待って！」

　すると……。

「そらっ！」

　バンッ！

　レンは窓まどを破やぶって、店の内ない部ぶに飛び込んだ。

　その中には、男が二人と、狼おおかみが一匹ぴき。

　太った男の首くび筋すじに、牙きばを突つき立てようとしていた狼が振り返る。

「レン？」

　と、カナル。

「ほら、こっちに来いよ、犬！」

　飛び込んだ拍ひよう子しにあちこち打ったレンは、痛いたみを堪こらえて手を差しだす。

「寄るな！」

　カナルは吠ほえる。

「あたしのこと嫌きらいなくせに！」

「そうだよ。だけど、お前が死んだら、パットが泣くだろうが」

「お姉ちゃんも、あたしのこと嫌いだもの！」

「な訳わけないだろう。僕よりずっと大だい事じにされてるくせに」

　レンは一歩、足を踏ふみだした。

「来るな！」

「ほら、おいで」

　もう一度、鼻はな先さきに手を伸のばすレン。

　だが……。

　ガブッ！

　カナルはその腕うでに咬かみついた。

　鋭するどい牙が深く食い込む。

「つっ！」

　レンはその腕を引っ込めなかった。

　そのまま、動こうとせずにじっとカナルの目を見つめる。

　カナルは口を放はなした。

「痛く……ないの？」

「痛いに決まってるだろ」

　レンは笑って見せる。

　本当は、泣いて転ころげ回りたいくらいなのだが。

「でもさ、パットの気持ちはこんなもんじゃないぞ」

「お姉ちゃんの……気持ち？」

「約やく束そくを破やぶられたんだよ。約束が大たい切せつだってこと、バカ犬だって分かるだろ？」

「でも！」

　と、言いかけてカナルは止やめた。

　トリシアさえ聞いてくれなかったのだ、このレンが耳を貸かす訳がない。

　だが……。

「続けなよ、聞いてあげるから」

　レンはうなずいた。

「僕はパットほど短たん気きじゃない」

「レン……」

　カナルは鼻をくーんと鳴ならすと、小さな脚あしでチョコチョコとレンの前までやってきた。

「あの二人……。あの二人が……父さんと母さんを殺したの」

　仔こ狼おおかみは血ち塗まみれの二人に顔を向けた。

「何だって？」

　レンは自分の聞いたことが信じられず、もう一度尋たずねた。

「あの二人が、カナルの父さんと母さんを殺したの！」

「…………」

　レンは魔ま旋せん律りつを唱となえ、この会話が外に聞こえるようにした。

「続けて」

　少年は促うながす。

「あの二人、覚おぼえてる。あたしたちの家にきて、泊とめてって言ったから、父さんが泊めてあげた。そうしたら、夜中に起きだして……」

「う、噓うそだ！」

　太った方の男が、起き上がって怒ど鳴なった。

「証しよう拠こはあるのか、証拠は！」

　もうひとりも、同じように喚わめき立てる。

「あの腕うで輪わ」

　カナルは、前まえ脚あしをカウンターの上に置いてある腕輪に向けた。

「この男たちが、この店でお金にしようとしていた。散さん歩ぽしてて、カナル、偶ぐう然ぜん見つけた」

「それで……襲おそいかかったのか」

　レンは腕輪を手に取った。

　いくつも宝石が埋うめ込まれた、結けつ構こう高そうな品だ。

「これ、あなたたちの？」

「そうだ！　だが盗とう品ひんじゃない！」

「買ったものだ！」

　と、二人。

「それは母さんの物！　お婆ばあさんの形かた見みだって言っていた！」

　カナルが牙きばを剝むく。

　店の外では、この会話にトリシアやキャットが耳を傾かたむけている。

（わたし、どうして聞いてあげなかったんだろう、あの子の話を……）

　トリシアは、ギュッと握にぎったこぶしを口元に当てていた。

「ともかく、ここを出よう」

　レンは仔狼を抱だき上げた。

「うん」

　カナルは今度は大人おとなしく従したがう。

「パットを心配させるなよ、バカ犬」

　レンはカナルの頭をゴシゴシと乱らん暴ぼうに撫なでた。

「うるしゃい、レンの大バカ」

　そう言いながらも、カナルはレンの腕うでに抱かれて質しち屋やから出てくる。

　それを見たキャットや衛えい兵へいたちは、安あん堵どのため息をついた。

「……ありがとう、レン」

　トリシアは、カナルごとレンを抱き締しめた。

「あなたのお陰かげで、カナルが無ぶ事じだった」

「……パット、腕がすっごく痛い」

「ああ、ごめん！」

　トリシアは慌あわてて離はなれる。

「トリシアお姉ちゃん……約束破やぶってごめんなさい」

　カナルは人間に戻もどって、二人の間に立った。

「こっちこそごめんなさい、カナル。ちゃんと話を聞いてあげればよかったんだよね」

「あたし、お姉ちゃんと暮くらしたいよ」

「わたしも、カナルと一いつ緒しよがいい」

　二人は笑った。

「……パット、中の二人を」

　レンはトリシアに腕うで輪わを渡す。

「う、うん」

　トリシアはレンの腕も心配だったが、身み内うちは後あと回まわしと自分に言い聞かせ、レンが持って来てくれた診しん療りようカバンを手に取った。

　ところが……。

「くっそ～、あの化ばけ物ものが！」

　怪け我が人にんの二人は、殊ことの外ほか、元気そうに質屋から出てきた。

「お前か！　この化け物の保ほ護ご者しやは！　何の罪つみもない俺おれたちに咬かみつきやがって、この始し末まつ、どうつけてくれるんだ！」

　血だらけの二人は、非ひ難なんの矛ほこ先さきをトリシアに向けた。

「化け物だと！」

　突つっ掛かかろうとするレンを、トリシアは制せいした。
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「……本当にこれ、この子の母親から盗とったものじゃないのね？」

「あ、当たり前だ！　これは何年も前に、れっきとしたヴィントールの店で手に入れたもんだ！　その化け物は、似にたヤツと間ま違ちがえてるんだ！」

　と、太った男。

　もうひとりの方も大きくうなずく。

「そう……それはお気の毒どくね」

　トリシアは心しん底そこ残ざん念ねんそうに頭を振った。

「ど、どういうことだ!?」

「この子は狼おおかみ憑つきっていう病気なの。咬まれると、数日のうちに八割は死ぬわ」

　二人の顔が蒼そう白はくになった。

「お前、医者だろ！　何とかしてくれ！」

　太った男とその相あい棒ぼうは、トリシアの白はく衣いにすがりついた。

「唯ゆい一いつ、助かる道があったんだけど……」

　トリシアは眉まゆをひそめる。

「そ、それは？」

　声を揃そろえる二人。

「この子の母親の腕輪。あれには、魔ま法ほう使いだった母親がかけた魔法がこもっていて、腕にはめて念ねんじると狼憑きが治なおるのよ」

「……！」

　二人の男たちは、腕輪の奪うばい合いを始めた。

「寄よ越こせ！」

「俺が先だ！」

「これは俺が盗とったんだぞ！」

「あの家に目をつけたのは俺だ！」

「そもそも、お前があの小こ娘むすめを見み逃のがすから！」

　自みずからの罪つみをさらけ出すその醜みにくい争あらそいに、野や次じ馬うまたちも呆あきれ果はてる。

「……噓うそよ。この子には、人に感かん染せんする菌きんはないわ」

　しばらくして、トリシアは言った。

「へっ!?」

　男たちは腕輪をつかんだまま硬こう直ちよくした。

　ようやく、自分たちが何を言ってしまったかに気がついたのだ。

「そんな……」

　二人はへたり込んだ。

「あなたたちは死なないわ、その罪つみが裁さばかれるまではね」

　トリシアは、キャットに合あい図ずした。

「この人たちを……」

「分わかったわ、罪は厳きびしく償つぐなわせるから。あと、その子は連つれて返ってもいいよ」

　キャットは衛兵たちに命じ、二人を詰つめ所まで引ったてていった。

　その背せ中なかが心なしか浮うき浮きして見えるのは、久ひさしぶりのお手て柄がらだからだろう。

「……カナル」

　トリシアは膝ひざを抱かかえて泣いている少女に手を差し伸のべた。

「帰ろ、うちへ」

「……トリシア、トリシアもカナルが嫌きらい？」

　カナルは涙なみだと鼻はな水みずで汚よごれた顔を上げた。

「馬ば鹿かね」

　トリシアはそっと目ま蓋ぶたに口づけする。

「お姉ちゃんにそんなことを聞かないの」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「本当に、本当にいいの、マルテさん」

「ええ」

　マルテはニッコリと笑った。

「うちの子に、いいお姉さんが欲ほしかったの」

　マルテはトリシアに、カナルを預あずかると申し出たのだ。

「大変だよ。うちの給きゆう料りよう高くないんだし……」

「トリシアさん」

　マルテは真ま顔がおになった。

「知ってるんですよ、あなたが無む理りをして、自分の分よりも私にたくさんお給料をくれていること」

「それは……まだロッテちゃんも小さいし」

　トリシアは顔を赤らめる。

「だから、たまには私にもいい格かつ好こうさせてください」

「ありがとう」

　カナルがトリシアの白はく衣いの袖そでを引ひっ張ぱった。

「……あたし、マルテおばちゃんの子になるの？」

　マルテは膝ひざを曲げ、カナルと視し線せんの高さを合わせる。

「そうよ。今晩から、うちでご飯はんを食べるの」

「お姉ちゃんの……妹いもうとじゃなくなるの？」

「そんなことはないわ。カナルちゃんは、トリシア先生の妹で、私の娘むすめ」

　カナルの顔がパッと輝かがやいた。

「うん、それいい！」

「良かった」

　マルテはカナルを抱だき締しめた。

「これで、丸く収おさまったね」

　セルマはうなずき、ドンッとレンの背中を叩たたく。

「ほら、あんたも諦あきらめて仲なか良よくするんだよ！」

「まあ、いいか。これでも多た少しよう可愛かわいいところ……あるのかな、本当に？」

　右手にグルグルと包ほう帯たいをまいたレンは、渋しぶ々しぶ、左手を差し出した。

「仲直りだ、犬っころ。……お手！」

「……そうだね」

　カナルはニッと笑うと……。

　ガブッ！

　その手に咬かみついた。

「よろしく、レンお兄にいちゃん！」










　カルテ４　殺さつ人じん、犯はん人にん、アンリ先生!?




　レミュザンの特とく使しであるトレバスは、敗はい北ぼく感かんに苛さいなまれていた。

「四人の候こう補ほ者しやの中でも、最もつとも高こう貴きな身み分ぶんであるこの私が何な故ぜこのような仕し打うちを……」

　彼は部へ屋やの中を行ったり来たりしながらつぶやいた。

　国内では王おう子じということで逆さからう者のいないトレバスも、このアムリオンでは勝かつ手てが違ちがった。

　王女には相あい手てにされず、他の婚こん約やく者しや候補からも見くびられていたのだ。

　トレバス自じ身しんは、気け高だかい振ふる舞まいだと思っている、一いつ般ぱん市し民みんを見み下くだしたような態たい度どと高こう圧あつ的てきな言げん動どう。

　それらは、貴き族ぞくや王族としては珍めずらしいものではなかったが、アムレディアにとっては侮ぶ蔑べつの対たい象しようでしかなかった。

　奴ど隷れいの解かい放ほうに熱ねつ心しんなことで知られるハラルドや、人じん心しんをつかむことに長たけたレグナー、それに踊おどり子の心を射い止とめたクラヴァンなどと比ひ較かくすると、トレバスは悪い意い味みで目め立だっていた。

　その上、今夜はクラヴァンに叩たたき折おられた前まえ歯ばが痛いたむ。

「き、気分が悪い！　シド！　シドはおらんか！」

　トレバスは鞭むちを手に従じゆう者しやのひとりの名前を連れん呼こした。

　憂うさ晴ばらしに従じゆう者しやを鞭打とうというのだ。

「シドッ！」

　背はい後ごで扉とびらの開く気け配はい。

「おお、シド！」

　トレバスは鞭をしごきながら振ふり返る。

　だが……。

「……？」

　そこに立つ人物を見た時、トレバスの表情が変わった。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　ゴウッ！

　傲ごう慢まんな王子の身体からだは紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包つつまれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「えっ！　王おう城じようで火か事じ!?」

　深しん夜やの診しん療りよう時じ間かんも終わりに近づいた頃ころ、フェリノールが診療所に現あらわれた。

「北の塔とうに火の手が見える。私はこれから王城に向かうが、怪け我が人にんが出ている可か能のう性せいもある」

　こんな時にもアールヴは冷れい静せいである。

「分わかりました！」

（ごめんね、ダイエットの相そう談だんはまた今こん度どにして）

　トリシアは目の前の椅い子すに座すわったデブ猫ねこに謝あやまると、診療カバンに薬くすりや包ほう帯たいを詰つめ込こむ。

「マルテさん！　あとお願ねがい！」




　トリシアはフェリノールとともに堀ほりを渡って王城に入ったが、内ない部ぶは大だい混こん乱らんだった。

　煙けむりはここまでは来ていないが、どことなく焦こげ臭くさい。

　衛えい兵へいや従者たちが、水みず桶おけを持って右へ左へと走り回り、火の手はどこだと怒ど鳴なっている。

　女によ官かんや女召めし使つかいたちは、どこに避ひ難なんしてよいのか分からずに、泣きながら回かい廊ろうに立ち尽つくす。

　トリシアは、手て当あたり次し第だいに人を捕つかまえては被ひ害がいの様よう子すを尋たずねたが、誰だれひとり満まん足ぞくには答えられなかった。

「こうも醜しゆう態たいをさらすとは……」

　フェリノールは北の塔に向かって大おお股またで歩きながら苦にがい顔になる。

「ここの指し揮きを執とっているのは、アムレディアではないな」

「そうですね」

　トリシアはうなずいた。

　案あんの定じよう……。

「ほらほらほら！　あっちに急いで！　じゃなかったこっちから！　水はどこよ！　もっと汲くんできて！」

　北の塔の前で、衛兵に檄げきを飛ばしていたのはキャットだった。

「待ちなさい、馬ば鹿かっ！　それは油でしょ！……えっ、違ちがうの!?」

　現げん場ばの混乱の原げん因いんはこれである。

　最さい上じよう階かいの窓まどからは、依い然ぜん、もうもうと黒い煙が噴ふき出している。

　消しよう火かは遅ち々ちとして進んでいないようだ。

「…………」

　トリシアはこめかみを押さえて座すわり込んだ。

「頭ず痛つうの薬くすり、あるか？」

　フェリノールも頭を振ふった。

「ああっ！　二人とも来てくれたのね！　助かった～っ！」

　現場を混乱に陥おとしいれている第一原因は、トリシアたちの姿すがたを認みとめると安あん堵どの表情を見せる。

「助かった～、じゃないわよ！」

　トリシアはつかつかとやってきて、第二王女の額ひたいをペチッと叩たたいた。

「全ぜんっ然ぜん、収しゆう拾しゆうがついてないじゃない！　アムはどうしたのよ!?」

　アムレディアが陣じん頭とう指揮に立てば、王城の者たちは一いつ糸し乱みだれぬ働はたらきを見せるはず。

　この程てい度どの火か災さいなら、とっくに沈ちん下かさせているところだ。

　なのに、完かん全ぜんに力不ぶ足そくのキャットが、どうしてこの場にいるのだろうか？

「んもう、痛いな～」

　キャットはおでこを擦さすった。

「アム姉ねえ様さまは、父とう様さまが出してくれないのよ。で、この私の出で番ばんって訳わけ」

「な～にが出番よ！　レンやアンリ先生は？」
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「ほお～、やっぱりレンのことも心しん配ぱい？」

　ニヤニヤするキャット。

「……フェリノール、王女の首って絞しめていいもの？」

　トリシアは静かに尋たずねる。

「一いち応おう、やめておけ」

　と、フェリ。

「何よ、その一応って!?」

　キャットはブスッと膨ふくれて言った。

「……先生たちは中よ」

「じゃあ、わたしたちも」

「負ふ傷しよう者しやがいるかもしれないな」

　トリシアとフェリノールはうなずき合う。

「あ、ちょっと！　待ちなさいってば！」

　キャットの制せい止しを無む視しし、アールヴと女じよ医いは塔とうの中に入っていった。




「派は手でにやってくれた」

　アンリは業ごう火かが渦うず巻まく前ぜん方ぽうに、すっと手を差し出して魔ま旋せん律りつを唱となえた。

　炎ほのおは白い霧きりに包つつまれると、シュウウウウッという音を立てて消えてゆく。

「これ、放ほう火かですか？」

　支し援えん役やくに回ったレンが煙けむりにむせながらも、アンリが消し残した小さな炎を消しよう滅めつさせる。

「石いし造づくりの建けん造ぞう物ぶつにしては、火か勢せいが強つよ過すぎるとは思わないか」

　アンリは慎しん重ちように足を踏ふみだし、螺ら旋せん階かい段だんを上へと進む。

「この先にあるのは？」

「ええと。……レミュザンの特とく使しと、その随ずい員いんの部へ屋やになってますけど？」

　レンは、キャットから受け取った走り書きを見る。

「特使は避ひ難なんしたかな？」

「見ませんでしたけど」

「……ここで待っているんだ」

　アンリはその場にレンを残し、階段を上のぼった。

　もともと、水の魔ま法ほうを得とく意いとするアンリは、魔旋律の水すい壁へきで炎を遮さえぎりながら進む。

　螺旋階段を上った先は、最上階。

　そこで魔ま道どう士しが目にしたものは、やはり若いレンには見せられないような光こう景けいだった。

　回かい廊ろうに転ころがる、いくつもの黒くろ焦こげの死体。

　おそらくは従じゆう者しやたちのものだろう。

　背せ中なかの方が焼け方がひどいのは、逃げようとしたところに炎を浴あびた証しよう拠こである。

「炎を……浴びた？」

　アンリは眉まゆをひそめた。

　突つき当たりの部屋には、最もつとも無む残ざんに焼け焦げ、捻ねじれた遺い体たいがあった。

「トレバス……」

　手に残った炭たん化かした鞭むちの柄つかが、身み元もとを明らかにしている。

　アンリは死体検けん分ぶんは後に回し、とりあえず火を消そうと考えた。

　避難は終わり、生せい存ぞん者しやがいないと分わかれば、多た少しようの荒あら療りよう治じも可能である。

「静かなる水の理り法ほうが、猛たけき炎を制せいする……」

　魔旋律が律りつする〝呪じゆ波は〟の波は動どうが、空くう間かんを歪ゆがめた。

　一いつ瞬しゆん後ご、この階全体が膨ぼう大だいな量の水に包まれる。

　激はげしい火勢も、これだけの水に吞のみ込まれては、蠟ろう燭そくの先の小さな炎と変わりがない。

　水は窓まどから噴ふき出し、螺旋階段を滝たきと化して全階の火を消してゆく。

「これで終わり」

　アンリはすべての火が消えたことを確かく認にんすると、〝呪波〟を解といた。

　あれだけの水が、幻まぼろしのように消え失うせる。

「……あっ、忘れてた」

　アンリは自分の額ひたいを叩たたいた。

　存そん在ざいを忘れられたレンは、階かい段だんの一番下まで流されて、目を回してのびていた。




「いい気き味みよ。普ふ段だんからおちゃらけているから、こういう目に遇あうんだわ」

〝星ほし見みの塔とう〟の医い務む室しつで、レンの膝ひざに傷きず薬ぐすりを塗ぬりながらトリシアは言った。

　あの時、フェリノールとトリシアも塔の中にいたのだが、フェリノールが〝呪波〟を感じて、とっさに近くの部屋に飛び込んで扉とびらを閉めたのだ。

　流されるようなドジを踏ふんだのはレンだけだ。

「先生～、あんなこと言ってますよ～」

　レンはアンリに訴うつたえた。

「いやあ、悪かった」

　アンリは謝あやまる。

「つい、他ほかに考え事ごとをしていたものだから」

「考え事って……あの？」

「違ちがうよ」

　少女が何を思い浮うかべたのかを察さつして、アンリは頭を振ふる。

「アムのことじゃない。あそこにあった焼しよう死し体たいのことだ」

「焼死体？　トレバス特とく使しのですか？」

　アンリは真ま顔がおになってうなずいた。

「骨ほねまでが短時間で焼かれていた。普ふ通つうの火か事じではありえない高こう温おんだ」

「そんな高温っていうと……」

　レンが腕うでを組んで考え込む。

「火か山ざん？　火山は街まちの中にはないし……。竜りゆうの息？　竜もいないな……」

「魔法、よ。馬ば鹿かね」

　トリシアが肘ひじで小こ突づく。

「なんだよ、ちょっと場を和なごませようとしただけじゃないか」

「あんたの頭が和み過すぎなの！」

「まあ、それはそれとして……」

　アンリは眉まゆをひそめる。

「最後の魔法院が世せ俗ぞくとの接せつ触しよくを断たって、もう数すう世せい紀きになる。少なくとも、この国には僕か、〝星見の塔〟の生せい徒と以外に魔法を使えるものはいないはずなんだが」

「でも、妖よう術じゆつ師しがいる国もありますよ」

　レンは異いを唱となえる。

　妖術師とは、古こ代だいの呪じゆ法ほうを現げん代だいに伝つたえる存そん在ざい。

〝呪波〟を限げん定てい的てきにしか使えず、使える魔法も多くはないが、分ぶん野やによっては優すぐれた能のう力りよくを示しめす場合もある。

「それに、妖よう精せいも魔法を使えます」

　と、トリシア。

「妖術師はこれほど強力な攻こう撃げき魔法は使えない。妖精は、そもそも人間を傷きずつけようなどとは思ってもみないだろうね」

「……先生、何か嫌いやな想そう像ぞうしてません？」

　トリシアは信じられないといった表情になる。

「まさか？」

「そう疑うたがう人間が、きっと出てくるだろうね」

「どういうこと？」

　レンはトリシアとアンリの顔を見み比くらべた。

「わたしたちや〝星見の塔〟の生徒の中に、トレバスを殺した人間がいるって思われるかも知れないってこと」

「そうか～」

　唸うなるレン。

「そうなると、一番の容よう疑ぎ者しやはトリシアだね」

　ゴンッ！

「一いつ体たい、何を言い出すのよ！」

　トリシアのこぶしがレンの頭に落ちた。

「だってさ」

　レンは目に涙なみだを浮うかべる。

「エリエットさんの一件で、君きみ、あいつにかなり腹はら立たててたじゃないか。それに、あいつは王女様の婚こん約やく者しや候こう補ほだろ？　先生と王女様のことを思いやった君は、手を汚よごすのは自分だけでいいと心に決め、夜中、ひとりで北の塔とうを訪おとずれて……」

「ば、馬鹿！」

　アンリの前でそんな話をされ、トリシアの顔は真まっ赤かになる。

「そんなこと言ったら、あんただって怪あやしいじゃない！」

「僕が？」

「そうよ！　わたしが犯はん罪ざい者しやになるのを恐おそれたあんたが、わたしが殺す前にトレバスを亡なき者にしようと……」

「なんで君のためにそこまでやらなきゃいけないんだよ!?」

　レンはドンと机つくえを叩たたいた。

「やってくれないの!?」

　トリシアも、ドンとやり返す。

「へえ、やってくれないんだ、そうなんだ！」

　何だか痴ち話わ喧げん嘩かのようになってきた。

「君たちということはあり得えない。〝星見の塔〟の他の生徒ということもね」

　アンリは話を本ほん筋すじに戻もどした。

「術じゆつ者しやは二度、同じ魔法を使っている。高こう温おんの火か炎えんを噴ふん射しやする攻こう撃げき呪じゆ文もんだ。だが、これを二度使えるだけの精せい神しん力りよくは、君たちにはない。そうした能のう力りよくがあるのは……」

「先生だけ……か」

　レンは頭を搔かいた。

「でも、先生を疑うような人はこの国にはいませんよ」

　トリシアは自じ信しんを持って笑った。

「だって、あんなひどい時代からこの国を救すくったの、先生じゃないですか。みんな、そんなに恩おん知しらずじゃないです」

　その時だった。

　乱らん暴ぼうに医い務む室しつの扉とびらをノックする音がした。

「誰だれだろ？」

　レンが行って、扉の閂かんぬきを外はずす。

　すると……。

「何すんだよ！」

「どけ！」

　レンを押おし退のけ、長なが柄えの武ぶ器きを手にした完かん全ぜん武ぶ装そうの衛えい兵へいたちが医務室になだれ込んできた。

　総そう勢ぜいで二十人ほど。

　衛兵たちはアンリやトリシア、そしてレンに武器の切っ先を突つきつけた。

「ステインアドラーのアンリ！　お前を拘こう束そくする！　抵てい抗こうするな！」

　隊たい長ちようらしき男が命めいじた。

「一体、何の根こん拠きよがあるんだよ！」

　レンが怒ど鳴なる。

「うるさいぞ、小こ僧ぞう！　匿とく名めいの手紙が送られてきたんだ！　嫉しつ妬とに狂くるった成なり上がりの魔ま道どう士しが、魔法で特とく使しを焼き殺したのだとな！」

「そんなもので！」

　トリシアは愕がく然ぜんとした。

「なら、他の誰にこんな真ま似ねができる！」

「そ、それをこれから……」

　レンは口くち籠ごもる。

「ごちゃごちゃ抜ぬかすと、お前たちも共きよう犯はんで捕とらえるぞ！」

　隊長はレンに向かってこぶしを振ふり上げた。

　その時。

「子供たちは関係ないでしょう。暴ぼう力りよくを振るったり、武器を突きつけるのは止やめなさい」

　アンリは静かに言った。

「そうすれば大人おとなしく従したがいますよ」

「何だと！」

　振り返った隊長の表情が強こわばった。

　周しゆう囲いの空気がアンリを中心に歪ゆがみ、七色の光を帯おびていたのだ。

〝呪じゆ波は〟を増ぞう幅ふくする魔ま道どう器きや魔ま旋せん律りつを使わずとも、これだけ圧あつ倒とう的てきな力を操あやつれるのである。

「……わ、分かった」

　衛兵の隊長は、ゴクリと唾つばを吞のみ込んでうなずく。

　レンとトリシアは人ひと質じちのつもりだったが、もし、アンリが本気になれば、そんなものは意い味みがない。

　王おう都と中の衛兵が束たばになっても手も足も出ないどころか、王都を焦しよう土どと化すことさえできるのでないか。

　そう思うと、隊長のこめかみから冷ひや汗あせがしたたり落ちる。

「……子供たちを放はなせ」

　隊長の命令に、衛兵たちは従った。

「あんたたち！」

「お前ら！」

　自由になったトリシアとレンは、魔旋律を唱となえる。

「止やめるんだ！」

　アンリの鋭するどい声が飛んだ。

「……僕はそういう魔法の使い方を教えたかい？」

「先生……」

　二人はうなだれた。

　トリシアの手から迸ほとばしろうとしていた紫むらさきの稲いな妻ずまが、ふっと消える。

　アンリはニッコリと微笑ほほえむと、隊長を振り返った。

「さあ、行きましょうか？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　アンリが拘こう束そくされたとの報ほうは、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに衝しよう撃げきをもたらした。

「フェリ、行くよ！」

　セルマは裏うらから巨大な弓ゆみを取り出してくると、アールヴに声をかけた。

　傭よう兵へい時代に使っていた大弓は、岩さえ砕くだく力を持つものだ。

「どこへ？」

　フェリノールは落おち着ついた口く調ちようで尋たずねる。

「決まってるだろ！　薄はく情じような男だね！」

　セルマはドンと床ゆかを踏ふみ鳴ならした。

「王おう城じように乗り込んで、アンリを救たすけ出すんだよ！」

「それをアンリが望のぞんでいると？」

「そ、そりゃあ」

　途と端たんにセルマはシュンとなった。

「……その気なら、ひとりで逃にげられるよね」

「彼はアムレディアと同じ種しゆ類るいの人間だ。この国のために自分を捨すてる気なのだよ」

　フェリノールは珍めずらしく、杯さかずきに葡ぶ萄どう酒しゆを注ついでいた。

「もし、アンリが捕つかまることを拒こばめば、どうなると思う？」

「どうって言われても……」

　セルマは口ごもる。

「アムリオン国民は、アンリが王室付きの魔道士だから罪つみを免めんぜられたのだと思うだろう。アムレディアが必ひつ死しになって打うち建たてたアムリオンの法ほう体たい系けいは、力のある者の前では無む意い味みだということを示しめすことになる。金かねと暴ぼう力りよくが国を支し配はいしたあの時代と同じ絶ぜつ望ぼうが、再ふたたびアムリオンを覆おおうことになるのだ。それは、アンリの望むところではないだろう？」

　アールヴはふらりと立ち上がり、杯をセルマに差し出した。

「アムレディアは国家の安定のためにその身を捧ささげ、アンリは法と秩ちつ序じよのために命を捧げる訳わけか……」

「それがこの国の仕し打うちなのかい!?　この国の理り想そうのために戦たたかった人間への!?　あたしたちは、何のために命を賭かけたんだよ！」

　セルマは杯をカウンターに投なげつけた。

　棚たなに並ならんだ酒さか瓶びんが砕くだけ、床に飛び散ちる。

「何のためだったのさ……」

「…………」

　フェリノールはそっと彼女の肩を抱だいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　王城の西にし塔とうでは、ヴィントールの大たい使しが抗こう議ぎ文ぶんを書くのに忙いそがしかった。

「この分ぶん量りよう……」

　厚あつく積つまれた羊よう皮ひ紙しに、ビアトリスは目を丸くする。

「こんなもので足たりるか！」

　ハルはいつになく憤いきどおっていた。

「分わからず屋のショーン王め！　あの爺じいさんの血けつ管かんが切れるような屈くつ辱じよくの言葉を並ならべてやる！」

「頭のいい人間のやることって、分からないわ」

　ビアトリスは頭を振ふった。

「あたしなら、直ちよく接せつ行って、殴なぐり飛ばしてやるけど？」

「それだと外がい交こう問もん題だいになるだろう！」

「意い外がいと冷れい静せいなんだ？」

「見ていろ、ショーン！　貴き様さまの判はん断だんの間ま違ちがい、高くつくことを教えてやる！」

「殴り飛ばせば早いのに……」

　ビアトリスは肩かたをすくめた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　アムリオン王城には、古い牢ろう獄ごくがある。

　現げん在ざいは重じゆう要ような未み決けつ囚しゆうだけを収しゆう監かんしておく場所になっているが、かつてはここに囚とらわれたまま、二度と太陽を見られなかった者も多い。

　通つう気き用ようの窓まどもなく、空くう気きは冷たく、湿しめっぽい。

　見回りが来る時以外は、松たい明まつの明かりさえない。

　床ゆかは濡ぬれ、寝しん台だいは藁わらが腐くさって、カビ臭くさかった。

「昔むかしの〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていみたいだな」

　アンリは寝しん台だいに座すわるとつぶやいた。

　今までに何人もの悪あく逆ぎやく非ひ道どうな犯はん罪ざい者しやをここに送り込んだ自分が、今度は入れられる立場になっていることを考えると、小さな笑いが込こみ上げてくる。

　裁さい判ばんまでは、三日ぐらいだろうか？

　レミュザンに送られ、向こうで裁判ということも考えられる。

「しかし、退たい屈くつなのには困こまる」

　誰だれかが面めん会かいに来れば、本の差し入れぐらいは頼たのめるだろうが、恐おそらく、公こう判はんまで面会の許きよ可かは出ないだろう。

　とりあえず、身体からだが半分ぐらい沈しずみ込む寝台に身を横たえ、目を閉とじる。

　そして、かなりの時間が経たった頃ころ……。

「何をしてるの？」

　鉄てつ格ごう子しの向こうで女性の声。

　周しゆう囲いは暗くらく、その姿すがたは見えない。

「それはこっちの台詞せりふだね」

　アンリは起おき上がって魔ま旋せん律りつを唱となえ、小さな明かりを頭ず上じように灯ともす。

　その光に浮うき上がった姿すがたは、地じ味みな外がい套とうで身を包つつんだアムレディアのものだった。

「なぜ、逃にげないの！」

　アムレディアは鉄格子をつかんで詰きつ問もん口く調ちようで言った。

「魔旋律を使えば、昨日きのうのうちに国こつ境きようだって越こえられたでしょうに」

「分かっているだろう？　僕が逃げれば、この国の法がどうなってしまうのか」

「あなたはこの国のために殉じゆんじる義ぎ務むはないのよ」

　王女は唇くちびるを嚙かんだ。

「あなたは……私と違ちがって自由な人なのだから」

「……僕は嫌いやだ」

　アンリはアムレディアの前に立った。

「この国が乱みだれ、また腐ふ敗はいと混こん乱らんと争あらそいに巻き込まれるのを見るのは。トリシアやレンのような、不ふ幸こうな子供たちをもう作ってはいけない」

　貴き族ぞくが国の実じつ権けんを握にぎり、罪つみもない民たみがその横おう暴ぼうに苦しめられていた時代。
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　トリシアとレンは、その中で両親と住む場所を失うしなった子供たちだった。

「……いつもあなたはそう」

　アムレディアは鉄格子の間から手を伸のばした。

　指先がアンリの唇に触ふれる。

「例たとえ、私の命めい令れいでも、聞いてくれないのね」

「あなたの言葉を命令と思ったことは一度もないよ。だけど、今回は駄だ目めだ」

　魔ま道どう士しは王女の白い手を握にぎり返した。

「さあ、もう行って。王女がこんなところにいてはいけない」

　アンリは鉄格子から離はなれた。

　そろそろ見み張はりが回ってくる時間だ。

「さよなら、殿でん下か」

「……お別れです、私の魔ま法ほう使つかい」

　王女は目を閉とじると、牢ろうに背を向け、威い厳げんに満ちた足取りで去っていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どう？何か臭におう？」

　トリシアはクンクンと鼻はなを動かすカナルに尋たずねた。

　ここは北の塔とう。

　火か事じの後あと始し末まつも終わっていないこの塔に、トリシアは仔こ狼おおかみ形けい態たいのカナルを連つれて戻もどってきていた。

　無む論ろん、レンも一いつ緒しよだ。

「……焦こげ臭くさい」

　カナルは言った。

「真ま面じ目めにやれよな、バカ犬」

　レンが耳を引ひっ張ぱる。

「何か変わった臭いがしないかって聞いてるんだろうが」

「イバるな！」

　カナルはレンのすねにガリっと咬かみつく。

「はいはい、揉もめないの！」

　トリシアが手を叩たたいた。

　まるで兄きよう妹だい喧げん嘩かを収おさめる母親である。

「でも、本当に何か変な臭い、感じないかな、カナル？」

「う～ん」

　カナルは人間の姿すがたに戻ると、胡坐あぐらをかいて考え込んだ。

「いろんな臭いはするけど……どれが変な臭いなのか分からない」

「……やっぱ、こいつバカだ」

　レンが決めつける。

「黙だまって」

　トリシアは注ちゆう意いする。

「じゃあ、ここで嗅かいだ臭いを覚おぼえてて、後でもう一度嗅いだら分かるかな？」

「分かる分かる！」

　何度もうなずくカナル。

「じゃあ、ここにはもう用はないわ」

　トリシアはカナルの手を引き、階かい下かに向かう。

「ねえ、パット」

　レンはその背中に声をかける。

「こんなことして何になるのさ？」

「先生は……」

　トリシアは振り返らなかった。

「絶対に逃げない。だから、先生が助かる道はひとつしかない」

「ひとつ？」

　カナルが見上げる。

「わたしたちが、本当の犯人を見つけるのよ！」

「そうかっ！」

　レンはポンと手を打ったが、すぐに難むずかしい顔になる。

「でもなあ、僕たちだけでできるのかな？」

「やるしかないの！」

　トリシアは言い切った。

「セルマさんもフェリノールも諦あきらめ切ってるし、アムは王様の目が光ってて動けないんだもの！　他ほかに誰だれがいるって言うのよ!?」

　その時である。

「あら、ここにいるわよ！」

　塔の一階で、下おりてきた三人の前に飛び出した影かげがあった。

　もちろん、キャットである。

　どうやら、トリシアたちが下りてくるのを隠かくれて待っていたようだ。

「……戦せん力りよく外がいだね」

「っていうか、足あし手でまとい？」

　レンとトリシアは、ため息をつく。

「な、な、な、なによ、その顔は！」

　キャットは頰ほほを膨ふくらませた。

「……さてと、次は何をしようか？」

「そ、そうねえ、トレバスが死んで、誰が得とくをしたのか考えなくちゃ」

「こら！　そこの二人、無む視しするんじゃない！」

　キャットは両手を振り回す。

「……二人じゃないもん、三人だもん」

　カナルが唸うなった。




　一同はいったん、診しん療りよう所じよに戻もどった。

　すると……。

「トリシア、これ？」

　レンはつぶやくように言った。

　そこにはすでに、多くの妖よう精せいや、動物たちが集まっていたのだ。

　さらに、魔法学校の生徒たちにフェリノールやセルマ、それにハル大たい使しやビアトリスの姿すがたもある。

（どうしたの、みんな？）

（みんな、トリシア先生の役に立ちたいんですよ）

　羽は根ねを持った少女の姿をした小妖精が、トリシアの耳元に飛んできて告つげた。

　前に折れた羽根を治なおしてあげた子である。

　他にも、虫むし歯ばを抜ぬいた犬や、難なん産ざんを助けた猫ねこ、不ふ眠みん症しようの鬼おに火びまでやってきている。

（先生は治ち療りよう費ひも取らないで私たちの怪け我がや病気を診みてくれました。今度は私たちが恩おん返がえしをする番です）

　動物たちの鳴なき声が、これに同どう調ちようする。

「先せん輩ぱいたち、どうしてわたしたちには声をかけてくれないんですか！」

　そう不ふ平へいをぶつけてきたのは〝星ほし見みの塔とう〟の生徒たち。

「アンリ先生の弟で子しなのは、みんな同じですよ！」

　トリシアとレンはみんなの手を取った。

　レンは主おもに女の子だったが……。

「まあ、いつまでも腐くさってる訳わけにはいかないからね」

　と、笑ったのはセルマ。

「アンリは四年間、我われ々われの森でアールヴの一員として暮くらした。同どう胞ほうを救すくえ、とは長おさの勅ちよく命めいだ」

　フェリノールも、いつもの落おち着つきを見せている。

「たまには、ビアトリス流にやるのもいいと思ってね」

　チラリと横の少女を見たのはハル大使。

「どうせ、最後は力技わざだもん」

　ビアトリスは剣けんの柄つかをポンと叩たたいた。

「……みんな、ありがとう」

　トリシアは口元を両手で覆おおった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……で、怪あやしいのは誰だれなのさ？」

「う～ん。筆ひつ頭とうはゼノウィリアのレグナー特とく使しじゃない？」

　セルマの問いに、キャットが意い見けんを述のべる。

「彼にとっては、邪じや魔まな対たい立りつ候こう補ほだもの」

　確たしかに、ハルとクラヴァンが候補から消えて、残る二人が婚こん約やく者しやの座ざを争あらそう状じよう況きようにはなっていた。

　しかし……。

「どうかな？」

　と、ハルが頭を振る。

「実じつ質しつ的てきには、婚約者はもうレグナーで決まりだった。傲ごう慢まん不ふ遜そんなトレバスは、誰の目から見ても失しつ格かくだったからね。レグナーにとっては、殺すほどの価か値ちもないだろう」

「ということは、怨えん恨こんか」

　フェリノールは皮ひ肉にくげに微笑ほほえむ。

「容よう疑ぎ者しやは一気に増ふえるな」

「今、クラヴァンとエリエットに頼たのんで街まちの聞き込みをやってもらっているが、トレバスのいい噂うわさはまったく入ってこないな。逆ぎやくに、レグナーの評ひよう判ばんは最高にいい。彼が王女と結婚することに反はん対たいの声はない」

「……いつの間まに頼んだのよ？」

　と、呆あきれ顔のビアトリス。

「じゃあ、やっぱりトレバスに恨うらみを持つ人間ってこと？」

　レンは頭を搔かく。

「待って」

　トリシアは異い義ぎを差さし挟はさんだ。

「まだ、魔法の問もん題だいが解かい決けつしていないわ。あれだけ強力な攻こう撃げき魔法を使えるのって？」

「ちまたの妖よう術じゆつ師しごときでは不可能、か」

　フェリノールはつぶやく。

「とりあえずはそっちの線だね」

　セルマは言った。

「時間はないけど、足で調べ回るしかないよ。これだけ頭あたま数かずがいるんだ、なんとかなるって」

「そうね」

　トリシアもうなずく。

「みんな、お願ねがい」

　動物や妖よう精せいやそして人間たちは、魔法を使える人物を捜さがしに散っていった。

　トリシアは残ったレンとカナルを振り返る。

「さあ、わたしたちも行くわよ」

「で、どこから当たる？」

「決まってるじゃない」

　トリシアはカナルの手を取った。

「アム王女よ」










　カルテ５　誘ゆう惑わく、真しん相そう、不ふ滅めつの意い志し！




　アムレディア王女は日ひ暮ぐれ過すぎに正せい装そうに着き替がえると、侍じ女じよを連つれて自みずから東ひがし塔とうに赴おもむいていた。

「よろしいですか？」

　迎むかえ入れたレグナーに向かってアムは尋たずねた。

「この世界に、あなたの願ねがいを拒こばめる男がおりますかな？」

　レグナーは、書き物をしていた机つくえから立ち上がり、一いち礼れいした。

「お座すわりください」

　アムレディアは勧すすめられた長なが椅い子すに腰こしを降おろす。

「あなたたちはもういいから」

「はい」

　王女に言われて四人の侍女は退たい室しつした。

　部へ屋やには、二人だけが残される。

「何か、飲のみますか？」

「今は……」

　いったん持った水すい晶しようのグラスを置いたレグナーは、アムレディアの隣となりに座った。

「ショーン王はこのことを？」

「陛へい下かは、あなたに私をと思っておられます。多た少しよう、はしたないとは思っても、止めはしないでしょう」

「ということは」

　レグナーは端たん正せいな顔をアムに近づける。

「私があなたを勝ち得えた、と考えてよろしいのですね？」

「……ええ」

　王女は小さくうなずく。

「しかし、公こう平へいな競きよう争そうとは言えなかったのが残ざん念ねんです」

　レグナーは視し線せんを落とし、アムの手を握にぎる。

「トレバスは死に、クラヴァンは特とく使しを辞じし、ハラルドも自ら候こう補ほを外はずれた。待っているだけで、これほど甘かん美びな報ほう酬しゆうを受けることになるとは、後ろめたい気き分ぶんが残ります」

「どうか、お気になさらないで」

　アムレディアは身を捩よじり、レグナーとの距きよ離りを取ろうとする。

「ところで、ご用よう件けんは？」

　レグナーは尋たずねた。

「私の婚こん約やく者しやとして、ショーン陛下に働はたらきかけていただきたいのです。ステインアドラーのアンリに恩おん赦しやを与あたえるようにと」

「陛下にお話しすることは簡かん単たんですが」

　レグナーは困こまったような表情になる。

「果はたして聞き入れていただけるか？」

「長年手を焼いていた娘むすめが結けつ婚こんに同どう意いしたと聞けば、喜よろこんで受け入れるでしょう」

「本当にそれでよろしいのですか？　あなたの心は、そのアンリという魔ま道どう士し殿どのにあるのでしょう？」

「それでも」

　アムレディアは顔を伏ふせた。

「生きていて欲ほしいのです」

「……分わかりました」

　レグナーはうなずいた。

「できるだけの努ど力りよくはしてみましょう」

「感かん謝しやします、レグナー」

　アムレディアは立ち上がろうとした。

　だが、その手をレグナーは放はなさない。

「……何を？」

「その覚かく悟ごでいらしたんでしょう？　だから、侍女も帰した」

　レグナーはアムレディアの腰こしをグイと引き寄よせた。

「構かまわないでしょう？　いずれあなたは私のものだ」

「……そうね」

　アムレディアは身体からだの力を抜ぬくと、自みずから背せ中なかに手を回して上じよう衣いの紐ひもを解とき始める。

「我われ々われの結婚は、アムリオンとゼノウィリアの両りよう国ごくにとって、決して不ふ利り益えきではありません。両国が連れん合ごうすれば、五ご大だい守しゆ護ご国こくの残りを征せい服ふくできるだけでなく、北ほつ方ぽう帝てい国こくに対たい抗こうすることも可か能のうとなるでしょう」

　レグナーは、アムレディアの剝むき出しの肩かたに唇くちびるをつける。

　ビクンと震ふるえる王女。

　やがて、レグナーの手が太ももの内側へと伸のびる。

「……アムリオンを戦せん乱らんに巻き込むおつもり？」

「戦せん争そうは恒こう久きゆう的てきな平へい和わへの一いつ瞬しゆんの苦しみに過すぎませんよ。それに死ぬのは手て駒ごまどもです。我らではない」

　これが、人当たりの良かったレグナーの本ほん性しようだった。

　アムレディアの瞳ひとみに怒いかりの炎ほのおが灯ともるが、欲よく望ぼうに駆かられたレグナーは気づきもしない。

　ことを急せくあまり、乱らん暴ぼうにアムレディアの服を引き裂さこうと胸むな元もとに手を掛かける。

「あっ、待って！」

　さすがの王女もこれには焦あせる。

　しかし……。

　ガタガタガタッ！

　扉とびらが開いて、先ほどの侍女たちがなだれ込んできた。

「バカ犬！　お前が肩に乗るから！」

「レンがいやらしい目して扉にくっつくからよ」

「あんただって、まんざらでもないみたいだったけど？」

「一番見たがったの、ビアトリスだろ!?」

　四人はその場で言い争あらそいを始める。
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「これはいつかの……」

　レグナーは立ち上がった。

　侍女に扮ふんしていたのは、トリシアとカナル、ビアトリス、そして結けつ構こう、女じよ装そうの似に合あうレンだった。

「ごめ～ん、アム。覗のぞきに夢む中ちゆうになっちゃって、まだ全ぜん部ぶ探してないんだ」

　ビアトリスが手を合わせた。

「まったく……」

　長なが椅い子すから上じよう体たいを起こしたアムは額ひたいに手を当てた。

「そうか……そういうことか」

　レグナーは笑いだした。

「最初から私の注ちゆう意いを引いておいて、その間に家や探さがしして、殺しの証しよう拠こでも探す気だったんですね」

　彼は頭を振ふった。

「だが、そんなものは見つからなかった。最初から存そん在ざいしないのですから」

「あれ～、そう言っちゃっていいのかな？」

　ビアトリスが、ペンとインクを取り出した。

「カナルちゃん、これの臭におい、分かる？」

　カナルは鼻はなをヒクヒクさせた。

「うん。これ、あの手紙と同じ臭い」

「その手紙がこれよ」

　トリシアが取り出したのは、ショーン王の所に送られた匿とく名めいの手紙。

　アンリが犯はん人にんだと訴うつたえたものである。

　トリシアは、これをアムレディアから借かりたのだ。

「この子の嗅きゆう覚かくは、大たい抵ていのものの臭いを嗅かぎ分けられるの。あなたがこの手紙を書いたことは明めい白はくね」

「それが？」

　レグナーは嘲せせら笑った。

「例たとえ、私がその手紙の差さし出だし人にんだとしても、殺さつ人じん者しやとまでは言えまい？」

　その時。

「あれえ、あの人」

　カナルがレグナーを指さした。

「火か事じのあった場所と同じ臭いがする」

　レグナーの顔色がわずかに変わった。

「トレバス特とく使しのところをあの日、訪おとずれたのですか？」

　アムレディアが尋たずねる。

「そのような話は聞いていませんけど？」

「それは……アムリオンとは関かん係けいのない二国間の問題だからですよ」

　レグナーは憎にくしみの目を、カナルとトリシアに向けた。

「それから、あっちの箱はこからも嗅いだことのある臭いがする」

　カナルは執しつ務む用ようの机つくえの上の小こ箱ばこを指さした。

「見せてもらうよ！」

　走るビアトリス。

「ちっ！」

　だが、レグナーの方が一いつ瞬しゆん早く箱をつかんだ。

「それは、人に見せられないものなのですか、レグナー？」

　と、アムレディア。

「ああ」

　とうとう、レグナーは開き直った。

「この箱には……」

　ニヤリと大だい胆たん不ふ敵てきな笑えみを浮うかべると、彼は箱の蓋ふたを開き、中に入っていた羊よう皮ひ紙しの束たばを握にぎる。

「あのトレバスの愚おろか者を焼き払はらったものが、隠かくしてあったのでね！」

　縛しばってあった紐ひもを引き千ち切ぎって、レグナーは羊皮紙を放ほうり投なげた。

　びっしりと古こ代だい文も字じが書き込まれた小さな紙が、部へ屋や中に散る。

「出いでよ！　我わが下僕しもべ！」

　ひらひらと舞まい落ちる羊皮紙が、レグナーの命めい令れいとともにボッと炎ほのおを上げた。

　燃もえ上がる羊皮紙は、一いつ転てんを中心に渦うずをまいて煙けむりを噴ふき出し、集まり始める。

　灰はい色いろの煙けむりは、レグナーとその周しゆう囲いを包つつみ込んだ。

「逃にげる気!?」

　と、ビアトリス。

　だが、レグナーも丸まる腰ごしではない。

　うかつに煙の中に飛び込むほど、ビアトリスは未み熟じゆくではなかった。

　やや下がって、相あい手てが次にどう出るのかを待つ。

　そして……。

「何だよ、あれ!?」

　レンは咳せき込みながら声を上げた。

　薄うすれつつある煙の中から、フワフワと空中に浮かぶ、大きな球きゆう状じようの生き物が現われたのだ。

「ふっ、これが我が呪じゆ術じゆつが生み出した、暗あん殺さつ型がたのアウガ・フリューガだ」

　球きゆう体たい生せい物ぶつの後ろに立ったレグナーは勝ち誇ほこった。

「アウガ……フリューガ？」

　トリシアは眉まゆをひそめる。

　アウガ・フリューガというのは　奴ど隷れいや囚しゆう人じんの逃とう亡ぼう防ぼう止しに使われる監かん視し用ようの人じん工こう生物。

　その球体の表面に散らばる複ふく眼がんで、目ざとく不ふ審しん者しやを捉とらえると、全身を覆おおう短い繊せん毛もうを麻ま痺ひ毒どくの針はりと化して飛ばし、動きを奪うばうのだ。

　だが、トリシアたちの目の前に浮かぶアウガ・フリューガは、繊毛の代かわりに刺とげと管くだを持っていた。

　おそらくは、あの管から炎が噴き出すのだろう。

「トレバスを焼き殺したのはあいつか」

　と、レン。

「落おち着ついてる場合じゃないわよ。今、レグナーの奴やつ、暗殺型って言ってたでしょ？」

　トリシアが注ちゆう意いを促うながす。

「あの丸いの、呼び掛かけてみたけど心がないわ！　見た目は生き物っぽくても、中なか身みは違ちがうのよ！」

「知ってる」

　ビアトリスが剣けんを抜ぬいた。

「アウガ・フリューガには慣なれてるんだ、実は……」

　ヴィントールでは奴隷の管かん理りに使われる、一いつ般ぱん的てきな存そん在ざいだ。

　ビアトリスもある時じ期きは、アウガ・フリューガの監視下にあったのだ。

　動きの鈍にぶさが、弱じやく点てんであることも知っている。

　だが……。

　アウガ・フリューガはブルルと震ふるえると、トリシアたちの見ている前で二つに分わかれた。

「ぶ、分ぶん裂れつ!?」

　トリシアとビアトリスは、顔を見合わせた。

　普ふ通つう、細さい胞ぼうや原げん生せい動物が分裂する時には、大きさはもとの半分になるはずだが、このアウガ・フリューガはそうはならなかった。

　まったく同じ大きさの物が、もうひとつ出しゆつ現げんした感じだ。

「で、でもたった二体なら……」

　ビアトリスがそう言った瞬しゆん間かん、今度は四つになった。

「……もう何も言わないでよ、ビアトリス」

「う、うん」

　今度は八つだ。

「ほら、今、うんって言ったから！」

　レンにまで責せめられるビアトリス。

「ち、ちょっと、みんなあたしのせい？」

　ビアトリスが怒ど鳴なると、十六体になった。

　十六体のアウガ・フリューガは、トリシアたちの周まわりをグルグルと回り始める。

「さて、ここにいる王女以外の皆みなさんには死んでもらうとしよう。王女には、まだ使い道があるからな」

「これだけのことをして、私があなたの思い通りになると、本気で考えているの？」

　アムレディアは言った。

「いいや」

　レグナーは肩をすくめる。

「だが、あの地ち下か牢ろうの魔ま道どう士しの命を、取り引き材ざい料りようにしたらどうかな？」

「……！」

　アムレディアは言葉に詰つまった。

「カナル！」

　トリシアはカナルを部へ屋やの外に押し出すと、扉とびらを閉しめた。

「アンリ先生に報しらせて！　王女様が危あぶないって！」

「分かった！」

　カナルは仔こ狼おおかみの姿すがたになると、廊ろう下かを走りだす。

「追えっ！」

　レグナーの命めい令れいで、後を追おうとするアウガ・フリューガ。

　だが、その前に立ちはだかったのが、ビアトリスである。

「この程てい度どの化ばけ物ものにやられたら、メレ・ルージュの闘とう騎き士しの名が泣くわよ！」

　ビアトリスは正せい眼がんに剣を構かまえる。

「馬ば鹿かが！」

　レグナーは、別の一体のアウガ・フリューガを窓まどから外に放ほうった。

「出口はひとつではない！」

「しまった！」

　と、レン。

「こうなると、こいつらを全部、叩たたき潰つぶすしかないね」

「言うじゃない、少年」

　ビアトリスは笑う。

「よし！　背せ中なかは君きみに任まかせた！　トリシア、あんたは王女を守って！」

「はい！」

　トリシアはアムレディアのそばに回り込み、障しよう壁へきを張はる。

　王女はスカートをめくり上げ、太ももに留とめてあった短剣を抜ぬいた。

　目を丸くするトリシアに、王女ははにかむように笑いかける。

「セルマに教わったのよ」

「行け、アウガ・フリューガ。王女以外は皆みな殺ごろしだ」

　レグナーは命じた。

「殿でん下かだけは息の根を止めぬようにな」




　カナルは追ってくるアウガ・フリューガの炎ほのおを避よけながら、地ち下か牢ろうに向かって走った。

　尻尾しつぽの方から焦こげたような臭においがするが、トリシアに言われた通りにアンリのところに行くのが最さい優ゆう先せんだ。

　カナルはまだ、アンリとは会ったことはない。

　だが、診しん療りよう所じよや〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに残っていた優やさしそうな匂におい。

　それがアンリの匂いだと確かく信しんしていた。

　その匂いをたどって、カナルは地下に向かって走った。

　幸さいわい、夜になって回かい廊ろうを歩いている人ひと影かげは少ない。

　直ちよく線せんなら、アウガ・フリューガに追いつかれることはない。

　しかし……。

　ビュン、ビュン！

　アウガ・フリューガは足止めを狙ねらって刺とげを繰くり出してきた。

　カナルは左右に飛んで、辛かろうじてこれを避ける。

　小しよう剣けんほどもある刺は、大だい理り石せきの床ゆか石いしを簡かん単たんに貫つらぬいた。

「い、今のは危あぶなかった～」

　背せ中なかを冷ひや汗あせが流れるが、拭ぬぐっている暇ひまはない。

　この先は螺ら旋せん階かい段だん。

　四足の動物は、下くだりの階段が苦にが手てである。

　ここで、アウガ・フリューガは、仔狼との距きよ離りを一気に詰つめた。

「もう少し、もう少し！」

　王おう城じようの最もつとも深い場所に至いたる螺旋階段は長い。

　キュルキュルというアウガ・フリューガの放はなつ音が、次し第だいに大きくなってくる。

「やった！」

　カナルは再ふたたび、平たいらな廊ろう下かに出た。

　ここから速そく度どを上げて、引き離はなしにかかる。

　やがて、カナルの鼻はな先さきの方向に、六ろく尺しやく棒ぼうに寄より掛かかって立つ牢ろう番ばんの姿すがたが見えてきた。

　匂いはその奥おくだ。

「あっ、こら！」

　目の前を駆かけ抜ぬけた仔こ狼おおかみに、退たい屈くつして気の弛ゆるんでいた牢番は啞あ然ぜんとなった。

　この地下深くで見る生き物といったら、普ふ段だんはネズミかゴキブリぐらいのものだからだ。

「……なぜ犬が？」

　訝いぶかる牢番。

　だが……。

　キュルキュルキュル……。

「な、な、な、何だあ!?」

　キュルキュルキュルキュル……。

「ひ、ひ、ひいいいいいいいいいいいっ！」

　仔狼の後ろからアウガ・フリューガの不ぶ気き味みな姿が迫せまってくるのに気がつくと、彼は六尺棒を捨すてて逃にげ出した。

　牢番としては見上げた態たい度どではないが、自分の限げん界かいを心こころ得えた賢けん明めいな判はん断だんではある。

「誰だれかっ！　化ばけ物ものだーっ！」

　助たすけを求める牢番の声は、裏うら返がえっていた。

　カナルは、その声に構かまわずに走る。

　すると……。

　道は左に曲がってすぐのところで、唐とう突とつに終しゆう点てんとなった。

　突つき当たりは鉄てつ格ごう子し。

　カナルは勢いきおい良くぶつかった。

「ったあ～」

　人間に戻もどったカナルは、涙なみだ目めで牢ろう獄ごくの中を見る。

　真っ暗なその奥に座すわる、ひとりの青年。

　カナルは、優やさしい匂においはこの人だと感じた。

「アンリ……先生？」

　カナルは初しよ対たい面めんの青年に、そっと声をかける。

「君きみは」

　アンリは顔を上げた。

「トリシアのところの？」

　だが、その時。

　キュルキュルキュル。

　アウガ・フリューガが追いついてきた。

　その複ふく眼がんが、カナルとアンリを抹まつ殺さつ目もく標ひようとして捉とらえる。

「アンリ先生、危あぶない！」

　カナルはアンリを庇かばおうと、鉄格子の前に立った。

　アウガ・フリューガの火か炎えん噴ふん出しゆつ口こうが、そちらに狙ねらいを定さだめる。

「きゃんっ！」

　カナルは首を縮ちぢませ、目を閉とじた。

　次の瞬しゆん間かん。

　バーンッ！

　という爆ばく発はつ音おんが、牢ろうに響ひびき渡る。

　それから、少しして……。

「もういいですよ」

　と、アンリの声。

　カナルは目を開く。

「先生って、すごい……」

　アウガ・フリューガは、細こまかい紙切れとなって噴ふき飛んでいた。

「ちょっと力加か減げんを誤あやまりましたか」

　アンリは頭を振ふった。

「ところで、どうしたんです？」

　カナルは拙つたない言葉で、トリシアとアムたちの危き機きを説せつ明めいした。

「東の塔とうか……」

　話を聞き終わると、アンリは鉄てつ格ごう子しに触ふれた。

　すると、それはまるで飴あめでできているかのように溶とけ落ちる。

　カナルは目を剝むくばかりだ。

「近道をしよう」

　アンリはカナルを下がらせて、魔ま旋せん律りつを唱となえた。

　右手から発せられた閃せん光こうが、岩いわ壁かべを消し去って地上までの大おお穴あなを開ける。

「地上に出て、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていで待っておいで。みんなは無ぶ事じに帰ってくるから」

　青い光に包つつまれたアンリは、放はなたれた矢のように一いつ直ちよく線せんに塔へと飛んだ。




「キリがない！」

　ビアトリスは二十五体目のアウガ・フリューガを一いつ刀とう両りよう断だんしたところで、剣けんを持ちかえて手の汗あせを拭ぬぐった。

　アウガ・フリューガの数は減へっていない。

　一体斬きる度たびに、別の一体が分ぶん裂れつするのだ。

「認みとめたくないけれど、状じよう況きようは良くないわね！」

　アムレディアも、舞まいのような軽い身のこなしで戦たたかっていたが、短剣ではどうしても一いち撃げきでアウガ・フリューガの活かつ動どうを止められない。

　トリシアとレンも、炎ほのおを防ふせぐ障しよう壁へきを張はりながら電でん撃げきによる攻こう撃げきを続けていたが、依い然ぜん、アウガ・フリューガの勢いきおいは衰おとろえはしなかった。

　四人の中で、一番初めにバテたのは、トリシア。

　もともと、トリシアの魔法は、命を救すくうためのもの。

　破は壊かい的てきな魔法は得とく意いではない。

　次し第だいに魔ま力りよくが衰おとろえてくる。

「トリシア！　しっかり！」

　そう声をかけるレンの方も、トリシアと比くらべてそう魔力が強い訳わけではない。

　次し第だいに息が乱みだれ、精せい神しん集しゆう中ちゆうが難むずかしくなってくる。

　そして、支し援えん役やくだった魔法使い二人を護まもるために、ビアトリスとアムレディアも守しゆ勢せいの戦いを強しいられる。

「変わったお姫ひめ様さまだよね。自分だけなら助かるのに」

「余よ所そからきて王の居きよ城じようで暴あばれ回っている子には敵かなわないけどね」

　ビアトリスとアムレディアは、肩かたを並ならべて大きく息をしながら笑えみを交かわした。

「……そろそろ、腹はらくくろうか？」

「ええ。でもこの子たちだけは助けてみせる！」

「さらば、殿下以外の淑しゆく女じよの皆みなさん！」

　レグナーは哄こう笑しようし、一いつ挙きよに三倍にアウガ・フリューガを増ふやした。

（もう駄だ目め！）

　そう心の中でトリシアが叫さけんだ時。

　ザザザザザ！

　突とつ然ぜん、無む数すうの鳥や小しよう妖よう精せいが窓まどから飛び込んできた。

（消えろ、怒いかりと憎にくしみの炎！）

　妖精たちの力が、アウガ・フリューガの炎を止め、小鳥たちが複ふく眼がんをついばんだ。

　アウガ・フリューガは刺とげで対たい抗こうしようとするが、的まとが小さくて命めい中ちゆうしない。

　そして……。

　バンッ！

　今度は扉とびらが開いて、数十、数百匹ぴきの犬や猫ねこ、ネズミたちが部へ屋やに突とつ入にゆうしてきた。

　猫たちは鋭するどい爪つめでアウガ・フリューガの目を狙ねらい、飛び掛かかった犬が咬かみついて床ゆかに引きずり降おろし、ネズミは全身にかじりついて止とどめを刺さした。

　呪じゆ術じゆつが生み出した怪かい物ぶつたちは一体、また一体と羊よう皮ひ紙しに戻もどって消しよう滅めつしてゆく。

　分ぶん裂れつが追いつかない早さだ。

（みんな！）

（遅おそくなってごめんなさい！）

　妖精はトリシアに笑いかける。

「形けい勢せい逆ぎやく転てんね！」

　一気に攻こう勢せいに出るビアトリス。

　鋭するどさを取り戻もどした剣が真ま横よこに走り、三匹のアウガ・フリューガを一度に倒たおす。

　アムレディアも呪じゆ法ほう生物の群むれの間を滑すべるように移い動どうし、次々と屠ほふってゆく。

「自分では剣を握にぎろうとしない腰こし抜ぬけには、この国の王位は渡せないわね」

　王女は不ふ敵てきに微笑んだ。

「おのれ！　戻もどれ、アウガ・フリューガ！」

　歯は軋ぎしりしたレグナーは、分裂していた呪法生物をひとつにまとめた。

「王女も王位も知ったことか！　貴き様さまら全員墳ふき飛ばしてやる！」

　動きを止めたアウガ・フリューガの身体からだが、鈍にぶい暗あん赤せき色しよくの輝かがやきを帯おび始める。

「逃にげる時間はないぞ！　あと少しでこいつは消けし飛ぶ！　このアムリオンの王おう都との半分を巻き込んでな！」

「はったりだろ！　お前も死んじゃうじゃないか！」

　と、レン。

「私？　私は一ひと足あし先さきに失しつ礼れいする」

　レグナーは右手の指ゆび輪わを握にぎった。

「これに封ふう印いんした瞬しゆん間かん移い動どうの魔法でな」

「ず、ずるいぞ！」

「そういう問題じゃないでしょ！　このままだと、街まちの人たちも死んじゃうんだから！」

　トリシアはレンをにらんだ。

　その時。

「……そうはいきませんね」

「うおっ！」

　レグナーの指輪が、白はく熱ねつ化かして燃もえ尽つきた。

「これで、あなたも逃げられない」

　背はい後ごで声。

「だ、誰だれだ！」

　レグナーは火傷やけどを負おった手を庇かばいながら、キッと窓まどの方を振り返った。

「……貴き様さまか！」

　窓の外には、星々を背はい景けいに宙ちゆうに浮うく魔ま道どう士しの姿すがた。

「アンリ！」

「先生！」

　アムとトリシアが声を上げた。

　アンリはゆっくりと降おりてきてレグナーの前に立つと、魔ま旋せん律りつを唱となえた。

「ちっ！……うおっ!?」

　剣を抜ぬこうとしたレグナーは、全身の自由を奪うばわれてそのまま彫ちよう像ぞうのように立ち尽つくす。

　無む理りに動こうとすると、身体からだの全ぜん神しん経けいに想そう像ぞうを絶ぜつする痛いたみが走る。

「……薄うす汚ぎたない魔道士め！」

　と、罵ののしるのが精いっぱいだ。

「……この呪法生物を止める方法は？」

　アンリは静かな声で尋たずねた。

「ない！　こうなってしまっては止める手しゆ段だんなど！」

　レグナーは高らかに嘲ちよう笑しようする。

「ステインアドラーのアンリ！　巻き添ぞえになる連れん中ちゆうは、すべて貴様の責せき任にんだぞ！」

「僕ぼくの？」

「そうだ！　もともと私の仕事は、お前を抹まつ殺さつすることだったのだ！　婚こん約やく者しや候こう補ほはその隠かくれ蓑みのに過すぎない！」

　意外な話に、トリシアたちも驚おどろく。

「貴様は危き険けんだ！　その強大な魔力はいずれ、我わが国の大たい望ぼうの妨さまたげとなる！　その芽めを今のうちにつもうというのが、我が王おう家けの方ほう針しんなのだ！」

「それで殺さつ人じん犯はんに仕し立たてた。アムリオンの民たみの手で、アンリを殺させるために」

　ビアトリスが、侮ぶ蔑べつの目をレグナーに向けた。

「随ずい分ぶんと汚きたないやり口じゃないの」

「アンリ先生が危き険けんだって!?　ふざけんなよ、先生を恐こわがるのは悪あく党とうだけだ！」

　レンも憤いきどおる。

「好きに言え！　だが、もうお前も助からん！　王女も、そしてこの街まちの連中もな！」

　すでに、レグナーの目は狂きよう気きに満ちていた。

　自分も死ぬという絶ぜつ望ぼうが、彼をここまで追い詰つめたのだ。

　しかし……。

「誰も……巻き込ませはしませんよ」

　アンリは静かに言うと、みんなを下がらせた。

「先生、何を!?」

「アンリ、やめて！」

　トリシアとアムレディアは異い様ような雰ふん囲い気きを感じて、アンリのところへ駆かけ寄ろうとする。

　だが、魔道士はそれを制せいした。

「七つの魔ま法ほう院いんのすべてを統すべるステインアドラーのアンリの名において……」

　魔ま旋せん律りつの生み出す〝呪じゆ波は〟の障しよう壁へき。

　それが、自分とレグナー、そしてアウガ・フリューガを包つつみ込む。

「僕のすべての力で、この爆ばく発はつを包み込んでみせる」

「貴様！　死ぬのが恐こわくないのか！」

　レグナーの顔が、初めて恐きよう怖ふに引きつった。

　死ではなく、アンリという魔道士に、得え体たいの知れぬ畏い怖ふを覚おぼえたのだ。

「恐いさ」

　アンリは微笑ほほえんだ。

「だが、見るんだ、レグナー」

　彼は障壁の外のトリシアとレンを指さした。

「あそこにいるのは、僕の意い志しを継ついでくれる子たちだ。あの子たちは大きくなり、やがて僕の為なし得えなかったことをきっとやり遂とげてくれる。そしてまた、次の世代に意志を伝つたえてゆく。あの子たちが僕の生きた証あかし。だから……」

　アウガ・フリューガが、その輝かがやきを増ました。

「や、やめろ！」

「僕は死なない、永えい遠えんに！」

「うわあああああっ！」

　レグナーは顔を覆おおった。

　だが、その瞬しゆん間かん……。

「レン！」

「パット！」

　二人の魔法使いは、魔旋律を同どう調ちようさせていた。

（決して諦あきらめない！）

　トリシアは心に決めていた。

　どんな場合でも、目の前で失うしなわれてゆく命を諦めない。

　それが、トリシアの医い師しとしての使し命めい。

　そして決けつ意いだった。

「障壁の中に障壁を張はる！　それで先生とレグナーを包み込むのよ！」

「レグナーも？」

「誰だれも死なせては駄だ目め！」

「分わかった！」

　不ふ可か能のうかもしれない、といった考えは、レンの頭には浮うかばなかった。

　トリシアがやると言ったのなら、できる。

　その強い確かく信しんが、少年を奮ふるい立たせた。

　二人の唱となえる魔旋律が、〝呪じゆ波は〟を急きゆう激げきに増ぞう幅ふくさせていった。

（間まに合って！）

　障壁が生まれる感かん覚かく。

　だが、アウガ・フリューガの放はなつ光で、実じつ際さいにその目で確かく認にんすることはできない。

　アンリとレグナーを包めたかどうかも分からない。

　そして……。

「……！」

　二人は目を閉とじた。

　閃せん光こうが迸ほとばしり、窓まどから漏もれた光でアムリオンの街まち中じゆうが真ま昼ひるのように明るくなる。

「レン！」

「パット！」

　少年と少女は、光の中で意い識しきを失うしなった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「トリシア……」

　どれくらい時間が経たったのだろう。

　少女を起こしたのは、ビアトリスだった。

「無ぶ事じ？　あたしもさっき目が覚さめたんだけど？」

「……何とか」

　トリシアは、赤毛の闘とう騎き士しの手を借かりて立ち上がる。

　あたりを見回したが、どうやら被ひ害がいはない。

　動物や小鳥たちも、気き絶ぜつしているだけのようだ。

「ううん……」

　近くでのびていたレンも、トリシアとほぼ同時に目を開けると、頭を振ふって起き上がってきた。
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「ところで、王女様は？……あっ、いた」

　ビアトリスは、長なが椅い子すの陰かげのアムレディアを起こしに向かった。

　これで、無事が確かく認にんできていないのはアンリとレグナーだけだ。

「先生……？」

　トリシアとレンは、アンリの姿すがたを探さがした。

　すると……。

「先生！」

　アンリは窓のそば、レグナーの隣となりに横たわっていた。

　触さわってみると、安定した呼こ吸きゆうをしている。

　トリシアが魔ま旋せん律りつで調べてみても、異い常じようはない。

　助かったのだ。

「先生！」

「アンリ先生！」

　二人は魔道士を揺ゆり動かした。

「先生、起きて！」

「……トリシア、レン」

　アンリは目を開いた。

「また、生き延のびた、か……」

　まだふらつく足で、アンリは何とか立ち上がる。

「先生！」

　トリシアとレンは若き魔道士にしがみついた。

「お願ねがいです！」

　トリシアはアンリを見上げる。

「私もレンも、まだ先生に教わること、いっぱいあるんです！　だから、だから、もう無む茶ちやはしないでください！」

　アンリの顔は涙なみだで歪ゆがんで見えた。

　レンも同どう様ように、アンリの胸むねに顔を埋うずめて泣き声を上げている。

「……分かった。すまない、二人とも」

　アンリは二人の頭を撫なでた。

　その時。

　背中で咳せき払ばらい。

「……あ」

　いかにも、マズい、といった表情になるアンリ。

　振ふり返ったところに立っていたのは、もちろんアムレディアである。

「そろそろ、大人おとなの分ふん別べつを持ってもいい年なのに」

　王女はグイと顔をアンリに近づけた。

「どうして……？」

「どうしてって言われても……」

　と、口ごもるアンリだったが、すぐに反はん撃げきに出る。

「君きみだって、ひとりでレグナーのところに乗のり込むなんて、何かあったらどうするつもりだったんだ」

「何かって、何よ！」

「だから……、何かだよ！」

「イヤらしい想そう像ぞうしないで！」

「ぼ、僕がイヤらしいことを想像したと思う方がイヤらしいだろう！」

　二人はにらみ合った。

「こうして見るとさ……」

　レンがささやく。

「あの二人、僕らと大してやってること変わらないよね」

「うん、悪い意い味みでね」

　トリシアはレンの手を取り、クスリと微笑んだ。

　と、そこに……。

「トリシア！」

　ようやくセルマたちがやってくる。

　カナルも一いつ緒しよだ。

「あたしら、また出番なしかい!?」

「いくらか残してくれても良さそうなものだが……」

　不ふ服ふくそうなセルマとフェリノール。

「今度からそうする」

　トリシアは肩かたをすくめた。

　一いつ方ぽう……。

「あれほど、何かやる前に報しらせろと言っただろう？」

　ハルは、ビアトリスをにらんでいた。

「しばらくまた、外がい出しゆつ禁きん止しだな」

「そ、そんな～」

「……ただし、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていだけは許きよ可かする」

「さすが、ハル！」

　ビアトリスは、ニヤリと笑った大たい使しの腕うでにしがみついた。

　その横の方では……。

「うっ！　うぷぷぷっ！」

　顔を知られていることで計けい画かくから外はずされ、むくれていたキャットは、レンの姿を見るなり笑い転ころげた。

「何よ、それ！　絶ぜつ対たい、後こう輩はいたちには見せられないわね！」

「わ、悪かったな！」

　忘れていたが、レンはまだ侍じ女じよの格かつ好こうだったのだ。

「誰だれに言い触ふらそうかな～」

「ま、待て！」

　レンは慌あわてて、キャットの後を追いかけた。

（……みんな、怪け我がはないわ）

　小さな妖よう精せいがやってきて、トリシアに報ほう告こくした。

（もう帰るって）

（ありがとう、感かん謝しやしてもしきれないくらい）

（みんなも、そういう気持ちなの）

　小妖精はキラキラ輝かがやく羽は根ねで羽は撃ばたいて、空に消えていった。

　トリシアは、すがすがしい気分でそれを見送った。

　もう東の空は明るくなり始めている。

　そこに……。

「ねえねえ！　トリシア、お腹なかすいたよ～。マルテお母かあさんのところで、ご飯食べよう～」

　カナルが足元にまとわりついた。

「パットはこれから僕と〝三本足の洗い熊ぐま〟亭！　犬は先に帰れよ！」

　レンが間に入って追い払はらおうとする。

「ふ～んだ、ビンボー人！」

　カナルはレンのお尻しりに咬かみついた。

「ってててて！　放はなせ、ボロ雑ぞう巾きん！」

　レンはカナルをお尻につけたまま、グルグルと走り回った。

「あの二人ときたら……」

　トリシアはこめかみを押さえる。

「後で、自分に頭ず痛つう薬やくを処しよ方ほうしなくちゃ」

「まあまあ、いいじゃないの」

　セルマはニヤリとして、トリシアの背はい後ごを指さした。

「まずはメデタシメデタシってことでさ？」

「……そうね」

　トリシアはちょっと顔を赤らめる。

　そこには、アンリとアムがしっかりと抱だき合う姿すがたがあった。










　カルテ６　祝しゆく宴えん、休きゆう暇か、海への誘さそい




「で、そのまま婚こん約やく者しや騒そう動どうはうやむやかい？」

　セルマはエールを注つぎながらアムレディアに尋たずねた。

「これだけ不ふ良りよう候補しか集まらなかったんですもの。しばらくは陛へい下かも何も言わないでしょうね」

　ここは〝三本足の洗い熊ぐま〟亭てい。

　今日は、アムレディアとアンリを囲かこんでの、ささやかな祝しゆく宴えんである。

　セルマの命めい名めいでは、〝アムレディアの婚約者候補に愛あい想そう尽つかされ記念〟。

　集まったのは、主しゆ役やくの二人の他ほかに、セルマ、フェリノール、ビアトリスにハル、カナルにレン、キャットとトリシア。

　それに、エリエットとクラヴァンもやってきていた。

　エリエットの一いち座ざの仲なか間まが演えん奏そうする音楽が流れる中、みんな楽しそうに話し、笑っている。

　気の置おける仲間ばかりの席で、王おう城じようでは毅き然ぜんとした態たい度どを崩くずさないアムレディアの表情も弛ゆるんでいた。

「まあ、ともかくあんたが振ふられて良かったよ！」

　すでにかなり出で来き上あがっているセルマは、ポンポンと王女の肩かたを叩たたいた。

「まあ、変へん人じん同どう士し、あんたにはアンリがお似に合あいさ」

「その言い方、気に掛かかるんだけど？」

　アムレディアは眉まゆをひそめる。

「まあ、確たしかにアンリは変人だけど」

　王女の視し線せんが、チラリと横のテーブルの魔ま道どう士しに向く。

　アンリが、手を伸のばせば触ふれられる場所にいる。

　今のアムは、それだけで幸こう福ふくだった。

　そこに……。

「いいの、いいの！」

　と、割わり込んだのはキャット。

「私が先に結けつ婚こんして、王家を継つぐから！」

「……それ、いいわね」

　アムレディアの目が怪あやしく光った。

「今すぐ、誰だれか相手はいないの!?」

「ち、ちょっと、姉ねえ様さま？」

　キャットは後あと退ずさった。

「今の、ちょっとした冗じよう談だんなんだけど？」

「それが冗談で通ると思う？　さっそく、議ぎ題だいに上げなくちゃ！」

「議題？　勘かん弁べんして～！」

　キャットは逃にげ出した。

　その横のテーブルでは……。

「やはり、ここはほっとするね」

　アンリが、フェリノールとともに葡ぶ萄どう酒しゆを傾かたむけていた。

「このところずっと塔とうで寝ね泊とまりしていたから、ここの部へ屋やの掃そう除じもしないといけないな」

　もともと、初めて街まちに来た頃ころは、アンリもフェリも、この〝三本足の洗い熊〟亭の二階に下げ宿しゆくしていたのだ。

　その当とう時じの部屋を、今でもアンリはたまに使っている。

　フェリノールでさえそうだ。

　みんな、この場所が大好きなのだ。

「レグナーはどうなった？」

　フェリは聞いた。

「本国に送そう還かんされたよ。あとはゼノウィリアとレミュザンの間の問もん題だいだね」

「奴やつが自分を狙ねらっていたこと、気にならないのか？」

「ん～、特には」

「本当に吞のん気きな男だ。呆あきれるよ」

「君きみの心しん配ぱい性しようにも、呆れるけどね」

「まったく、いい友人を持ったものだ」

「同どう感かん」

　二人は杯さかずきを打ち合わせた。

　一方、中央の空くう間かんでは……。

「そうそう！　うまいじゃない！」

「こ、こうか？」

　クラヴァンが、エリエットのレッスンを受けていた。

　音楽に合わせて、若い貴き族ぞくは不ぶ器き用ように足を動かす。

　その顔は、決けつ死しの冒ぼう険けんに挑いどんでいるかのように真しん剣けんである。

　肩の力を抜ぬくということが、根っから苦にが手てな性せい格かくのようだ。

「このまま練れん習しゆうを続ければ、うちの一座で雇やとってもらえるかもよ」

「どのくらいで？」

「……あと百年ってとこ」

　クラヴァンは床ゆかにへたり込んだ。

　この光こう景けいを見ていて、苦く笑しようしたのはハル大たい使しだった。

　ヴィントールの大使は、一いつ緒しよに座すわっている護ご衛えい隊たい長ちようを振ふり返った。

「うまくいきそうだな。あの二人」

「あたしたちみたいに？」

「ほう、我われ々われがうまくいっているって？」

　ハルは眉み間けんにシワを寄よせた。

「すぐそういうこと言う！」

　ビアトリスはベエッと舌したを出す。

「……ねえ、ここ本当にいい国だね」

　少女は少し、真ま面じ目めな顔になった。

「もしさ、ヴィントールの奴ど隷れいたちが解かい放ほうされて……みんなが自由になったら、こんな国に住すみたいね」

「いつか……そうしたいものだ」

　ハルはうなずく。

「ところで、着ちやく任にん早そう々そうで何だが、今回の一件を報ほう告こくに一度、ヴィントールに帰らねばならないだろうな」

「それに、あの手紙でかなりショーン王を怒おこらせたみたいだしね」

　と、ビアトリスは笑うと、立ち上がってカウンターのトリシアたちに声をかけた。

「ねえ、トリシア！」

　呼よばれたトリシアとレン、それにカナルが二人のテーブルにやってくる。

「お邪じや魔まじゃないの？」

　トリシアはそう微笑ほほえみながらも席に着ついた。

「……邪魔なのは、この犬っころ！」

「お兄にいちゃんの方が邪魔！」

　と、いがみ合うのはレンとカナルだ。

「大たい変へんだね」

　と、ビアトリスがトリシアにウインクする。

「分わかってくれる？」

　トリシアは大げさにため息いきをつく。

「もう疲つかれるったらありゃしない」

「ほら、お前のせいだ、バカ犬！」

「お兄ちゃんのせいでしょ！」

　さらに揉もめるレンとカナル。

「……これだもの」

　トリシアは苦く笑しようした。

「なるほど、ひと息つく暇ひまもないわね」

　ビアトリスも吹ふき出した。

「そうだ！　ねえ、いい機き会かいだから、ヴィントールに遊びにこない？　海、見たことないって言ってたよね？　泳およぎ教えてあげるから！」

「海、海っ！　見たい、見たい！」

　はしゃいだのはカナルだ。

「……でも、海って何？」

「海かあ……」

　トリシアは、まだ見たことのない海うな原ばらに思いを馳はせる。

「開かい業ぎよう以い来らいずっと休みなしだろ？　たまには息いき抜ぬきしなきゃ」

　レンも促うながす。

「ぼ、僕ぼくが付つき添そってあげるから」

　何のことはない、自分も行きたいのだ。

「そうね……」

　トリシアは決けつ断だんした。

「じゃあ、行ってみようか！」

　トリシアの診しん療りよう所じよの短い休きゆう暇かは、こうして始まったのだった。










　あとがき




　え～、突とつ然ぜんですが、ここで問題です。

　前巻のあとがきで、次は新シリーズで会いましょう、と言った戯たわけ者は誰だれでしょう？




　１．　知らないオジさん




　２．　成長したシーマン




　３．　拝はい火か教きようの神様




　４．　アルコール分九十八度、歩くモロトフカクテルと呼ばれる謎なぞの美人編へん集しゆう者しやＳ




　５．　シドニー・オリンピックのサッカー敗はい北ぼくで深く心の傷ついた、繊せん細さいなある人物




　それでは、答えはＣＭの後で……………。




　……………。




　す、すいませ～ん！

　新シリーズ、また延のびちゃいました～。

　たぶん、来年の初めですね、こりゃ。

（また延びる可か能のう性せいは……、ううっ、否ひ定ていできない！）




　いえね、まあ、理り由ゆうはあるんですよ。

　トリシアの評ひよう判ばんが意外と良かったり、ミステリー文庫の方も出さなきゃいけなかったり、ドラクエが二百時間近くプレイしてるのにまだ終わらなかったり（いや、全員〝わらわせし〟っていうパーティーが問題なのは分かっているんだけど……）、平ひら瀬せの出番がなかったり、中なか田たの調ちよう子しが悪かったり、俊しゆん介すけの使いどころが変だったり、吉よし原わら宏こう太たが控ひかえに回されたり……。

　トルシエ、お前、一体なに考えてるんだーっ！




　それはそれとして……。

　好評につき、トリシア先生シリーズ、第二巻の登場となりました。

『黄金の鹿しかの闘とう騎き士し』からビアトリスとハル、『月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん』から某ぼう老人がゲスト出演。

　新キャラクターも登場！

（ううっ、視し聴ちよう率りつに苦しんでるアニメのテコ入れみたい……）

　とにかく、おもしろさは作者の保ほ証しよう付き（まあ、大たい概がいの本はそうだけど……）。

　あとがきを読んでから買おうとしている人、決して迷まよわないようにね。




　……しかし、こうして読み返してみると、だんだん影かげが薄うすくなってきてるなあ、レン。

　前巻では、トリシアと結けつ構こういいところまで行ったのに、今回はただのお友達。

　というか、新キャラの（文字通りの）咬かませ犬。

　書いてる本人が言うのもなんだけど、不ふ遇ぐうなヤツ。

　でも、その代わりに、アンリとアムレディアが（下へ手たすると主しゆ人じん公こうより）目立っているからいいか……。

　そのうち、レンも救きゆう済さいしてやりたいけど、優ゆう先せん順じゆん位いで言えば、セルマとキャット、カナル、それからフェリノールに……。

　……うわっ、最さい下か位いだ。




　と、まあ、『月蝕紀列伝』の時とは違ちがって、先のことはまったく考えないで書いている（だから次に何が起おこるのか、作者も知らない）このシリーズだけど、一いち応おう、次の舞ぶ台たいは海。

　あの『黄金の鹿の闘騎士』の舞台だったヴィントールになります。

　何な故ぜ、海かと言えば……。




　……だって、出したかったんだもん、海のモンスター。




　付記１

　この本とほぼ同時に、新しん設せつされた富士見ミステリー文庫の方にも、新刊が出ます。

　ひねた性格のジャニーズ系アイドルと、謎めいたその兄妹、そして、レン以上に不遇な女子高生が主人公の、冒ぼう険けんミステリーです。

　かなり気に入った仕し上あがりになっているので、興味を持った人はそちらも読んでみてね。

　……いや、是ぜ非ひ。




　付記２

『トリシア先生、急きゆう患かんです！』のあとがきでやったＤＶＤ映画のベストテン、続きは新シリーズの第一巻で、ということで勘かん弁べんを。

　いや、このトリシアとミステリーにかかりっきりで、このところＤＶＤを見る暇ひまがあまりなかったんです。

　新しいところを押おさえてないから、自じ信しんを持ってこれがベストテンだとはなかなか言えなくって……。

　新シリーズ開かい幕まくの折おりには、きっと、きっと完かん璧ぺき版ばんのベストテンをお届とどけするので、それまで待ってくださいね。

（……だから、その新シリーズが何い時つなんだって）










トリシア先せん生せい、奮ふん闘とう中ちゆう！








南なん房ぼう秀ひで久ひさ
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